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    　長く続く廊下は薄暗く、部屋の中からは人間たちの気けだるい喧けん騒そうが溢あふれ出してくる。


    　ここは国際勇者協会の本部ビル。


    　季節はまだ春だというのに、窓からは風がちっとも入ってこないため、建物の中は蒸し暑い。これではゴルディアス城のほうがよっぽど労働環境がよいといえる。どうやらここで働く人間たちは過酷な労働を強しいられているようだ。


    「先輩先輩、ここで働いてる人間って、真ま面じ目めに仕事してるわりに基本的に目が死んでますね。やはり協会がブラックだという噂うわさは本当だったのですね！」


    「黙ってろ！　怒られるぞ！」


    　ウニベルの危あやうい発言にエルブランコは思わず注意するも、誰に怒られるというのだろうか。協会の人間に？　いや、この状況だと上司のアマリージョに、かもしれない。


    　確かに協会の職員たちは水晶ディスプレイに向き合い、黙って自分の仕事をし続けているだけで覇は気きがない。まるで屍しかばねのようである。


    　エルブランコは背後をこそっとうかがうと、そのアマリージョが腕を組んでついてきている。ゴルディアス軍の三人は、とある書類を提出するために協会を訪れているところだった。


    「いったいどれだけたらい回しにされればいいのかしら。もしかしてあなた、サボろうと思って、わざと遠回りしてるんじゃないでしょうね」


    　今度は上司のアマリージョがヒールの音を普段よりきつめに響かせながら、因縁をつけるようなことを言ってきた。


    「そ、そんなわけはございません。協会が広すぎて、案内も不親切すぎるんでしょうね」


    　慌あわててエルブランコは自分には責任がないことを強調する。エルブランコにとっても協会へ来るのは初めてのことだったので、案内を任されても正直困る。


    「先輩って意外と段取り悪いんですよね。それに方向オンチとか、キャラつきすぎですよ」


    　ウニベルが上司のエルブランコの価値をさらに下げてくる。普通こういう場合はフォローしてくれてもいいのではなかろうか。


    　魔王秘書という中間管理職のエルブランコは、いつも上司と部下の板いた挟ばさみである。


    　エルブランコは上司のアマリージョと部下のウニベルの発言にヒヤヒヤしつつ、協会の廊下を歩きながら、目的の場所を探していた。


    　ゴルディアス軍の三人は書類を一枚提出するためだけに、さっきから総務部、アイテム開発部、モンスター部とたらい回しにされていた。


    　エルブランコはと言えば各窓口の感情のこもっていない対応に腹を立てるというよりも、ゴルディアス軍四天王の中でも気が短い上司のアマリージョの機嫌が悪くなっていくことが気になって仕方がなかった。さっきから冷や汗が止まらない。


    　揚あげ句くの果てには段取りが悪いだとか、方向オンチだとか、勘弁してほしいものだ。


    　そのエルブランコの下で研修をしている新人のウニベルはノープレッシャーで、協会内部をキョロキョロと見渡している。すべてのものを物珍しそうに眺めては、「はぁー」とか「ほぉー」とか呟つぶやいて、まるで社会科見学の様相だ。少しはお前も苦労してくれ。


    「ほら、あの人間なんかペコペコ頭下げちゃって。人間って謝りゃすべて解決すると思ってるんですかね。いかに謝らない状況を作るかがビジネスの基本でしょうに」


    　ウニベルが指さす先では、へらへら笑いながら、協会の職員に頭を下げている男がいた。


    　偉そうなことを言っているウニベルだが、彼女はまだ研修という立場の新人である。よくそんな身分で知ったような感想が言えるもんだ。


    「ありがとうを言う前にすみません、ですからね。まるで先輩みたい。プププ」


    　プププじゃないよ、まったく。


    　ウニベルの指導係として完全に教育を間違ってしまったようだ。


    「確かにあなたよく謝ってるわよね。そんなんだから舐なめられるのよ」


    　アマリージョの言葉がエルブランコの脆もろいハートの内角高めをズバッとえぐってくる。


    「そんなことは……、いえ、すみません」


    　結局謝ってしまうエルブランコ。なんだかすべてが裏目に出てしまう。


    　時には謝ることでスムーズに事が運ぶこともある。しかしそのコミュニケーション手段はアマリージョには有効ではないようだ。


    「謝って怒られて謝るって、まるで謝罪スパイラルですね」


    　謝る協会の職員とエルブランコを交互に見つめながら、ウニベルが言う。


    　エルブランコはウニベルの舐めた態度にため息しか出ない。いっそのこと謝罪のプロでも目指そうか？


    「ここかしら？　アイテム管理部」


    　エルブランコが思わず胃のあたりをさすっていると、アマリージョが「アイテム管理部」と書かれた扉の前で立ち止まった。


    「私が聞いてきます。少々お待ちください」


    　エルブランコが率先して扉を開ける。


    　部屋の中はデスクが規則正しく並び、多くの人間たちが水晶玉のディスプレイに向かってなにやら仕事をしている。客が入ってきたことに対して興味がないのか、誰も振り返ろうとしない。


    　そこへ一人、眼鏡めがねをかけてひょろっとした頼りなさげな男が近寄ってきた。胸には「案内係」と名札がついている。来客対応はすべてこの男に任されているのだろう。


    「何かご用ですか？」


    　案内係の男が口元だけで笑顔を作りながら尋ねてきた。


    「用がなけりゃこんなとこに来ないわよ」


    　背後でアマリージョが不満を示していたので一度振り返り、彼女の機嫌を取るように、にこっとして頭を下げた。社会に出ると三百六十度、すべてに気を遣わねばならない。


    「あ、アイテムの特許を取るために申請書を提出しにきたのですが。総務部やモンスター部に行ったらこちらだとお聞きしまして」


    　エルブランコができるだけ丁てい寧ねいな言葉遣いで問いかけた。人間に対してここまでへりくだる必要はないと思うが、これでスムーズに事が運ぶのならばしょうがない。これが中間管理職として培ってきた折せつ衝しようスキル。


    　エルブランコは持参した書類を案内係の男に手渡すと、男はブツブツ言いながら書類を確認する。


    「ああ、特許ですね。これは結晶玉ですから、消費アイテムのカテゴリですね。それなら一階のアイテム開発部のほうへ行ってください」


    　案内係は悪びれる素振りもなく、ここは管轄外と言わんばかりに書類を突っ返してきた。


    　これには背後でプツンと何かがキレる音が聞こえた。


    「アイテム開発部は、さっき行ってきたわよ！　そこでここに行けって言われたの！　いったいどうなってるの！」


    　アマリージョがエルブランコを押しのけ、大声で怒鳴りつけてしまった。


    　ほかの職員たちも一斉にこちらを向くが、すぐに自分の仕事に戻る。


    「すみません、アマリージョ様」


    「なんであんたが謝るの！　そんなんだから人間にも舐なめられるのよ！」


    　反射的に謝ってしまったエルブランコまでもアマリージョの標的になってしまう。


    　エルブランコは顔を引きつらせながら助けを求めようとしたが、ウニベルはすでに廊下にエスケープして「プププ」とエルブランコの失態を笑っている。ウニベルに頼ろうとした自分がバカでした。


    「できないものはできませんので、一階のアイテム開発部のほうへ提出してください。そこに消費アイテム開発課がありますので」


    　案内係の男もこういったことには慣れているのか、定型の笑顔でそう繰り返す。こういうケースでいちいち動じていては協会の案内係などできないのであろう。


    　協会の職員たちはエルブランコらモンスターを目の前にしても、ひとつも畏い怖ふの表情を浮かべもしない。慣れというか、本当に舐められているのかもしれない。


    　エルブランコとウニベルはスーツを着ているため見た目はほとんど人間と変わらないが、れっきとしたモンスターである。


    　アマリージョはサキュバスなのだが、今は背中の羽はマントの下にしまい込んでいるため、彼女も人間に見える。しかしビキニのような露出の激しい衣装は明らかに協会内では浮いてしまっているのだが。


    「もうあんたみたいな若造じゃ話にならないわ。もっとまともな人間を呼んで頂戴」


    　アマリージョは今度は諭さとすように、その案内係に話しかける。さっきはすぐに怒鳴ったくせに、少しは冷静になったようでエルブランコも胸を撫なで下ろす。


    「お言葉ですが、私たち国際勇者協会の職員は全員が『まとも』に仕事をしております」


    　なんと案内係が言い返してきた。そこは波風立てないように愛想笑いだろうと考えていたエルブランコは、この頼りなさそうな男の大胆な態度に度肝を抜かれた。


    「それにあなたのその淫みだらな服装のほうが、まともとは言い難いのでは？」


    　なんということでしょう。案内係がついにはアマリージョの服装にまで口を出してしまった。このままでは確実に血の雨が降る。降血確率一〇〇パーセント。


    　そんな一いつ触しよく即そく発はつの状況であわあわしているエルブランコに、ウニベルが耳元で囁ささやきかける。


    「先輩、この人間がどうやってアマリージョ様に殺されるか、賭かけましょ。私は縄できつく縛られて、じっくり火あぶりにされるに一〇〇ドルン」


    「鞭むちでひと通りしばかれてから切り裂かれてって、バカ！　そんな賭かけする暇ひまあったらアマリージョ様を……」


    　止めろ、と言いかけたが当のアマリージョは鞭を取り出さず、魔法も唱えず、いたって冷静に案内係を見み据すえていた。


    「なかなか言うじゃないの、あなた。すぐ謝るような情けない男には飽き飽きしてたところなのよ。若いのに度胸あるわね」


    　なぜか案内係の態度に感心しているアマリージョ。エルブランコはこの上司との付き合い方が本当に分からなくなってきた。


    「すぐ謝るような情けない男って、先輩のことですよね。プププ」


    　ウニベルがすかさず突っ込んでくる。そこはさっと聞き流してくれよ。


    　とにかく案内係が血ダルマにならなくてよかったという反面、なぜか自分の評価が相対的に下がってしまって複雑である。


    「私も来たくて協会なんかに来てるわけじゃないわよ。あんたらが偉そうにここでアイテムの管理だとかをやってるから、わざわざ来てやったのに。それを受け取れないと言うの？」


    　アマリージョが協会を批判しながら、若い案内係に言い放つ。


    　モンスターと人間は互いに争い合う関係である。人間は勇者を擁よう立りつして、モンスターを束ねる魔王軍と戦う。その間に入って戦いを成立させるのが、ここ国際勇者協会である。


    「私どもも勇者様やモンスター様方のために、ここでアイテムの管理業務をさせていただいております。しかしそれにも決められた順序というものがございまして」


    　案内係は笑顔をキープしたまま、アマリージョに対たい峙じする。


    　この案内係、なかなかのメンタルである。アマリージョに言い返すのだから大したものだ。エルブランコがこの男の立場なら、すでに十五回は謝っていることだろう。


    　今回のように、アイテムを新しく作った際も、それを自由に売ることはできず、まずは協会へ申請して許可を得る必要がある。この世界は国際勇者協会による管理と制約のもとに成り立っているのだ。


    「この協会ってところは無理やり部署を増やして責任を分散してるんですか。これがイノベーションってやつですね」


    　なす術すべもなくアマリージョと案内係のやり取りを見つめていたエルブランコに、ウニベルがまた空気の読めない発言をしてきた。完全に間違っているが、今ここで訂正していたらややこしくなる。あとできっちり教えよう。


    「頼むから今は黙っておいてくれ」


    　ウニベルはエルブランコのおざなりな対応に腹を立てたのか、ぷくっと頬ほおを膨ふくらませた。


    「あくまで書類は受け取らないってわけ？　私もいつまでもこうやって優しいお姉さんではいられないわよ。分かる？」


    　再びイライラし始めるアマリージョ。お姉さん、という単語にはひっかかったが、エルブランコに訂正する勇気などあるわけがない。


    　しばらくアマリージョと案内係の無言の睨にらみ合いが続いたが、根負けしたのは案内係のほうだった。


    「じゃあアイテム開発部の担当者のほうに連絡してみますので、少々お待ちください」


    　彼はそう言うと、渋々自分のデスクのほうへ戻っていった。


    　アマリージョはイライラしながら、まだその案内係を睨みつけているが、どこか勝ち誇っているかのようだ。いわゆるゴネ得というやつである。


    「アイテムを開発してもいちいち協会に申請して、協会がマージンを抜いて儲もうかる仕組みなのよね。ほんと、金かね儲もうけのシステムだけはよくできてるわ」


    　アマリージョがこの部屋の全員に聞こえるような大声で喋しやべりだした。今日のアマリージョは見るものすべてにケンカを売らなければいけない呪のろいにでもかかってしまったのだろうか。


    「ほんとそうですよ。協会ってぼろい商売ですね」


    　ウニベルはアマリージョに同意する。


    　こいつがアマリージョ側に立つから、エルブランコだけいちいち気を揉もまなければいけないのだ。もうちょっと潤滑油的な行動をしてくれないものだろうか。


    「あのな、ウニベル。アイテムは協会に申請して特許を得ないと、世界中のアイテム屋で売ることはできないんだ。特許がなけりゃ勇者にも売ることができないし、スポンサーもつかない。正しい利益を得るためには必要な申請なんだよ」


    「まぁた真ま面じ目めに答えちゃうんだから、先輩は。魔王秘書より教師とかのほうが向いてるんじゃないですか？　エルブランコ先生って呼ばれる日も遠くないですね」


    　部下にバカにされながらも、日々つつましく生きる。エルブランコは静かにため息を吐ついた。


    　そんなやり取りをしているうちに、案内係がすぐに戻ってくる。


    「あ、アイテム開発部の消費アイテム担当の者はついさっき外出したらしく、また後日お越しくださいとのことですので、よろしくお願いします」


    「はぁ？　よろしくお願いしますじゃないわよ！　じゃああんたが受け取って、そいつに渡せばいいじゃないの！　こんな効率の悪い仕事ないわ。責任者を出しなさい！」


    　案内係の感情のこもらない声にかぶせるように、アマリージョの声と机をバチンと叩たたく音が協会の建物内に響き渡った。机にはヒビが入ってしまったようだが、あとでゴルディアス軍宛に請求されないだろうかと、エルブランコはそれが心配。


    「どうしたんですか、いったい？　ほかのお客様に迷惑でしょうが」


    　そう言いながら、今度は顔が脂ぎった恰かつ幅ぷくのいい男がやってきた。


    　エルブランコたち以外に来客がいないのは、見れば分かる。明らかに大声を出したアマリージョに対する皮肉であった。


    「あ、部長。特許の申請にいらっしゃったんですけど、担当者が出張中でして」


    「はあ、しょうがないですね。特別に私が対応しましょうか。これ以上騒がれると仕事になりませんからね」


    　その部長と呼ばれた太った男は、さも自分の地位の高さを誇示するかのようにふんぞり返ってアマリージョに対たい峙じした。


    　まるでモンスターを管理しているのは私たちだと、そう言わんばかりの慇いん懃ぎんな態度である。


    「あんたが責任者？　これ受け取ってもらえるかしら？」


    　アマリージョはエルブランコが持っていた書類をぶんどり、机の上に叩きつけた。その偉そうな責任者は一度肩をすくめて、書類をさっと確認する。


    「小型結晶玉？　またですか。この類たぐいの申請はもう見飽きましたよ。なんでもかんでも小型化、軽量化って、使い古された化石に毛を生やしたみたいなアイデアですね。まあ期待せずに置いてってください」


    　ポイと書類を投げ捨て、さっさと自分のデスクへ戻っていく。


    　協会で働く職員はこんな無礼な奴らばかりなのだろうか。エルブランコは以前関わったことのある協会の理事の顔を思い出してしまった。


    　しかしこんな舐なめられた対応をされて、アマリージョが黙っているはずがない。エルブランコがやばいと思うのも刹せつ那な。


    「おい、デブ！　いいかげんにしなさいよ！　それが協会の人間がとる態度なの！」


    　アマリージョがカウンターから身を乗り出し、離れていく責任者に向かって叫んだ。


    　ああ、やっぱり。隣のエルブランコは絶句。


    「デデデデ、デブ？　あなた、今そう言いましたか？　な、なんて失礼な女だ！　それがものを頼みに来たモンスターの態度ですか！」


    　部長は顔を真っ赤にして、必死で言い返す。エルブランコは眩暈めまいがしてきたが、ウニベルは楽しそうに目を輝かせている。


    「デブにデブって言って何が悪いの？　うちのブタ型モンスターのほうがもっとスマートでかわいげがあるわよ。ほら、ブーブー鳴いてみなさいよ。なんならうちの豚小屋で飼ってあげましょうか？」


    　ウニベルが「そうだそうだ」と囃はやし立てる。エルブランコは吐きそうである。


    「あなたも協会に来るのならもっとまともな格好したらどうなんですか。いい年してそんな露出の激しい服を着て。あなたの艶つやのない肌はだなんて誰も見たくありませんよ。あぁ、下品下品」


    　プチン、とアマリージョの何かがキレる音がした。


    　部長はこともあろうにアマリージョの服装とお肌にケチをつけてしまった。ビキニにマントを羽は織おっただけのこの姿と、さらに年齢的な衰えの話題はアマリージョには禁句である。


    　エルブランコはこの部長が殺されないようにしなければと思うが体が動かない。もういっそのこと逃げてしまった方が楽なんじゃないかと思い始めた。


    「うっさいデブ！　油ブタ！　いつまでも協会の利権にしがみついて偉そうにしてられると思ったら大間違いよ！　ゴルディアス軍を舐なめるんじゃないわよ！　ブタ！　アホ！」
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    　完全にキレたアマリージョはネイルの尖とがった人差し指でビシッと部長を指さし、仕上げにカウンターを二度蹴けりあげ、「クソブタ！」と罵ば倒とうして部屋を出ていく。子どものケンカのほうがもうちょっと上品かもしれない。


    「あんたたち、行くわよ！」


    　アマリージョの有う無むを言わせない命令には黙って従うしかない。


    　エルブランコはもはやどこに謝ればいいのか混乱して、とりあえず部屋にいる職員全体に向かって何度も頭を下げ、部屋をあとにした。


    　ウニベルは「プププ」と何が可お笑かしいのか、笑ってやがった。


    　もう、疲れた。
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    「さっきから誰かが大声で怒鳴っていますね。まったく、大声を出せばなんとかなるっていう思考回路は低能の証明ですね。ねえ、課長」


    「放っておけ。力のない者ほど吠ほえたがるものだ」


    　協会の廊下を歩く二人組は、どこかの部屋から聞こえた怒号を一笑に付している。


    　ひとりは課長と呼ばれスーツの狼男で、もうひとりは人型モンスターだろうか。銀髪で牙をはみ出させながら、腰ぎんちゃくのように上司の狼男についていく。


    「確かにこの協会というところは怒鳴りたくなる気持ちも分からんでもないがね。我々選抜軍に対してもリスペクトというものがない」


    「いやぁ、まったくその通りです。わざわざ僕たちを呼び出しておいて、説教をかましてくるんですからね。無謀というか、バカというか」


    　狼男が協会を批判し、銀髪もそれに寄り添う。


    　やはりモンスターにとって国際勇者協会とは目め障ざわりな存在には違いなかった。


    「残ざん忍にん非ひ道どう、悪あく逆ぎやく無む道どうと恐れられたテリブレ軍に、勇者を殺すなと言ってくる。いったい僕たちを選抜軍に選んだのはどこの誰なんだって話です」


    　勇者を殺すことに対してなんの躊ちゆう躇ちよもないといった態度で、肩をすくめる銀髪。


    「協会は人間の中から勇者を選び、その相手をモンスターの中から選抜魔王軍として選ぶ。その任命だけにとどまらず、今やそれ以上にこの戦いに介入してこようとする。神が決めたルールだから、と協会は言うが、我々も黙って勇者に殺されると思ったら大間違いだ」


    　狼男が丸っこい目を細めて、協会の廊下を見渡した。


    「弱い勇者を育てるのも選抜魔王軍の仕事とはよく言ったもんだね。自分たちで勇者をレベルアップさせ、揚あげ句くの果てにきっちり負けてやる。これを茶番と言わずになんと言うのだ」


    　この協会の人間に聞かれてもいいといったボリュームで、狼男はこの世界のルールを皮肉る。


    「普通に僕たちが勇者と戦って負けるわけがありませんからね。今回の勇者も二十歳そこそこの坊っちゃんでしょう？　何をどうやればそんなひ弱な人間に負けられるというのでしょうか？　真っ裸で全身縛しばられていても楽勝で勝てますよ」


    　銀髪のほうも勇者について批判をする。それほど人間とモンスターには能力差があるのだ。ましてや勇者になりたてのレベルの低い人間など、脆ぜい弱じやくの極みだ。


    　今回勇者に選ばれたのはリコという二十歳の青年だった。


    　今は準備期間とのことで、まだ実際にテリブレ軍とは戦ってはいなかったが、マスコミは連日この勇者リコのことを報道し続けていた。


    「決められた運命通りに僕たちが選抜軍の役割を全まつとうすると思われていたら心外ですね。そんな勇者勝利の出来レースに、テリブレ軍が乗るわけがないです」


    「ああ。緊張感のない戦いほど、見ていてつまらないものはない。勇者対魔王軍が茶番としてエンターテインメント化されているこの世界だからこそ、どんでん返しは必要だ」


    　協会により選ばれた勇者は魔王討伐を目指して冒険をする。


    　魔王軍としては勇者に倒されることでよりよいモンスターへと転生することができるカルマを背負っており、負けることは栄誉でもあるのだ。


    　それがこの世界を作った神が定めた人間とモンスターのルール。


    「そのほうが、金になるってなもんですね、オクパード課長？」


    「その通りだ、グリス。我々テリブレ軍を、その辺の魔王軍と一緒に考えてもらっては困る」


    　オクパード課長と呼ばれた狼男はモンスターとしての、魔王軍としての定説を覆くつがえすような発言をする。それにグリスという銀髪の部下が大きく頷うなずいた。


    　──ゴルディアス軍を舐なめるんじゃないわよ！　覚悟しときなさい！　行くわよ！


    　またもや女性の怒号とともに、ガツンと何かを蹴けったような音が聞こえてきた。テリブレ軍の二人も思わず振り返る。


    「さっきからうるさい人ですね、まったく。ＴＰＯをわきまえてほしいです」


    　部下のグリスがため息をつきながら、ポケットに手を突っ込んでかっこつけた。


    　今さっき怒鳴っていたであろう派手な女が、見るからに不機嫌マックスで部屋から出てきた。それを追うように眉まゆをハの字にした情けない男と、かわいらしい女の子。


    「さっきの、聞こえたか？」


    「ええ。二度と来るか、このあほんだらぁ。ぶっ殺す、的なことを言ってましたね。レディの口にする言葉じゃありませんね」


    「そこじゃない」


    　オクパードは顎あごを引いて、ずんずんと近づいてくるその集団を見つめた。グリスも廊下の端に寄って、その三人が通り過ぎる瞬間に気付いた。彼らもモンスターであると。


    　先頭の、さっき怒号をまき散らしていた女はおそらくサキュバス。ほんのり血の臭いがした。マントを羽は織おっているものの、揺れる胸を惜しげもなく見せつけるような衣装は、さすがのグリスも目線に困った。スーツを着た職員ばかりの協会では、その姿は目立って仕方がない。


    　二人目のさえない男は、へらへらと会釈しながら通り過ぎた。あまり仕事ができそうにない。おそらくお手伝いとか、そんな感じの男だろう。白いスーツがまったく似合っていない。かっこいいとでも思っているのだろうか。お洒しや落れの無駄遣いは罪である。


    　そして最後にパタパタ小走りでついていった女の子。ふとグリスのほうを見上げて、にこりと微ほほ笑えんだ。スーツを着てはいるが、かなり幼く見える。


    　そのモンスター三人組はドタバタと階段を下りて、そのまま行ってしまった。


    「ゴルディアス魔王軍……」


    　彼らを見届けたオクパード課長は、ぼそっと漏もらした。


    「は？」


    「彼らはゴルディアス軍と名乗っていた。何をしに来ていたんだろうか」


    　オクパードは突き出た顎あごを撫なでるように、考え込む。


    「魔王軍は協会には逆らえませんからね。彼らも何か協会から説教でもくらったのでは？」


    「ゴルディアス軍といえば、我々と違ってクソ真ま面じ目めで優良経営がモットーの魔王軍だ。協会に尻しつ尾ぽを振ってご機嫌を取るのが得意な、甘ちゃん軍団。それに前回の選抜軍だ。知らなかったのか？」
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    「ああ、勇者があれして、なんやかんやあった、あれですね。もちろん知ってます。いやぁ、あれは勉強になりましたね」


    「全然知らないだろう、お前」


    　グリスの適当な返答に、オクパードは愛想をつかして嘆たん息そくする。


    「勇者戦になれば選抜軍の我々以外の魔王軍は、表立った行動ができなくなる。となると、アイテムの特許でも申請しに来たのだろうか。ゴルディアス軍は技術力や開発力は業界では有名だからな」


    「モンスターがアイテム開発だとかに本腰を入れるなど本ほん末まつ転てん倒とうですね。私たちテリブレ軍のように圧倒的な軍事力で世界を統すべようとすることこそ、モンスターの本ほん懐かい。小手先の技術に頼る魔王軍なんて、情けない。そのゴルゴンゾーラ軍とやらのようにはなりたくないですね」


    　グリスは腕をまくり、上腕二頭筋を見せつけるように腕を曲げた。


    「ゴルディアス軍だ。時代は変わった、というのは簡単だがね、腕力だけでは勇者とは戦えなくなってきているのは事実。この協会が、そうさせているんだ」


    　モンスターがモンスターらしく生きられない世界がここにはある。


    「さあ、テリブレ城に帰るぞ。我々も一応勇者戦の準備がある。このルールに縛しばられた世界で、モンスターの本当の恐ろしさを見せつけてやろうではないか」


    「はい。テリブレ軍が極ごく悪あく非ひ道どうと呼ばれている理由を、全世界に知らしめるために！」


    　オクパードとグリスは、自分たちだけが悪を背負った魔王軍であるかのように、胸を張って協会をあとにした。


    　間もなく、勇者リコ対テリブレ軍の戦いが始まろうとしているのだ。


    



    　人間とモンスターが共存するこの世界。


    　世界には魔王軍と呼ばれるモンスターの集団が溢あふれ、その魔王軍を倒すために人間の中から勇者が生まれる。同時に数多くの魔王軍からも、代表してこの勇者と戦う選抜軍が選ばれる。そして国際勇者協会が勇者と選抜魔王軍の戦いを取り仕切っているのだ。


    　人間とモンスターが生存を懸けて戦っていたことも今は昔。


    　魔王は勇者にしか倒せないという神が決めたこの世界のルールに則のつとり、魔王軍は勇者に倒されようと日々努力する。その努力を仕事と呼ぶのか、運命と呼ぶのか、それは神にしか分からない。


    　もちろんそんな神が定めた勝手なルールに逆らう魔王軍もいる。


    　きちんと協会の言うことを聞いて勇者に倒されようとする魔王軍もいる。


    　どちらもモンスターの行動としては間違っていないはずだ。


    　勝つにしても負けるにしても、結局モンスターたちは勇者に期待しないわけにはいかない。


    　たとえ、勇者がバカであったとしても。

  


  
    第一章　恐怖！　テリブレ魔王軍
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    「ねえ、先輩。聞いてます？」


    「は？　ああ」


    　いつも通りゴルディアス城北塔の最上階にある会議室へ向かうエルブランコに、ウニベルがしつこく話しかけてくる。


    　正直聞いていなかったので、生返事をしたところ、ウニベルにファイルで尻しりのあたりをバチンと叩たたかれた。上司に対して尊敬とか、そういう気持ちはないのだろうか。


    「やっぱり聞いてない。もう、今日の先輩余裕ないですよ」


    「お前、今日の会議の議題読んだか？　この前協会に行ったことの報告をしなきゃいけないんだぞ。余裕なんてない」


    　今はウニベルとじゃれ合っている時間がもったいないとばかりに、エルブランコは歩きながらも手帳を開いた。


    　本来ならアイテム開発の責任者であるアマリージョから報告すべき事案であったが、なぜかエルブランコに押しつけられた。もちろん上司の命令に対する拒否権などあるはずがない。


    　しかも、アイテムの特許申請に行ったはずなのに、結局はたらい回しにされたのちに、担当者は不在。その後、無理やり責任者を呼び出すも、アマリージョがケンカを売ってしまい、結局申請は有う耶や無む耶やに終わってしまった。ていうか拒否された。


    　これをどう報告しようかとエルブランコは苦悩しているのだった。


    「先輩も断ればいいのに。上司の言うことほいほい全部聞いてたら、プライベートの時間なくなっちゃいますよ？　あ、先輩は趣味なんかないからプライベートでも仕事一筋なんでしたっけ」


    「やかましい。大きなお世話だ。それに仕事なんだから、仕方がないだろう」


    　そんな簡単に四天王であるアマリージョから振られた仕事を断れるほどエルブランコは偉くない。


    　まだウニベルはその辺の年功序列というか、空気の読み取り方がなっちゃいない。こればかりは研修で教えきれるものではない。


    「仕事仕事って、仕事と結婚すりゃいいんですよ。先輩ならきっと幸せになれますよ。プププ」


    　何がプププだ。


    　こいつ、入ってきたときからそうであったが、月日が経つにつれさらに上司へのリスペクトがなくなってきている気がする。普通、社会の厳しさを知って上司には頭が上がらなくなっていくものじゃなかろうか？


    「はぁ。会議で報告もしなくちゃいけない、議事録もとらないといけない。腕があと二本欲しいよ、まったく」


    　部下に愚ぐ痴ちを吐くのはよそうと思っていたが、つい吐露してしまう。エルブランコは精神的に疲れているなと、実感する。確かにこめかみのあたりが少し痛い。


    「先輩はひとりで全部抱かかえちゃうからダメなんですよ。もう、私がいるじゃないですか！」


    　ウニベルは自分の胸をどんと叩たたいて見せた。


    「は？」


    「は、じゃないですよ。議事録くらいなら私がビシッと書いてあげますよ。だから先輩は報告に全力集中してください」


    　このウニベルの根拠のない自信はどこから出てくるのだろうか？　自信の永久機関でも備えているのかと、ちょっと本気で考えてしまうエルブランコ。


    「お前、いつか資料の作成を頼んだら顔文字満載の『超ファインプレー、ヤッタネ！』みたいな無む茶ちや苦く茶ちやなやつ出してきただろ？　まだ覚えてるからな」


    　あのときは結局エルブランコがすべて書き直して二度手間になってしまったのだった。


    「過去のことをねちねちと、意外と引きずるタイプですよね、先輩。あれを経て、私がどれだけ成長したかを確認するときですよ」


    　超前向きなウニベル。このへんの姿勢はエルブランコも見習いたい部分ではある。


    「いや、でもなぁ。大丈夫か？」


    「腕があと二本欲しいとか寒いこと聞かされる私の身にもなってください。ていうか、仕事手伝ってあげるって言ってるのに断るとかありえなくないですか？　先輩すでに重度のワーカホリック？」


    　腕が欲しいと言ったのはボケでもなんでもなかったのだが、面と向かって寒いと言われると急に恥ずかしくなる。


    　それより誰がワーカホリックだ。やるべき仕事を責任を持って果たしているだけだ。


    「議事録か……」


    　ウニベルも成長の兆きざしは若干ではあるが見えてきているが、まだ今ひとつ信頼を置けないというのがエルブランコの本音だった。


    「いつまでも仕事任せてもらえないなら、私ここにいる意味ないですよ。ふんだ。私だって先輩の助けになろうと思って一生懸命やってるのに。私と仕事のどっちが大切なんですか！」


    　それどういう意味か分かって言ってるのか？　


    　ウニベルは口を尖とがらせて、今度はお得意の泣きそうな表情を作る。対するエルブランコは眉まゆを下げて困った顔しかできず、あまりにも情けない。


    「まあまあ、ウニベル。エルブランコも君を信頼しているから、過保護になりすぎてるだけなんだよ。そうだろう？」


    　いつの間にかゴルディアス魔王が、エルブランコとウニベルの間に入ってきた。


    「ゴ、ゴルディアス様！　すみません、あ、おはようございます」


    　エルブランコは慌あわてて頭を下げる。胸ポケットに入れていたペンが滑り落ちた。


    「エルブランコはすぐに謝る癖くせを直したほうがいいよ。それじゃウニベルも真ま似ねしちゃうよ」


    「あ、すみま、いえ、分かりました」


    　指し摘てきされた瞬間に謝りそうになり、恥ずかしくなってしまう。「すみません」が口癖になってしまうとは、なんとも情けない話である。


    　ゴルディアス魔王は漆しつ黒こくの鎧よろいをまとい、顔の上半分は兜かぶとに覆おおわれているため、表情は見えない。しかしエルブランコを思いやるその声は明るくもあり、威厳が備わっているものであった。


    　それにしてもこの重厚な鎧を装備しながら、物音ひとつ立てずに近づいたことを察知させないとは、さすがとしか言いようがない。


    「おはようございます、ゴルディアス様。私は真似しませんよ。謝ったら負けですからね」


    　ウニベルが嬉しそうに、魔王を見上げながら話している。さっきの泣きそうな顔はどこへやら。


    　それに、謝ったら負けとはどういうことだ。謝ることが癖になりつつあるエルブランコは負け続けているとでも言いたいのだろうか。


    「さあ、行こうか。会議が始まるよ」


    　会議室へと続く回廊を歩きながら、ウニベルは魔王となんの抵抗もなく世間話をしている。ウニベルの胸ポケットに入った豚の人形がなんたら、昨日魔法塔のカフェで飲んだコーヒーがかんたら、先週行った協会の職員がどうたら。


    　その他愛もない会話に魔王は笑って頷うなずいている。


    　ゴルディアス魔王は、このゴルディアス軍の最高責任者であり、勇者にしか倒せない。魔王は勇者に倒されることを望み、それを念願としている孤高の存在なのだ。


    「エルブランコ、どうしたんだい？　今日はやけに暗いじゃないか」


    　その魔王がアンニュイなエルブランコに気付き、声をかけた。


    「いえ、ちょっと考え事を」


    　魔王には、会議での報告が憂ゆう鬱うつでテンションが下がっているなんて言えるわけがない。ここはシャキッとしなければ。


    「先輩はいつもこんな感じですよ。会議がものすごーくイヤなんですよ。子どもの頃、テスト前になったらお腹なかが痛くなる子っていたじゃないですか。あれですよ、あれ」


    　ウニベルは人の気も知らないで、キャハハと笑った。


    　こいつのように呑のん気きにいられたら、どれだけ毎日がハッピーだろうか。そうすりゃ謝り癖も直るかもしれない。


    「それは困ったね。でも幹部会議も今やエルブランコがいなきゃ成り立たないからね」


    　ありがたいお言葉をいただき、少し気が休まったエルブランコは無理やり笑顔をつくる。


    　いつまでもつまらないことで悩んではいられない。


    　エルブランコとウニベルは魔王と一緒にそのまま会議室へ入った。
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    　会議室に入ると、中央の机にはすでに出席者全員が座っていた。しかし魔王と一緒に入室したため、来るのが遅いと咎とがめられることはなかった。


    「おはようございます」


    　エルブランコは気持ちを切り替え、全員に挨あい拶さつをする。


    　魔法使いらしいローブを着たロホ博士が、真っ先に魔王に対して頭を下げる。このゴルディアス軍の知能ともいえる軍師役であり、四天王で一番の年寄株である。


    　ロホに合わせてほかの二人も頭を下げる。


    　大魔法使いアマリージョはいつも通りの露出の多いボンテージファッションに身を包み、今日はやけに大人しく腕を組んで座っている。先日の協会での出来事をまだ引きずっているのだろうか。


    　アスール大帝は上半身裸で首に鎖くさりを巻いている。今日は先日発掘してきたという青い兜かぶとをつけたまま、ぼうっと虚空を見つめているようで、大帝らしい大胆さがない。時おりブルブル小刻みに震ふるえている様は、不気味で違和感しかない。


    　ウニベルはその大帝の不審な様子に気付き、あからさまに顔をしかめた。


    「揃そろったようだね。じゃあ始めようか」


    　四天王にはあとひとりベルデラ将軍という獣人型モンスターがいるが、今は休暇中のため欠席のようだ。見た目がワニのベルデラ将軍は会議に出席しても居眠りをしているため、いなくてもあまり支障がないのは内緒の話である。


    　ゴルディアス魔王が席につき、さっそく幹部会議が始まった。


    　魔王秘書のエルブランコはノートを開き、さっそく議事録をとる準備をする。いつも通りの行動であったが、横でウニベルがじっと見つめてきた。


    「先輩、信頼って言葉知ってますか？　し・ん・ら・い」


    　ウニベルはじっとエルブランコの目を見つめてくる。


    「分かったよ。じゃあ、議事録は任せた」


    「はーい！」


    　エルブランコが議事録のノートを渡すと、ウニベルは満面の笑みで魔王に向かって親指を立てた。いやいや、ちょっとそれは失礼だぞと、エルブランコは慌あわてて頭を下げる。


    　思えばウニベルは前回の勇者戦では、ところどころで真剣に仕事に取り組む姿勢を見せていた。今のウニベルなら、議事録くらい任せられるだろう。


    　上司が部下を信頼せずに、自分だけは部下から好かれたいと思うのは傲ごう慢まんだ。そんな都合のよい思いを持っていては、部下なんてついてくるわけがない。


    「では、始めますかの。まずは最初の議題から。勇者対選抜魔王軍の状況について」


    　いつものようにロホ博士の言葉で、場は引き締まるかと思われた、が。


    「ひょ───────！」


    　アスール大帝が突然立ち上がり、両手を振り上げながら奇声をあげた。その姿勢のまま今度は「ドゥン、ドゥン、ドゥン、ドゥン」とエイトビートを刻みながら大きな羽根がついた兜かぶとごと頭を上下に揺らし始めた。


    　いきなりのアスールの奇行に、会議は中断される。


    「ちょっと！　いいかげんこいつをどうにかしてよ！　会議どころじゃないわよ！」


    　今度はアマリージョが立ち上がり、ドゥンドゥン言いながらバンザイして頭を振っているアスールを指さす。アスールは白目をむき、ひとりトランス状態。


    　エルブランコはあえてその姿を見ないように目を伏せた。


    「まだ治ってなかったんだね。ロホ博士、いつものやつを頼むよ」


    　ゴルディアス魔王が椅い子すにのけぞりながら言うと、ロホ博士が隣でノリノリのアスールに手をかざした。


    「スペルノン！」
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    　ロホの両手が黄色の光に包まれ、そのまま光線がアスールに向かって放たれた。


    　近距離からその光を浴びせられたアスールはビクッと震ふるえ、次第にぶっ飛んでいた目が正常に戻り、一度「ドゥン？」と情けない消え入るような声を出した。


    「……もう、大丈夫のはずです」


    　ロホはため息を吐つきながら、再び席につく。アマリージョはそんなアスールを睨にらんだまま、舌打ちをした。


    　アスールは正気を取り戻したようだ。ひとりだけぽつんと立ち上がっている状況に気付く。


    「お？　どうしたのだ、アマリージョ。そんなに眉み間けんに皺しわを寄せていたら、元に戻らなくなってしまうぞ。ガハハ」


    　アスールは兜かぶとを撫なでながら自分を睨んでいるアマリージョに向かって冗談を言う。


    　対するアマリージョは冗談どころではなくマジのマジである。彼女がメドューサならアスールは今ごろカチンコチンの石像だ。


    「あんた、わざとやってるんじゃないの？　ほんと、いいかげんにしなさいよ？」


    「む？　なんのことだ？」


    　アスールは呪のろわれていた。


    　原因はどこかの火山から発掘してきたという、青い兜である。確か前回の勇者戦の途中でいきなり装備してきて、それ以来外せなくなったらしい。


    　そして本人の意思とは関係なく、突然叫んだり踊りだしたりと奇行が目立つようになっていた。


    　今もロホの呪い解除の魔法、スペルノンによって正気に戻ったようだが、これも一時しのぎにしかならず、根本的な解決には至っていなかった。


    「呪いのせいにして、私たちをバカにしてるんでしょう？　いきなり奇声あげたり、踊りだしたり。しかもその間の意識がないって、どういうことなのよ。バーサーカーでももっと真ま面じ目めで規則正しい生活送ってるわよ」


    「むむ、また私の関知せぬところで粗相をしてしまったか。かたじけない」


    　アスールはまず魔王に頭を下げた。


    　エルブランコとウニベルにとっても、もう慣れた光景であった。


    　最初、アスールが会議中にいきなり踊りだしたときは何事かと肝きもを冷やしたものだが、原因が呪いであると分かって、今は冷静に事の成り行きを見守れるようになった。それに下へ手たに反応してしまうのは上司に対して失礼に当たってしまう。


    　 本人も呪われ中のことは覚えていないようだし、変なことは言えない。上司の粗相をそっとしておくのも、部下たちの気遣いなのである。


    　それにしても人間であってもモンスターであっても、平等に呪われてしまうこの世の摂理に、呪いの怖さを思い知ることができて、エルブランコは反面教師として受け取ることにした。無む闇やみに落ちている装備品を身に着けてはいけない。


    「アスール大帝、原因はその兜かぶとなんだから、やっぱり専門の施設に行って治療してきたほうがいいんじゃないの？　なんだか日に日に奇行の頻度が増しているようだけど」


    　魔王も心配そうに提案する。


    　ここ一か月ほど兜が脱げなくなっているらしく、風呂や寝るときはどうしているのだろうか。エルブランコは単純に疑問に思う。


    「いえ、呪のろいなんて甘えです。気合でなんとか治して見せますよ。もう少しで兜も脱げるはずなんですがね。ハッハッハ」


    　コンコンと兜を叩たたきながら、アスール自身はなんの悪気もないように笑っている。


    「気合でなんとかするとか言いながら、むしろ悪化してるじゃないの！　もう私が首を切ってあげるから、デュラハンとして人生やり直すがいいわ」


    　アマリージョが物騒な解決法を提案した。


    　デュラハンとは別名「首なし騎士」とも呼ばれ、文字通り自分の首を抱かかえているアンデッド型のモンスターのことである。


    　兜が呪われたからデュラハンになったという話はこれまで聞いたことがないが、さすがにアスールであっても首を切られたら死んでしまうだろう。


    　何より怖いのは、アマリージョなら本当にやってしまいかねないところだ。


    「まあ、もう少し待ってくだされ、ゴルディアス様。今週中にはなんとかしますので、施設行きだけは、ご勘弁を。先ごろ、呪いを解くというありがたいアイテムを手に入れましてな」


    　アスールはその右手首に巻かれた白い数じゆ珠ずをみんなに見せつけた。


    「願いが叶かなうというパワーストーンをふんだんに使った数珠でしてな。これを身に着けているだけで呪いだけではなく毒をも防ぐらしいのです。さらには金運、恋愛運、仕事運まで上向ける超波動エネルギーが人生をハッピーなものに……」


    「ちょっと、あんた！　そんな怪しすぎるアイテムどこで手に入れたの！　またどっかで拾ってきたんじゃないでしょうね？」


    　どう考えても眉まゆ唾つばアイテムの数珠を見せびらかすアスールに、アマリージョが代表してつっこんだ。


    「安心しろ。これは信頼のおける魔女の行商から買ったものだ。なんと月々二万ドルンの二十四回払いというお求めやすい値段だ。体験談を聞くと、破産寸前だったどこぞの魔王がこれをつけた途端に業績も右肩上がり、さらに巨乳のエルフと結婚もできたらしいぞ。私の呪いなど一瞬で消し去ってくれるに違いないだろう。ガハハ！」


    　自信満々で怪しい数珠にまんまと騙だまされているアスールに、アマリージョもこれ以上言う価値もないと諦あきらめたようだ。彼女の目は蔑さげすみに満ちていた。


    　魔女の行商が売るアイテムが協会の正式な販売許可を得ている可能性は低く、どう考えても怪しい闇アイテムである。


    「どうなさいます、ゴルディアス様？　これ以上は時間の無駄です」


    「会議を、進めようか……」


    　ロホが小声で進言し、魔王もこれを認める。


    「あんなアイテム、今どき子どもでも騙だまされませんよ？　アスール大帝、呪のろいを解くどころか恋愛運まで求めちゃってますし。なんか辛いことでもあったんですかね？」


    　さすがのウニベルもここは空気を読んでヒソヒソとエルブランコに伝えてくる。


    　エルブランコも戦闘のカリスマと呼ばれるアスール大帝がこれでいいのかと思わなくもないが、これもきっと呪いのせいだ。そう信じよう。


    「ゴホン。では、会議を進めます。各自の問題は各自で対処するように」


    　このアスールの呪いに関してはすでにさじを投げてしまっているロホ博士である。


    「まずは今回の勇者リコと、選抜魔王軍であるテリブレ軍との戦いについての状況報告です」


    　ウニベルは「よーし」と気合一発、議事録を取り始めた。


    「今回我々ゴルディアス軍は選抜軍を決めるコンペには立候補しませんでした。理由は、連続して選ばれる可能性の低さと、あとは単純に予算的なものです。前回の選抜軍のときは結局打ち切りだったゆえ、配当金もほとんど入ってきませんでした。今現在もあの勇者戦の支出が予算を圧迫していると言っても、過言ではございません」


    　ロホが現在のゴルディアス軍の状況を簡潔にまとめてくれた。


    　ゴルディアス魔王軍は、前回の勇者のときに選抜魔王軍として、戦った。しかし決着はつかなかった。冒険の途中で勇者が失しつ踪そうしてしまい、戦いの打ち切りが余儀なくされたからだ。


    　魔王軍にとっても勇者戦は決して儲もうかるものではない。打ち切りとなった前回の勇者戦では、ゴルディアス軍は大きな負債を被こうむってしまったらしい。


    「最近食堂のおかずの量が少ない気がしてたんです。もしかして、そんなところにも影響があったなんて。勇者戦って恐ろしいですね」


    　ウニベルが真剣な眼まな差ざしでロホに聞いている。


    　こんなアホな質問を会議でできるウニベルの胆力。大胆さばかり成長しているようだ。


    　当然、食堂のおかず事情はスルーされた。


    「勇者対魔王軍が行われている間に、なんとか経営状態を立て直したいものだね。アマリージョは新アイテムの開発をしてくれているし、休暇中のベルデラはヴァンガード支城で農地開拓の指揮を振るってくれている。ロホは無駄遣いがないか、予算を一から見直してくれている。アスールだって、正常なときは訓練に精を出してくれているしね」


    　ゴルディアス魔王が魔王軍の財政事情について、各四天王の働きを簡潔に整理した。アスールに限っては注釈付きではあったが。


    　勇者と戦う以外にも、魔王軍はいろいろとすることは多いのだ。もちろんエルブランコも四天王の雑用やウニベルへの研修で日々忙しくしている。


    「ゴルディアス様のおっしゃる通りです。無理して選抜軍になっても、ない袖は振れません。今はじっくりと我わが魔王軍内の態勢を立て直し、次回以降に備えるべきでございます」


    　ロホとしても選抜軍に立候補しない選択はポジティブなものだったのだろう。


    「それで、今回の勇者ですが、いよいよ今週中には冒険を開始するようで、選抜軍のテリブレ軍との戦いが始まるそうです。みなさんも報道などをご覧になられていると思われますが、なかなか優秀な勇者ではありませんか」


    　勇者が現れると、その冒険はマスコミによって全世界に報道される。


    　勇者対魔王軍の戦いはもはや世界最大のエンターテインメントとして一大コンテンツ化されていた。ついに今週にも勇者が冒険に出るとのことで、いよいよ報道も本格化してきた。


    「この勇者、人間界では有数の大企業の御おん曹ぞう司しらしいじゃない。金遣いも派手で、確かに見栄えはいいわね」


    　頬ほお杖づえをつきながら、アマリージョが資料をめくっている。


    「それにイケメンですねぇ。前回の勇者とは大違いです！」


    　ウニベルがここぞとばかりに話に加わってくる。ウニベルにとっては勇者のステータスよりも顔面偏差値のほうが重要らしい。


    「ほんと、前回の勇者には苦労したわね。武器はこん棒、魔法は使えない、それに貧乏。なんで私たちが選抜軍のときだけあんなハズレ勇者だったのかしら」


    「こればかりは博ばく打ちみたいなものじゃからな。まあ、終わったことじゃ」


    　アマリージョとロホが前回戦った勇者のことを思い出している。愚ぐ痴ちではあったが、不満は言葉だけでアマリージョの表情は明るい。


    「今回の勇者もこん棒買ったらどうします？　私たちに関係ないなら勇者はバカな方が見ている分には楽しめますし。バカのイケメンって、愛あい嬌きようあってなんだか憎めないですもんね」


    　ウニベルは完全に他人事モードだ。お前のイケメン論はどうでもいい。


    　確かに勇者と魔王軍の戦いは全世界に中継され、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくはモンスターだけでなく人間たちも知ることができる。前回はあまりにも勇者がダメすぎたせいで、多少の報道規制が入ったが、それは例外中の例外だ。


    「選抜軍に選ばれなかった魔王軍は、この勇者戦の間は下へ手たな行動ができないからね。勇者と選抜軍の戦いを見て、今後の活動にきっちりフィードバックしていかなくちゃね」


    　魔王が言う通り、他の魔王軍がどう勇者と戦っていくかは学ぶことも多い。


    　今回の勇者リコは、武道の心得もある二十歳の若者だそうだ。


    　加えて大企業の御曹司らしく、スポンサーの集め具合や、冒険につぎ込む資金の額も桁けた外はずれであった。勇者のおかげで世界に莫ばく大だいな金が回り、経済が潤うるおったようなものだ。どうやら協会もホクホクらしい。


    「しかしこの勇者、冒険の準備にずいぶん時間がかかっているようだな」


    　アスールが続けて苦言を呈する。


    　今はすっかり正常なようで、意見も的外れではなく、エルブランコもほっとしている。呪のろいモードに入ったら、こうはいかない。もしや数じゆ珠ずの効果があったのかと考えたが、そんなわけはない。


    「自分の会社の社員を偵察に出したり、冒険ルートをショートカットするために川に橋を建設したりしてるみたいですね。金も人材も使い放題で羨うらやましい限りです。今回の勇者は魔王軍が育てるという要素は薄そうですね」


    　エルブランコが先日読んだ雑誌の勇者について書かれていた記事を思い出して発言した。


    　隣のウニベルは今のところ黙って議事録をとっている。静かにしているので逆に心配になってしまうエルブランコ。もう生きつ粋すいの心配性スキル持ちである。


    「報道からしか情報は得られないが、選抜のテリブレ軍のほうも動きが鈍いようじゃな。勇者の冒険ルートへのモンスター配備もまだ行っていないようじゃ」


    　勇者に適正レベルのモンスターをぶつけて、勇者のレベルを上げて成長させていくのも選抜軍の仕事である。ロホはその動きが鈍いことを指し摘てきしている。


    「あそこは昔から腕力にものを言わせてきたならず者の魔王軍だ。まさか正規ルートでコンペを受けて選抜軍に立候補してくるとは思わなかったし、協会もテリブレ軍を選ぶとは信じられんかったぞ。テリブレなら本来のモンスターの役割を無視して勇者を殺しにかかってもおかしくないからな」


    「ありえる話ね。勇者法で非人道的な行動が禁止されてから多少は大人しくなったみたいだけど、それまではやりたい放題よ。テリブレ軍が通ったあとにはペンペン草も生えないってね。すべてを殺し、すべてを強奪する。そうやって彼らは名を上げてきた」


    　アスールとアマリージョの会話を聞くだけで、恐ろしい魔王軍であることはよく分かる。


    　万が一どこかですれ違っても決して目を合わさないでおこうと、心に誓うエルブランコであった。


    「ウニベル、そういえばお前、テリブレ軍の入軍試験も受けたって言ってたよな？」


    「ふあ？　そうですよ。落ちちゃいましたけどね。あそこの魔法使いの制服が超かわいいんです。お洒しや落れに無む頓とん着ちやくな先輩には分からないかもしれませんけど」


    　誰がお洒落に無頓着だ、と反論しそうになったがエルブランコはあらためて自分の白いスーツに視線を落とす。まさか、ダサいと思われているのか……？


    　エルブランコは急に自身のファッションセンスに不安がよぎりだした。


    「あそこは人材も使い捨てよ。戦略なんかもあったもんじゃない。勝つまで攻める、負けるまで攻める。死ぬまで攻める。確か新人の三年以内の離職率は魔王軍の中でもトップクラスだったはずよ。辞めるというか、ほとんどが死亡による離職ね」


    　アマリージョがテリブレ軍について補足する。なんとも危なっかしい魔王軍である。ウニベルも制服につられて入らなくてよかったね。


    「どこもかしこもブラックですねー。でも選抜軍に選ばれるくらいだから、今は真ま面じ目めにやってるんですね」


    　魔王軍の真面目というのはどういうことを指すのかいまいちイメージしにくいが、勇者法に則のつとった行動規範を遵じゆん守しゆしている、ということだろう。


    「勇者法というか協会がどんどん力を持ち始めたからな。表面上は真面目にやらざるを得ない。この前の戦いで分かっただろ」


    　エルブランコは、ウニベルに指し摘てきする。


    　勇者法とは協会がこの世界を作った神に変わり、ルールを定めた法律のようなものである。モンスターも人間も、この勇者法という法律に縛しばられて生きているのだ。


    「協会から無理難題ばかり押しつけられましたからね。さすがの私も疲れましたよ」


    　ウニベルの上から目線は置いておいて。


    　実際、国際勇者協会は勇者と魔王軍の戦いをコントロールする役割があり、その分権力を握っている。魔王軍側も逆らうに逆らえない事情があり、その対応には苦労させられるのだ。


    「テリブレ軍が今後どのような勇者育成計画を立てているのかは知りませんが、町から出てきた勇者をすぐに殺してしまう可能性も否定はできません」


    　ロホも同じ意見らしく、テリブレ軍が勇者を殺す可能性を示し唆さする。


    　いきなり町から出てきた勇者を殺すというのか？


    「そんなことして、テリブレ軍にメリットがあるとは思えませんが？」


    　エルブランコも、テリブレ軍が極悪集団とは聞いているが、さすがに真正面から協会に唾つばを吐くとは信じられなかった。


    「あいつらにわしらの常識は通用せん。勇者を殺し、協会に弓引くことで、かつてのモンスター至上主義の世界を取り戻そうとしておるのかもしれん」


    　ロホの想像は、エルブランコのそれを遥はるかに飛躍した。ロホが言うと説得力が溢あふれ、現実に起こりそうに思えてくるから不思議である。


    「さすがにそれは考えすぎじゃないの、ロホ博士？　そんなことしたら世界は混こん沌とんに陥おちいるわ」


    　アマリージョも深刻な顔で反応した。


    「わしも本気で言うておるわけではないわ、アマリージョよ。最悪の想定をしておくことは、決してネガティブなことではないわい。しかし、選抜軍ではない我々はこの戦いを見届けることしかできん。この勇者戦が春の珍事にならないように願うばかりじゃ」


    　ロホがまとめにかかり、特に異論も出なかった。


    　エルブランコも四天王たちが言うことから、テリブレ軍の恐ろしさをあらためて再確認させられた。


    「じゃあ、次の議題に入ろうか。今度は経営面での議題」


    　魔王の言葉に、一斉に資料を捲る音が響き渡る。


    「新アイテムの特許取得状況について。これは、アマリージョからかの？」


    「いえ、私から報告させていただきます」


    　ロホの言葉にエルブランコが立ち上がる。


    　隣でウニベルが呑のん気きに「ファイト！」と拳こぶしを握っている。


    　アイテム開発の責任者であるアマリージョマターの案件にもかかわらず、彼女は微動だにしない。ちょっとくらいは助けてくれても、とは思うが仕方ない。


    「先日アマリージョ様と協会へ新アイテムの特許の申請に行ってまいりました。新アイテムというのは、資料にもありますように結晶玉シリーズの新作になります」


    　資料もエルブランコが土日を費やしてこの幹部会議用に作成したものである。


    「ご存じの通り、結晶玉とはガラスの球体の中に魔法を閉じ込め、これを投げつけることにより魔法と同等の効果が得られる攻撃用消費アイテムです。今回アマリージョ様のもと、研究開発部でこれの新型の開発に成功しました」


    　資料には従来の結晶玉と、今回開発に成功した新型の比較資料を併記していた。皆がその資料に目を落としているようだ。


    「従来の結晶玉の問題点はいくつかございました。まずは大きさ。ガラス球を使っているため、魔法を閉じ込めるにはある程度の大きさが必要でした。人間の手のひらにちょうど載るサイズですね。実際の使用者からは、やはり大きすぎて持ち運びに難があるという意見が多く寄せられました」


    　一般使用者の意見を集約し、特筆すべきものを抜粋して資料に載せておいた。


    『消費アイテムにもかかわらずこの大きさではバッグに何個も入らなくて不便（二十代・勇者）』


    『ポケットに入らないので咄とつ嗟さのときにすぐ出せない（年齢不詳・モンスター）』


    『大きすぎて投げにくい。女性の手には大きすぎる（二十代・女戦士）』


    　四天王たちもなるほどという顔をして資料に見入っている。


    　炎や水、風など魔法の種類の数だけ結晶玉の種類があるため、数を持ち歩けないというのは消費アイテムとしては致命的であった。


    「もうひとつ、意見が多かったのはやはり威力の問題です。結晶玉は投げつけてガラス玉が割れることにより、魔法が発動されます。投げて割れるちょうどいい強度が必要なのです。しかし強力な魔法を閉じ込めるにはガラス玉の強度を上げなくてはならず、それでは投げても割れないという問題が浮上します」


    　再び資料に目を落とす。


    『初級魔法用の結晶玉しかないので、結局冒険序盤にしか使えない（十代・勇者）』


    『回復魔法の結晶玉もあると便利だと思います。技術的に無理なのでしょうか？（二十代・格闘家）』


    「昔バカな魔王軍が強力魔法を閉じ込めたと言ってスイカより大きい結晶玉を売り出したことがあったな。当然まったく売れんかったみたいだがな」


    　アスールが大体の大きさを手で示して見せ。エルブランコは先を続ける。


    「無理やり小さなガラス玉に強力な魔法を閉じ込めたものもないことはなかったんですが、持ち運んでいる際に割れてケガをしてしまうという事故が多発し、販売中止になった例もあります」


    　そういった諸々の事情があり、ここ数十年間は現在の大きさの結晶玉が普及していた。


    「そのような問題を解決すべく、今回我々が開発に成功したのは小型結晶玉シリーズです。サイズは従来の１／２（当軍比）に抑え、さらに強力な魔法を閉じ込める技術も開発しました。こちらです」


    　エルブランコはそう言うと、机の上に試作品の小型結晶玉を取り出し、皆に配った。研究開発部から取り寄せたものだ。


    　受け取った四天王たちは手の上で転がしたり、光にかざして覗のぞき込んだりしている。ウニベルは二つ手に取ってカチンカチンとぶつけて遊んでいる。


    「確かに、小さいですな。これならバッグにも収納しやすいのう」


    　ロホが親指と人差し指で挟みながら、新型結晶玉を眺めている。アスールは軽く握りしめながら、強度を確認しているようだ。


    「で、これに強力な魔法を閉じ込める技術、とは？　そこが重要じゃぞ。無理に強力な魔法を入れて割れてしまったのでは元も子もない」


    　ロホが話の先を催さい促そくする。


    「はい。これはアマリージョ様が編み出したコンプレッションという魔法を使います。コンプレッションとは、魔法を圧縮するための魔法です」


    　ちらとアマリージョに視線を送る。


    　まだ深く考え事をしているようで、エルブランコの話などまったく聞いていないようにも見える。この議題になってからアマリージョは一切口を開かなくなってしまった。


    　仕方なくエルブランコが先を続ける。


    「魔法というものは、その強さによってオーラも比例して大きくなるのが通常です。オーラにも体積があるのです。これが大きすぎて結晶玉に閉じ込めることができないというのが、これまでの失敗例でした。そこでこのコンプレッションという魔法でそのオーラ自体を圧縮して小さくしてしまおうというのが、今回の新型結晶玉のコンセプトです」


    「あ！」


    　エルブランコが必死で説明している矢先、ウニベルが大きな声をあげたと思うと「パリン」と床で何かが割れる音がした。


    「あ、すいません。割っちゃいました」


    　小型結晶玉のサンプルで遊んでいたウニベルが、床に落っことして割ってしまったらしい。ペロっと舌を出しながら、床にしゃがみ込んで割れた結晶玉を拾い集めている。


    「割れたから言うわけじゃないけど、安全性は大丈夫なの？　そんな上級魔法が入っているとなると、今みたいにうっかり割れちゃったらケガじゃすまないよ」


    　魔王が指し摘てきしてくる。


    　エルブランコも安全性を説明しようとしていたところでウニベルが割ってしまったのでどうにも説明に困ってしまう。本当に余計なことをしてくれた。


    「これ、超強力魔法が入ってたら、会議室がぶっ飛んでましたね！　危ない危ない。先輩も気をつけてください」


    　危ない危ないじゃないよ、まったく。


    「今お配りしたものは大きさを示すだけのサンプルですので、製品はこのように簡単には割れませんので、ご心配なさらずに」


    　エルブランコは慌あわてて補足を入れる。


    　確かに魔王が指摘するように、これまでならバッグの中で割れてしまっても魔法がファイアボール級なら軽い火傷やけどですんだ。しかしテラファイアレベルが暴発するとなると、並の人間ならば一瞬で黒焦げで骨も残らない。


    「製品版に向けては安全検査を行い、従来品と同等の強度レベルを維持できるようにします。もちろん外部の専門業者にも検査を依頼し、安全基準の規格を取得する予定です」


    　この安全検査は今も開発部が行っていることだろう。


    「さらに、複数個ご購入いただいたお客様には特別に専用のバッグもおつけする予定です。万が一、気に入らなかった場合は二週間以内なら返品を受け付けます」


    　エルブランコはその購入特典であるバッグを取り出した。


    「色はブラックとレッドの二色をご用意しております」


    　革でできたバッグには、この新型結晶玉が合計六つ入れられようになっている。


    「わ、お洒しや落れですね！　この内側のポケットには薬草なんかも入れられそうで便利そうですよ！　女性は荷物が多くなりがちなんで、収納ポケットが多いほうが助かるんですよ！」


    　結晶玉を割ってしまって少し反省したのか、頼んでもいないのに専用バッグをずいぶんとうまくアピールするウニベル。こういう才能があったのか、こいつは。


    「それに見てください、ショルダーにも手提げにもなる２ウェイタイプ！　これなら女性でも持ち運びやすいですね！　これが無料でついてくるんですか？　超お得！」


    　ウニベルはショルダータイプにして、実際に肩にかけている。


    　なんだか商品紹介が胡う散さん臭くさくなってきたが、仕方あるまい。


    「ええ、まあ、ウニベルの言う通りです。この専用バッグのほかに、大事な鍵かぎなんかを入れられる巾きん着ちやく袋と、洞どう窟くつ探索で役立つ小型ヘッドライトを初回注文特典として考えております。付加価値をつけて顧客満足度を上げる戦略をとっていくつもりです」


    　エルブランコはなんとか新型結晶玉の説明を終えた。


    　ウニベルが割ってしまったときは冷や汗が出たが、ウニベルのサクラに助けられた形になった。あとで褒ほめてやろう。


    「なるほど。これならばオーラが大きかった回復系の魔法も閉じ込めることができるかもしれませんな。そうなると医療的な価値も上がって重宝されることじゃろう。これが特許を取れればでかいのう」


    　さすがのロホ博士。長い髭ひげをさすりながら、すでに応用的な利用価値にまで考えが向いているようだ。


    　回復魔法はオーラが大きく、これまでは結晶玉は作られていなかった。


    　勇者の冒険だけではなく、医療分野にまで活用できると社会への貢献度も半はん端ぱない。魔王軍が社会貢献とか考えるのも変な話だが。


    「でも残念ですよねー。あんなことになっちゃって、特許取れそうにないですもんねー」


    　机の上で結晶玉をバッグに詰めながら、ウニベルが呟つぶやいた。


    　ちょっと見直したと思ったら、すかさず爆弾を放り込んできやがった。


    「取れそうにないとは、どういうことだ？」


    　いち早く突っ込んだのはアスール。発言したウニベルにではなく、さっきからだんまりのアマリージョに対してだ。


    「あの、アスール大帝。取れないわけではございません。こらウニベル、適当なことを言うな！」


    　エルブランコが慌あわててウニベルの発言をもみ消そうとする。


    　どうしてこいつは無む闇やみに場を混こん沌とんへと導く発言をするのだ。このへんの空気の読み方こそ真っ先に成長してほしい部分である。


    「この前はたまたま協会の担当者が不在で、申請ができなかったのです。再度出直しますので、そのときはきちんと特許の申請ができると思います」


    　実際は担当者が不在で、代わりに出てきた責任者をアマリージョが罵ば倒とうしてしまったのであった。


    　なるべくその部分は濁したが、エルブランコもこのアイテムで特許を取るのは絶望的ではないかと、内心では思っていた。だって責任者に対してデブとか言っちゃダメ、絶対。


    「今回の新型結晶玉にはすでに開発費が相当かかっておる。もちろん特許を取得して製品化までを見込んでの投資じゃ。もしこの企画が特許も取れずポシャってしまったなら、とてもじゃないが資金は回収できん。来年度予算にも大きく響いてくるでの。分かっておるのか、アマリージョよ？」


    　エルブランコの歯切れの悪い発言と、黙り込むアマリージョに、何か感づいてしまったのであろうか、ロホが釘を刺してきた。


    「……分かってるわよ。なんとしても、特許は通して見せるわ」


    　アマリージョにいつもの勢いがないことは、誰の目にも明らかではあった。


    「そうなってほしいものじゃの。では、他に何かありませんかの？」


    　ロホが魔王、そしてアスールに目配せする。


    　さっきまで正常化と思われていたアスールが、今は天井を見上げたまま、口をパクパクさせていた。もしや呪のろいの効果が再び現れようとしているのか？　ちょっと呪いモードに入る頻度が短くなってきているような気がする。


    「ア、アスール大帝もそろそろやばそうだから、ちょっと早いけど、このへんで会議を閉めよか？」


    　魔王はアスールが再び暴れださないうちにと、会議の終了を宣言した。


    「博士、最後に大帝の呪いをスペルノンの魔法で解いてあげて、お願い」


    「……世話のかかる奴じゃわい」


    　非常にしまりの悪い会議の幕引きであった。
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    　魔王と四天王が退出され、エルブランコとウニベルが片付けのために会議室に残っていた。


    「お前なあ、ちょっと褒ほめてやろうと思っていたのに、特許が取れないなんて余計なことを言うんじゃない！　あれでアマリージョ様の立場が悪くなっただろ」


    　さっき結晶玉を割ってしまった床をほうきで掃いているウニベルに、指導というか注意を与えるエルブランコ。


    「だって本当のことじゃないですかぁ。それより先に褒めてくださいよ。なになに？　何を褒めてくれるんですか？　ワクワク」


    　まったくこたえていないウニベルに、エルブランコは長いため息。どっと疲れが襲おそってきた。


    「それにしても、アイテムも特許なんか取らずに、勝手に作って闇市とかで売っちゃえばいいんですよ。ちゃんと協会の決めたルールに従ううちの魔王軍も真ま面じ目めというかなんというか」


    　協会が定めたアイテム流通のルールに文句を言うウニベル。


    「なかにはそういう特許を取っていない闇アイテムもあるが、やっぱり粗悪品が多いんだよ。それにみんなが好き勝手にアイテムを売りだしたら流通面とかで混乱する恐れがある。それを協会が一括で管理しているのは、そう悪いことばかりじゃない」


    　闇アイテムといえば、さっきのアスール大帝が魔女の行商から買ったという怪しげな数じゆ珠ず。最後も呪いの症状が現れかけていたし、やはり闇アイテムには手を出すべきではないと、エルブランコは反面教師にする。


    「そんなもんですかねー。私なんか安けりゃいいと思いますけどね。今の若者はお金にシビアなんですよ」


    　ウニベルとエルブランコはそう年齢が離れているわけではないが、こういった協会や神に対する考え方の違いは衝突しがちである。若い世代のほうがいわゆる「世界のルール」に懐かい疑ぎ的てきであるが、すんなり受け入れているエルブランコはもう年を取りすぎたということなのだろうか。


    「安くてもすぐ壊れたり効果がなかったら、ただの無駄遣いになるだろ。お前は管理とか強制されることを嫌がるけどな、それによって享受できることもあるんだぞ。片方だけを見て他方を批判するのは視野が狭いモンスターのやることだぞ」


    「なんか私が分からんちんみたいじゃないですか。協会に管理される利点ってなんなんですか？」


    　ちょっとカチンときたのか、ウニベルは挑戦的にエルブランコに対抗してくる。


    「協会が一括して審査することにより、アイテムの性能や価格、供給量などが客観的に比較され、よりよいものが生まれることになる。一度特許を取ってしまえば、消費アイテムの場合十年間は独占して販売できる。お前が考えているより特許というものは重要なシステムなんだよ」


    　薬草にしても、どこの町の道具屋へ行っても「薬草」という一種類の商品しか売られていない。これは国際勇者協会がアイテムを特許のもとに一種類だけに管理しているからだ。


    「薬草なんてどれでも一緒でしょ？　美お味いしい薬草なんか見たことないですし。結局賄わい賂ろとか癒ゆ着ちやくとかで審査が左右されてそうですけどね」


    　ウニベルにとってすでに協会とはブラックな団体という認識が強いみたいだ。モンスターからすれば、それは当然かもしれないが。


    「まあ、そこは申請書類の出来や、原産地、メーカーの実績とかが考慮されるんだよ。それに今回うちが申請する結晶玉は品質的に負けるわけがないのは今日の会議で分かっただろ。今年は今売られている結晶玉の特許が切れるので、これを逃のがすとまた十年待たなきゃならないんだぞ」


    　これらの既存のアイテムは特許有効年数が定められており、期限が切れると再度特許の申請が受け付けられる。消費アイテムの場合、十年が見直しの周期になる。


    「そんな大事な特許なのに、アマリージョ様は迂う闊かつすぎますよね。デブとかブタとかブサイクとか、さすがに言いすぎですよ」


    　ブサイクとまで言ってたっけ？　エルブランコはあまり思い出したくない協会での出来事を振り返る。


    「とにかく、アマリージョ様がおっしゃっていた通り、なんとかするしかないんだけど……。なんとかなるのかなぁ？」


    　さすがにエルブランコも心配になる。


    　もし特許が取れなかったら、ロホ博士が言っていた通り、開発費用が回収できないまま、魔王軍の予算を圧迫することになる。


    　このままでは食堂のランチのおかずがさらに一品減り、魔王城の空調の温度設定が高くなり、経費も落としにくくなるかもしれない。エルブランコたちへの影響も計り知れない。


    　しかし、協会でのあの大立ち回りで状況がかなり不利なものになってしまったのは事実だ。責任者をデブ呼ばわりし、心証がかなり悪くなったに違いない。再訪問するときに書類を無事受け取ってくれればいいのだが、その保証はない。


    　会議ではロホにプレッシャーをかけられ、責任者として言葉に詰まっていたアマリージョだったが、そんな状況に変化が訪れたのは、翌日のことであった。


    



    　春にしては少し気温が高くなってきた午後。


    　早めのランチを終えて城の中庭に出ると、太陽の光が恋しくなったのであろうか、研究室で働く内勤班のモンスターたちが珍しくたむろしていた。


    　ゴルディアス城の中庭には魔王が始めたガーデニングが、冬にはなかった色とりどりの花を咲かせ始めていた。華やかな花の色で季節の到来を気付かせてくれるとは、なんとも贅沢な気分になる。


    　今朝のニュースでは今日中にも勇者リコとテリブレ軍が戦いを始めると報道されていた。


    　世間は勇者フィーバーで沸わいているが、ゴルディアス軍のモンスターはいつも通り春を楽しんでいる。なんとも平和なことだ。


    　もう少し中庭でゆっくりしようと思っていた矢先のことである。


    「せんぱ────い！　アマリージョ様が呼んでますよ───！」


    　どこからか聞こえるウニベルの絶叫に、ずずいっと現実に戻された。


    　エルブランコが見上げると、二階の研修室の窓からウニベルが体を乗り出して、叫んでいた。


    　まわりの内勤班のモンスターたちから一斉に注目を浴びたエルブランコは、恥ずかしそうに中庭を出、ウニベルと合流してアマリージョのもとへ急いだ。


    　城の西にある魔法塔の最上階がアマリージョの部屋である。


    　受付で面会の意思を伝え、アマリージョに連絡を取ってもらう。エルブランコとウニベルはエレベエタと呼ばれる魔法で動く自動昇降機に乗って最上階を目指した。


    「失礼します」


    　一礼してアマリージョの部屋に入ると、彼女はソファに座りながら、水晶玉を眺めていた。ずっと何か考え事をしているようだ。


    「エルブランコ。ちょっとあなたの意見を聞きたいんだけど」


    　あらたまってエルブランコの意見を聞こうだなんて今までになかったことだ。


    　基本的に他人の意見を聞かないアマリージョであるが、やはりテンションが低く、精神的に弱っているのかもしれない。


    　いつだって自分に非はないという振る舞いをしてきたアマリージョも、今回の特許の件については、やはり反省しているように見える。


    「はい、私でよければ」


    　ソファの脇に立ち、エルブランコが恭うやうやしく頭を下げた。


    　自分の意見を聞いてもらえるなど、信頼されているようで、そこはかとない自信が芽め生ばえてくる。


    　そうか、ウニベルも議事録を任されてこんな気持ちだったのか。信頼っていい言葉ですね。


    「どう考えても、悪いのはあっちよね？」


    　エルブランコが信頼の温かさに感動しているところに、アマリージョがその空気を切り裂くように言い放った。


    「は？」


    「は、じゃないわよ。あの協会のデブのことよ。私が下した手でに出たと思ったら調子に乗ってきやがって」


    　いつ下手に出られたんでしょうか？　とは口が裂けても尋ねられない。エルブランコの記憶が正しければ、最初に暴言を放ったのはアマリージョだ。


    「あのデブを始末すればすべて解決よ。そう思うでしょ、エルブランコ？」


    　どう考えてもケンカを売ったのはアマリージョのほうだ。なのにデブを始末する？


    　エルブランコはアマリージョが何を言っているのか分からないまま、立ち尽くした。


    　するとアマリージョはおもむろに立ち上がり、蛇が巻きついているデザインのおどろおどろしい杖つえを掲かかげて魔法を唱えようとしている。


    「いやいやいや、アマリージョ様。お待ちください！」


    「黙ってなさい、エルブランコ。やっぱりどう考えても悪いのはあのデブよ。私の落ち度なんてひとつもないじゃない。それにロホの、まるで特許が取れなかったときは私をスケープゴートにするみたいな言い方、なんなのよあれ！　いちいち反省してるふりも疲れたわ」


    　ここ最近のしゅんとした態度は、反省しているふりだったんですか？


    　アマリージョは杖を天井に掲げると、杖の先がどす黒いオーラに包まれた。


    「ちょっとお待ちください！　何をなさるおつもりですか！」


    　エルブランコが両手を伸ばして必死で止めようとする。


    　眠たそうだったウニベルは怒ど濤とうの展開にパッチリ覚醒したようで、これから起ころうとしていることに目を輝かせている。


    「あのデブをここに転送するのよ。この前、帰り際に私の血をあいつに飛ばしておいたの。もうあのデブは私の意のままに操あやつれるわ。とりあえずこの世の地獄をたっぷりと味わわせて、私を舐なめたことを後悔させてやる。死や絶望よりももっと恐ろしいことがあると気付く初めての人間になるかもね」


    　アマリージョが世にも恐ろしいことを言いだしている。


    　あの責任者に血をつけておいたって、最初から復ふく讐しゆうする気満々だったのか。


    「さ、さすがに協会の責任者を始末してしまっては、こちらの立場というものがございません！　ど、どうかデブを嬲なぶるのは、しばしお待ちを！」


    　エルブランコの言葉ごときでは、アマリージョの魔法詠えい唱しようの声は止まらない。


    「あなた、デブの抹殺には反対なの？　私の意見に異を唱えるわけ？　いつから私に意見できるほど偉くなったのかしら？　いい度胸ね」


    　部下の意見を聞くためにここに呼んだんでしょう？　とは口が裂けても言えないが、もはや無む茶ちや苦く茶ちやである。


    「す、すみません、決してそういうわけではございませんが、デブにもデブの人生がありまして……」


    「はっきり言いなさいよ。あなたはあのデブの味方なわけね？」


    「いやぁ、味方ということではなく、今回に限っては寛大なお心でデブをご容よう赦しやいただければと……」


    　今のアマリージョには何を言っても跳ね返されてしまう。


    　ああ、デブよ、安らかに。と、エルブランコが諦あきらめかけたとき。


    「ジリリリリ」


    　なんとテレフォネが鳴り響いた。


    　いつもタイミングが悪いときにしか鳴らないと思っていたテレフォネがまさかの助け舟になった瞬間であった。エルブランコはこの甲かん高だかい音に感謝で胸いっぱい。


    「私が出まーす」


    　興を削がれたと、アマリージョは舌打ちをして杖つえを下ろした。


    　なんとか時間稼ぎはできそうである。今のうちにデブ救済の案を考えねば。このままだとアマリージョはマジでやりかねない。


    「わしじゃ。緊急会議を行う」


    　テレフォネから飛び出してきた声はロホ博士だった。なんと、これから緊急会議を行うという。最高のタイミング、ロホ博士ありがとうございます！


    「もう、タイミングが悪いわね。デブを召喚するのはあとにしましょう。私の留守中にここに監禁しておくのは衛生面から見ても汚らわしいからね」


    「ははー、ありがとうございます！」


    　なぜあの責任者を助けるために自分が頭を下げねばならぬのか。エルブランコの謝り癖ぐせはもう直りそうにない。


    　ウニベルはデブが転送されなくなってどこか残念そうに首を傾かしげた。何を期待してたんだ、こいつは。


    「じゃあ、先に行くわよ」


    　アマリージョは自分だけワープの魔法でその場からさっさと会議室に飛んでいってしまった。


    「私もワープで行こうかなーっと」


    　ついでにウニベルもわざとらしく、大きなハートがついているピンクのけばけばしい杖つえを取り出す。


    　ちなみにエルブランコはワープが使えないので、走って会議室のある北塔最上階まで向かわねばならない。


    「じゃあ、先行ってますね。ワ─────プ！」


    　ウニベルの腹から絞り出した大声の詠えい唱しようを聞き届け、エルブランコはひとりエレベエタで魔法塔を降りた。


    　なんとかデブの命を救うことはできたが、エルブランコは自身の仕事のベクトルがどこに向いているのかよく分からなくなりそうであった。


    



    「プルプラ殿が来られるとのことですじゃ」


    「プ、プルプラ殿が？」


    　ロホが緊急会議の趣旨説明の中でプルプラの名を出したとき、会議室まで全力疾走してきてまだ肩で息をしていたエルブランコがつい反応してしまった。


    「あ、先輩なんか声が上ずった！」


    「走ってきて息が切れてるだけだ！　他意はない！」


    　ウニベルに茶化されたように感じたエルブランコは冷静を装う。


    　プルプラとは前回の勇者戦でこのゴルディアス城へ国際勇者協会から監査役として派遣されてきた人間の女性である。見た目だけはエルブランコと同世代で、すったもんだの末、今や協会の最年少理事に出世したやり手であった。


    「あの女が何しに来るっていうのよ？」


    　アマリージョの表情が一瞬曇った。


    　おそらくエルブランコがプルプラの名に反応してしまったことと理由は同じであろう。あの協会でのケンカを聞きつけ、それを咎とがめにくるのではないかと予想したのだ。


    　あの協会でデブとケンカしたことは魔王をはじめ、他の四天王にも報告していない事案だったので、動揺しても無理もない。


    　エルブランコはあの協会での出来事が魔王やロホにバレてしまうかもしれないと、気が気ではなくなってきた。エルブランコ自身は何も悪いところがないのだが、なぜか気持ちだけは焦あせってしまう。


    「さあの。わしも聞きたいわい。選抜軍でもないゴルディアス軍にわざわざ来るとは、相当な理由かもしれんな」


    　ロホ博士も皆目見当がつかないというふうを装うが、どこかで今回の特許の件を疑っているのかもしれない。


    　それはアマリージョから厳しい視線を外さないロホを見ると、そう思えてしまう。


    「火急の用件でもあるのかもね。まあ僕たちは何も悪いことをしてないんだし、気楽に待とうよ」


    　魔王は何も気付いていないのだろうか。それともあえて場を和ませる空気を作っているのか、エルブランコには判断がつかなかった。


    　魔王や四天王たちが様々な思いを抱いだきつつ、プルプラを待とうとしていた矢先。


    「ガハハハハ！」


    　その緊張感ある空気をぶち壊すように、会議室内に豪快な笑い声が響いた。


    　アスール大帝が鎖くさりで自分の首を締め上げながら、白目で大笑いしていた。


    　エルブランコは思わず上司の突然の奇行に目を逸そらす。やはりあの数じゆ珠ずに呪のろいを解く効果はなかったみたいだ。


    「ほんとこのバカ、どうなってんの！　完全に壊れてるじゃないのよ！　そのまま窒息して死になさい！」


    「まあまあアマリージョ。ロホ博士、プルプラさんが来る前になんとかしてあげて」


    　憤いきどおるアマリージョを抑えつつ、魔王はロホの解呪の魔法を促す。


    「こんな奴のために毎回ＭＰを消費するのももったいなく感じてきましたわい。……スペルノン！」


    　ロホが放った魔法でアスールはガクンと首を落とし、しばらくすると正気に戻ったように目を瞬しばたたかせた。


    「うむ、どうしたんじゃ？」


    　やはり呪いの症状が出ていた間のことは記憶にないらしい。何事もなかったかのように様子を窺うかがうアスール。


    「もういいわよ！　黙ってなさい！」


    　アマリージョの檄げきが飛ぶ。


    　アスールも自分の身に起こった事態をなんとなく理解したらしく黙り込み、そのまま無言でプルプラが来るのを待ったのだった。


    　静まり返った会議室でエルブランコも居い心ごこ地ちが悪くなってきた頃、ようやく協会の飛空艇ていがゴルディアス城のフライポートに着陸した。


    　プルプラも慣れたもので、一直線に会議室にやってきた。


    「お久しぶりです、プルプラさん」


    　魔王が立ち上がり、出迎える。


    「お時間を取っていただき、ありがとうございます。自己紹介は、よろしいですね」


    　ざっと会議室内を見渡したプルプラは、ここにいる全員が知った顔ということを把握して自己紹介を省略した。


    「どうぞ」


    　エルブランコが椅い子すを引いて、プルプラを促す。その手には緊張からか、じっとりと汗が滲にじんでいた。


    　プルプラは前回ここへ監査役としてやってきたときと同じようなパンツスーツ姿であった。スーツの襟元に国際勇者協会のバッジが光っているのは、理事になったからであろう。メイクバッチリの切れ長の目で、一言で表すならクールビューティー。


    「相変わらず、かっこいいですよね」


    　ウニベルが小声で囁ささやきかけてきた。ウニベルはプルプラに対してなぜか好意的で、年上のお姉さんという憧あこがれの存在らしい。


    　エルブランコはウニベルのお気楽発言には構わず、プルプラの言動から目が離せなくなっていた。あの協会での大立ち回りをばらされたら何と言い訳しようか、そのことしか考えられない。


    　一方で当人であるアマリージョは、緊張で汗ばむエルブランコとは違い、一気に切り込もうとする。


    　アマリージョとプルプラは前回の勇者戦のときから何かと意見が衝突していて、馬が合わないことはここにいる誰もが知っていた。


    「わざわざこんなところまで来るとは、どういったご用件かしら？　私たちも大事な仕事を中断してここに集まっているのよ。暇ひまな協会の理事さんとは違うんだけど」


    　ちなみにアマリージョが中断した大事な仕事とは、協会の責任者を召喚して屠ほふろうとしていたことである。マジであのとき止めておいてよかったと、エルブランコは自らの行動を褒ほめてやる。


    「お集まりいただいたことについては、お礼申し上げます。しかし、無理にお話を聞いていただく必要はございませんので、どうかご自分のお仕事を優先していただいて結構です。アマリージョさんも、どうぞ、大事なお仕事にお戻りください」


    　これはプルプラに一本取られた。


    　訪問理由を一番気にしているアマリージョが、こう言われて退席するわけにもいかなくなった。


    　このいけ好かないプルプラに、魔王の前で協会での失態を告発されたら、アマリージョの立場がなくなる。


    「それでプルプラ殿、ゆっくりと昔話に花を咲かせに来たわけでもなかろう。さっそく本題に入ってもらえんか」


    　ロホも待てないとばかりにプルプラを急せかす。


    　エルブランコはもはや万事休すかと、目を閉じた。


    　あの件をばらされたら、アマリージョをかばうべきだろうか？


    　今こそアスール大帝に呪のろいモードに入ってもらって暴れてもらいたいという不謹慎な考えが脳裏をよぎったが、大帝はスペルノンの魔法がバッチリ効いているのか、いかにもという顔をして座っていた。役に立たな……、いや、なんでもない。


    「はい。実は、テリブレ魔王軍のことです」


    「テリブレ？」


    　軽く震ふるえ始めていたエルブランコが素すっ頓とん狂きような声を出した。それはあまりにも予想だにしなかった単語を聞いたからであった。


    「選抜軍のテリブレ軍のことですか？　はてさて、我々ゴルディアス軍にどのような関係がおありと申される？」


    　ロホはアマリージョを一いち瞥べつし、続けてプルプラに視線を向けた。


    　アマリージョも、一瞬目を丸くして驚きを隠せないようであったが、すぐに眉まゆ毛げをつり上げて戦闘モードに戻った。


    「ええ、今回の勇者リコと戦う選抜軍のテリブレ軍のことです。その件についてお願いしたいことがございます」


    　確かにプルプラとゴルディアス軍は知らない間柄ではない。
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    　前回の勇者戦でゴルディアス軍側に予期せぬ失敗が何度かあり、それを監視・是正するために派遣されたのがこのプルプラであった。ゴルディアス軍にとってはむしろ目の上のたんこぶ的な存在で、歓迎するものではなかったのだ。


    　そんな彼女から折り入ってお願いがあるとは、なかなか心穏やかに聞けないというのがここにいる全員の率直な感想であった。


    「またろくでもないこと言い出すんじゃないでしょうね。最初に言っとくけどね、私たちが協会の頼みを聞く筋合いなんてないのよ」


    　アマリージョはまだ油断できないというふうで、牽けん制せいをする。


    　プルプラが会議室に入ってきてからの緊張感は未いまだ続いている。


    　アマリージョと協会のデブのケンカの件ではなく、プルプラはテリブレ軍のことでやってきたというのだ。エルブランコもまるで予想だにできなかった展開だが、内心では少し安心をしていた。


    「アマリージョさん。これはあなたにとっても決して損する話ではないと思いますけれど」


    　プルプラが目を細めて、アマリージョを見み据すえる。


    「……どういうこと？」


    　そう返すのが精一杯のアマリージョ。


    　プルプラは視線の先を魔王に向ける。


    「ゴルディアス魔王、協会の私がこうしてお願いにあがるのは筋違いかもしれません。しかし、こんなこと頼めるのは、他に思い当たりませんでした」


    　ゴルディアス軍のことを信頼しているとでも言いたいのだろうか。立場というものは都合によって綺き麗れいに変化するものだ。


    「話も聞かずに拒否するほど、僕たちも余裕がないわけじゃないよ。どうぞ」


    　魔王が先を促す。プルプラもひとつ頭を下げ、感謝の意を示し、続けた。


    「テリブレ軍の噂うわさは、私たち以上によくご存じだと思います。超武闘派、極ごく悪あく非ひ道どう、残ざん酷こく無む慈じ悲ひ、そんな言葉がよく似合う魔王軍です。そんな彼らが今回の選抜軍になりました」


    「それを分かってて選んだのはあなたたちでしょうに」


    　アマリージョの嫌味ともとれる一言はここにいる全員の心の声でもあった。


    「そうです。今回選抜軍に立候補してきたのはテリブレ軍だけでした。私たちは勇者が誕生した以上、選抜軍を必ず選ばなければいけません。それがどんなに評判の悪い暴力一点主義のテリブレ軍だったとしても」


    「立候補したのがテリブレ軍のみだったというのか？　そんなことありえるのか？」


    　思わずロホも口を挟む。


    　この世界には数えきれない数の魔王軍が存在している。勇者戦という晴れ舞台に立候補するのがたった一軍だけとは、エルブランコも信じられなかった。しかもそれがテリブレ軍とは、偶然にしてもできすぎている。


    「なるほど、あの噂うわさ、間違いではなかったのか」


    　今はすっかり正気に戻っているアスールが顎あご髭ひげをさすりながら、何か心当たりでもあるかのようにほのめかした。


    「噂とは、どういうことですか？」


    　エルブランコが尋ねる。


    「立候補をしようとしている他の魔王軍に圧力をかけ、辞退を強制した。あんな負の実績しかないテリブレ軍が選抜軍に選ばれるためには、そうするしかないだろう。あいつらがまともに選抜軍コンペをくぐり抜けることなんてありえんだろうからな。少し前にそんな噂を耳にして、まさかとは思っておったが」


    「アスール大帝のおっしゃる通りです。立候補してきた魔王軍が複数あれば、協会のほうで危険な魔王軍はふるいにかけて落選させることができます。そんな悪評高い魔王軍と勇者を戦わせるわけにはいきませんので」


    　勇者戦はすでに世界のエンターテインメントと化している。魔王軍が勇者に勝つというシナリオは求められていない。最初から魔王軍は勇者に負けることが前提なのだ。


    「それで僕たちにどうしろと？」


    　魔王もプルプラの話にすべて納得はいっていないだろうが、これがこの世界のルールでもある。この世界を作ったゲラ神が定めた、勇者に負けることが正しいというモンスターが背負っているカルマ。


    「テリブレ軍を調べていただきたいのです。選抜軍に立候補した理由、そして何をしようとしているのか」


    　プルプラは本題を切り出してきた。


    　テリブレ軍を調べる？　会議室は静かにざわめいた。


    「何を今さら、という感じですのう。報道によると勇者とテリブレは本日中にも戦いが始まると言われておる。根回しが得意な協会にしてはずいぶんと悠長なことですな」


    　目を閉じ、黙って話の展開を窺うかがっていたロホが口を開いた。


    　確かに、勇者リコの初うい陣じんが今日中に始まるというのは、エルブランコも今朝知ったことである。昨日の会議で両者ともになかなか動かないという話が出たばかりだったので、タイミングの良さに驚いていたところだった。


    「協会の体質を、みなさんもご存じでしょう。何かをするにはまず申請を上げ、通常のルートを通って決裁が下りてくるのを待たなければ動くことはできません。悠長に決裁を待っている間に、テリブレは勇者リコを殺してしまうかもしれません」


    　プルプラが協会の理事という立場では考えられないような発言をした。理事である彼女であっても、身軽に動けるような権限はないのだろうか。


    「プルプラさんはテリブレ軍が勇者を殺してしまうと考えておられるのですか？」


    「はい。その可能性は完全に否定できません。もしテリブレ軍の目的が勇者の殺害ならば、同時にそれを阻止してもらいたいのです」


    　魔王の問いにプルプラは即答する。


    「協会としてもテリブレ軍の責任者を呼び出し何度も指導を重ねてきたのですが、一向に真意が読み取れないというか、勇者育成計画のほうも杜ず撰さんなもので対応しきれていないのです」


    「選抜軍の資格を剥はく奪だつして再度コンペをすればいいではないか」


    　アスールが口を挟む。


    「すでにスポンサーもついています。今さら契約を白紙に戻せません」


    　今回の勇者リコは大企業の御おん曹ぞう司しということで、スポンサーの集まりも非常に好調だと聞いている。その恩恵を受けているのは誰でもない、協会だ。


    「結局は協会の保身じゃないの。テリブレを選抜軍に選んでおいて、自分たちには手が負えないから私たちになんとかしてくれって？　バカじゃないの」


    「これ、アマリージョ。もう少し柔らかく言えんのか」


    　アマリージョの辛しん辣らつな言葉をロホが諫いさめる。


    「テリブレ軍が選抜軍に立候補した理由を調査し、同時に勇者が殺されないようにしてくれ、ということですか。それを我々モンスターに依頼するとは、面白いですね」


    　魔王の黒い兜かぶとから覗のぞく口元が微ほほ笑えんだように見えた。


    「あくまで非公式な依頼ではあるのですが、他に頼むところが私には思いつきませんでした。無理は承知の上でのお願いです」


    　プルプラは黙って頭を下げる。


    　エルブランコも思わずウニベルと顔を見合わせる。どこまで理解しているのか分からないが、ウニベルも一応難しい顔をしていた。


    「ゴルディアス様、我々がこの依頼を受ける理由が見当たりません。テリブレ軍は評判が悪いといえど同じモンスター。道義的にも筋が通りません」


    　ゴルディアス魔王軍の軍師であるロホ博士が進言する。


    　モンスターが人間の頼みを聞いて、モンスターを見張る。もはや正義と悪の線引きが揺らいでいる。


    「ロホ博士、もちろん無償とは言いません。小耳に挟んだのですが、特許の件、私に預からせていただけないでしょうか？」


    　すかさずプルプラが見返りを提示してくる。


    　ロホに向かっての言葉であったが、一瞬アマリージョのほうに視線を向けた。


    「特許、と言うと？」


    「ゴルディアス軍が今回の結晶玉の特許の申請を行っておられることをお聞きしました。もし、この依頼を受けていただけるならば、便べん宜ぎを図らせていただくこともできるということです」


    　プルプラの言葉にアマリージョの目つきが変わる。


    　おそらくプルプラは、先日協会でアマリージョと責任者の間でひと悶もん着ちやくあったことを知っているのだ。ゴルディアス軍が結晶玉の特許を欲しているという状況を含んだ上で、この依頼を持ってきた。


    　プルプラとしては弱みを握った上で、十分勝てる交渉と踏んでいるのだ。


    　ロホも思わず魔王とアイコンタクトをする。


    　新型の結晶玉の特許が取れるかどうかは、もちろんアマリージョだけの問題ではなくゴルディアス軍全体に関わっている。


    「特許を通してくれる代わりに、テリブレを調査してこいと。なるほど、こちらとしても悪い条件ではないようだね」


    　結晶玉の特許が取れると、この先十年の予算源確保としては非常に大きい。魔王軍運営の大きな柱となりうるプロジェクトなのだ。


    「我々協会としてはテリブレ軍が勇者法に則のつとり、秩序ある戦いをしてくれれば何も問題はないのです。調査といっても何も怪しい行動がなければ、それでよいのです。念のため、テリブレ軍に不穏な空気がないか調べてもらいたいだけです。勇者が殺されないようにしてほしいというのは、その先の段階です。万が一のときはもちろん協会が動きますので、ゴルディアス軍の負担はそう重いものではありません」


    「怪しいテリブレさんを調べるって、探偵みたいなことですね？　面白そう！」


    　ウニベルがエルブランコのわき腹を突つきながら、無邪気に発言した。面白いとか簡単に言えるものではない。


    「ウニベルさんのおっしゃる通りです。ちょっとテリブレ軍を探っていただくだけです。それで、特許の件は、クリアです」


    　プルプラはちらっとアマリージョを見る。


    　この二人はお互い無言の交渉を繰り広げているようだ。


    「いかがいたします、ゴルディアス様？　極悪集団のテリブレ軍といえど、さすがに勇者を殺そうとする可能性は低いと思われます。そうなると確かに我々の負担は少なく、費用対効果も優れている仕事と思われます。私個人としては、受けてもよいかと」


    　ロホが冷静に費用対効果を計算した上で、賛成の意を表す。


    　確かにテリブレに不穏な動きがなければ、それで終わる仕事である。それで新型結晶玉の特許が得られるようなものだ。


    「私も賛成ですななな。選抜軍以外の魔王軍は、勇者戦のときは暇ひまををををを、持て余しているようなものです。少しでも建設的な仕事があるならば受けてもよいのでははは？　ののう、アマリージョジョジョ？」


    　アスールは全面的に賛成のようだが、なにやら口ぶりがおかしくなってきている。再び呪のろいの影響が出始めたのだろうか。


    　せめてプルプラがいる間は正常をキープしてほしいと願うエルブランコ。


    　案の定、プルプラも不思議そうにアスールを見て眉まゆをひそめた。


    「……そうね。私も、賛成です」


    　今回の結晶玉の開発責任者であるアマリージョは無表情のまま、そう絞り出した。アスールのことなどもはや構いもしない。


    　特許が一番欲しいのはアマリージョで、その申請が難航している状況を作ったのもこのアマリージョなのだ。反対する理由はない。


    「協会としても今度こそ勇者戦を成功させなくてはいけないのです。理由は、お分かりだと思います」


    「次もミスれば勇者側の三連敗になっちゃいますもんね。それは大変です」


    　ウニベルが介入してくる。


    　三連敗のうち二敗はゴルディアス軍によるものである。余計なことを言うなとエルブランコはウニベルを注意しようとしたら、すでにアマリージョに睨にらまれていた。もうそろそろそのくらい分かるだろうに。


    「四天王が賛成なら、僕も問題ないよ。プルプラさん、この仕事、受けましょう」


    　ゴルディアス魔王が正式に依頼の了承を宣言した。


    「ありがとうございます。感謝いたします」


    　プルプラが立ち上がり、頭を下げた。


    　こうしてゴルディアス軍は国際勇者協会の依頼により、テリブレ軍を調査することになった。


    　報酬は新型結晶玉の特許。


    　イレギュラーな仕事ではあるが、誰もが簡単な仕事だと思い込んでいた。このときまでは。


    



    　交渉がまとまると、プルプラはすぐに協会へと帰っていった。理事ともなるとスケジュールも多忙を極めるのだろう。まるで分刻みで行動が決まっているかのような動きである。


    　テリブレ軍の調査に関しては、その手段や方法についてはすべてゴルディアス軍に一任された。協会としてはこの勇者戦がうまくいくための保険のようなものなのかもしれない。何もなければ一番いい。


    　プルプラが退出し、会議室ではゴルディアス陣営だけで今後の方策が話し合われることになった。


    　微妙に呪いの症状が出かけていたアスールも、今は問題なく腕を組んでしゃちほこばっている。なんとも危あやうい状況に変わりはないので油断はできない。


    「結晶玉の特許が取れるならば、いい話だったんではないのか。のう、アマリージョよ？」


    　いろいろな事情をまったく知らないアスール大帝は、気軽にアマリージョに話を振った。


    「そうね。今回のアイテムの特許は必ず取らなければいけない。あの女の手のひらの上で転がされるのは癪しやくだけど、利用する価値はあるわ」


    　アマリージョは指をパチンと鳴らす。するとテーブルの上に大きな水晶玉が現れた。


    「私もテリブレ軍のことは以前調べたことがあるの。最近あまりにも大人しいので、逆に目立つ魔王軍だったからね」


    　水晶玉のディスプレイに、一枚の図が映された。


    　アマリージョも特許取得に一筋の光こう明みようが見えたからか、少し饒じよう舌ぜつになってきた。


    「テリブレ軍の組織図よ。数年前のものだから、今とは変わっているかもしれないけど」


    　アマリージョが出した水晶玉をみなが覗のぞき込む。


    　最高責任者魔王として、一番上にテリブレ魔王の名がある。その下にはゴルディアス軍と同様に四天王という役職があり、四人のモンスターの名前が明記されていた。


    「ゴルディアス軍のモンスターは外勤班と内勤班、その数はほぼ同数。非常にバランスのいい構成になっていると思うわ。でもテリブレ軍は違う。九割が戦闘班」


    　組織図を見てみると、四天王がそれぞれ第一戦闘師団から第四戦闘師団までを従えている。内勤班と思われる総務部はテリブレ魔王の直属として、配備されているだけであった。


    「四天王全員がそれぞれ自分の戦闘班を指揮しているのですか。こりゃ手ごわそうだ。一方で内政はこの総務部というところが一手に引き受けているのでしょうか」


    　エルブランコが組織図を見ながら、感想を述べる。


    　ゴルディアス軍の場合、四天王でもアスール大帝とベルデラ将軍が外勤班、ロホ博士とアマリージョが内勤班と、適てき材ざい適てき所しよで分けられていた。


    「問題が起これば戦闘をもって解決するというのがモットーの魔王軍だ。おそらく内政のことなんて何も考えていないのだろう。四天王も次々と入れ替わっている。失敗するとすぐ左さ遷せんかクビ。完全実力主義の魔王軍だな」


    　アスールがテリブレ軍について情報を披ひ露ろうする。四天王クラスになると、他の魔王軍のことも知識として備わっているのは流石さすがである。


    「戦闘だけで生きてきた魔王軍じゃ。確かドラゴンやゴーレムといった大型のモンスターも自前で雇っておるはずじゃ。その資金力も相当と考えられる。モンスターが死ねばすぐに補充し、ほとんどが使い捨てらしい。保険や福利厚生なんて概念はテリブレ軍にはないらしいの」


    　ロホはさらに踏み込んだ情報を持っているようだ。さすが歩く生き字引。だてに年を重ねていない。


    「あそこは年がら年中、求人を出してるからね。そういう魔王軍は人材の入れ替わりが激しく、離職率が高い証拠よ」


    　アマリージョはテリブレ軍の求人状況も調べているようだった。


    「確か魔法使いの制服がかわいいから人気があるとか、そんなこと言ってたよな、ウニベル？」


    　ウニベルがテリブレ軍の制服を気に入っていたことは、エルブランコも何度も聞かされていて耳にタコ状態だった。


    「はい。マホジョの間ではブームですよ！」


    　マホジョ、とは魔法女子のことを表すらしい。いちいち略さんでいい。


    　ゴルディアス軍の魔法使いには制服が定められていない。魔法使い班トップのアマリージョの意向が大きいと思われるが、おのおの自由にファッションを楽しむ傾向にある。


    「こういうブラックなところって、噂うわさが噂を呼んで人が集まらないのよ。だから制服とか分かりやすいところを特徴に挙げて、情弱の奴らを大量に囲い込もうとするのよ」


    「じょうじゃく！」


    　情報弱者扱いされたウニベルが絶句する。


    　確かに制服目当てで入ったのに、超過酷な戦闘班に配置されて使い捨てられたらたまったもんじゃない。ウニベルは命拾いしたようなものだ。


    「危ないところでした。女性は二番目に好きな人と結婚すれば幸せになれるっていいますしね。第二志望のゴルディアス軍に来てよかったです」


    　ウニベルがほっと胸を撫なで下ろす。結果オーライだが、それでゴルディアス軍を舐なめてもらっちゃ困る。


    　ていうか魔王の前で堂々と第二志望だったと告白するのもどうかと思う。


    「そういえば、そろそろ勇者の初うい陣じんが始まるんじゃないですか？　ほら、先輩。水晶ディスプレイをつけてください！」


    　確かに生中継が始まる時間だ。って、なんでお前が指示するんだ？　なんか指示系統おかしくない？


    　と思いつつもエルブランコは会議室の壁際に設置されている大きな水晶玉をタッチしに行く。自分が動けばスムーズに事が運ぶなら身を切る所存のエルブランコ。これが組織の中で潤滑油となるための中間管理職として得た処世術。


    　水晶玉にはちょうど「勇者リコ初陣完全生中継！」というテロップが画面いっぱいに映されているところだった。


    「ナイスタイミング！」


    　ウニベルが自分の手柄のように喜び、魔王はじめ全員が水晶玉ディスプレイのほうを注目する。しばしの観戦タイムになった。


    「テリブレ軍を調査するにしても、この戦いから得られる情報も多いことじゃろう。我々としてはこの初陣で勇者が殺されないことを祈るのみですな」


    　ロホが物騒なことを言いだすが、テリブレがその気ならばここであっさり勇者を殺してしまう可能性は否定できない。


    「もしここで勇者が死んでしまったら、今回の依頼はどうなるんでしょうか？」


    　エルブランコが独り言のように呟つぶやいた。その場合でも特許の件は便べん宜ぎを図ってもらえるのだろうか？　それだけが心配である。


    「協会のことですから、無理やりにでも責任をうちに押しつけてくるんじゃないですか？」


    　ウニベルもあまりに無む慈じ悲ひな予想をする。そんなことになったら協会とテリブレ軍、いったいどちらのほうがゴルディアス軍にとって極悪なのだろう。


    「全世界でご覧のみなさん、こんにちは！　本日はここ、チャランポ平原から勇者リコの初うい陣じん実況生中継をお送りさせていただきます！　私は実況担当のロクトールと申します！　どうぞよろしく！」


    　生中継が始まり、画面の中央に人間が映し出された。スーツを着て口髭ひげを生やしたこの男。前回の勇者戦でも実況をしていた男で、エルブランコも見覚えがある。


    「この人、ロホ博士が勇者と戦ったときも実況してましたね！　喋しやべりが達者なんで安心して見てられますよねー」


    　ウニベルが言う通り、前回もなかなかプロ意識の高い実況を繰り広げていた。人間界では有名なアナウンサーなのだろう。


    「おおっと、ご覧ください！　あちらからやってくるのは間違いない、勇者リコであります！　真新しい鎧よろいに身を包み、堂々と行進して参ります！」


    　映像が勇者リコに切り替わる。


    　高価そうな鎧を着て、右手に持つ剣は太陽の光に反射して煌きらめいている。見た目だけは立派な勇者のように見える。こん棒と布の服だった前回の勇者とはえらい違いだ。


    「勇者の後ろからは応援団でしょうか？　大きな旗を振って、勇者を鼓こ舞ぶし続けています。その旗にリカルド工業の文字が躍っております」


    　この勇者は大企業の御おん曹ぞう司しだとは聞いていたが、どうやらその後ろで控える大群はその会社の社員であろうか。鉢巻きを巻いたスーツ姿の男たちが旗を振っては「リコ！　リコ！」と声をあげている。


    「あれはリカルド工業という会社の社員なんですか？　これは企業としての宣伝効果は絶大ですね。この映像は全世界に生中継されていますから」


    「企業のプロモーションにはもってこいなのだろう。勇者戦もすっかり様変わりしたのう」


    　エルブランコの質問に、ロホが嘆なげく。


    　勇者リコを先頭に、その後ろで横一列に整列したリカルド工業の社員たちがコールをし続けている。まるで賃上げ交渉のデモをしているかのような異様な映像である。これが勇者対魔王の戦いとは、なかなかシュール。


    「では、勇者の第一声をお聞きください！」


    　アナウンサーの一言で、映像が勇者にズームする。


    「ね、イケメンでしょ？　この勇者！」


    　ウニベルがウキウキして言う。そういうところだけ目ざとくチェックしている。


    「私は勇者リコ！　全ぜん身しん全ぜん霊れい、魔王討伐にこの身を捧げよう！」


    　おそらく前もって考えていた口上なのだろう。後ろの社員からは大歓声。この勇者の堂々とした姿勢は評価できそうだ。


    「なかなか立派な勇者だね」


    「そうですな。若いのに緊張しているようには見えません」


    　魔王とロホが感想を交わしている。やはり直接戦った前回の勇者と比較してしまうのは自然なことで、この段階ですでにこのリコという男の評価はうなぎ登りである。


    「威い風ふう堂どう々どう！　勇者リコにはこの言葉が似合います！　この勇者ならばきっとテリブレ魔王を倒してくれることでしょう。私はすでに確信しました！」


    　アナウンサーがすでに勇者の勝利を無責任にも宣言してしまった。そうなればどれほど幸せなことだろうか。エルブランコも切に願う。


    「お、モンスターが現れたぞ」


    　アスールがいち早く気付き、注ちゆう意い喚かん起きした。


    　テリブレ側のモンスターは空からやってきた。


    　カメラが雲ひとつない快晴の空を映し出すと、その山の向こうから真っ黒な大量のモンスターが徐々に大きくなって近づいてくるのが見えた。


    「ガーゴイル？　しかもあの量、尋じん常じようではございませんぞ！」


    　空を埋め尽くすとは言いすぎだろうが、太陽の光を遮さえぎり、一瞬で天気が悪くなってしまったのかと思うほどだった。なんとも禍まが々まがしい、ガーゴイルの大群が勇者に向かって飛来してくるのであった。


    　勇者の目の前にポツリポツリと着陸してくるガーゴイル。


    　体全体は真っ黒で、口を開くと白いキバが光り輝く。何よりもその尖とがった爪つめをゆらりゆらりと動かし、凶悪さを表現しているようだった。


    「おいおい、なんだよ、これ！　こんなの聞いてないぞ！」


    　思わず本音が出たのだろうか、勇者が叫びながら顔がん面めん蒼そう白はくで社員たちの背後に隠れた。


    　一瞬のうちにその禍々しいモンスターたちに、勇者たちは囲まれてしまった。


    　威勢よくコールしていたスーツ姿の集団はすっかり怯おびえ、旗も地面に落としてしまった。何人かはちびったのではなかろうか。


    「な、なんという数でしょうか！　テリブレ軍は勇者の初うい陣じんに対して大量のガーゴイルをぶつけてきました！　多勢に無勢、勇者リコにとってはいきなりの大ピンチです！」


    　勇者を中心に逃げ場がないように取り囲むガーゴイルたち。その輪から少し離れたところで実況をするアナウンサーの声にも余裕がなくなってきた。


    「おい、お前ら、なんとかしろ！」


    　勇者の余裕のない声が響き渡っている。


    　誰がどう見ても、絶体絶命の状況である。


    「まさか、本当にテリブレは勇者を殺してしまうのではないのか？」


    　考えうる最悪の事態が、エルブランコの脳裏によぎる。この状況を見ると、そう思わないほうがどうかしてる。


    「まずいわね。高レベルの勇者でもこの数のガーゴイルと戦って無事で帰れるとは思えないわ」


    「うむ。初うい陣じんでこんな戦闘を仕掛けるとは、やはりテリブレ軍は何も変わっていない。残ざん虐ぎやく非ひ道どうで勇者法など守る気はさらさらない」


    　アマリージョとアスールでさえ、勇者の死を覚悟したというような発言だ。


    「まさか、こうも早くプルプラさんの危き惧ぐしていたことになるなんてね」


    「はい。しかし我々にはどうすることもできません」


    　魔王とロホも、この状況を打破する術すべは持っていない。


    「先輩、これどうなるんですか？　助けに行くこともできないんですか？」


    　さすがにウニベルも勇者の危機を把握しているようだ。


    「助けるって、誰を？　私たちが勇者を助けることなんて、できるはずがない」


    　モンスターが人間を助けるなんて言ごん語ご道どう断だん。それこそ勇者を殺そうとしているテリブレ軍以上にルールを破ることになる。


    　あの喋しやべりが達者なアナウンサーも言葉が続かない。カメラマンだけがプロ意識をむき出しにして、ガーゴイルの大群と勇者をフォーカスし続けている。


    　じりじりと勇者に近づくガーゴイルたち。


    　画面に映る勇者もなす術なく、顔も青ざめている。戦意喪失とはこのことだろうか。


    「ギャッ！」


    　ざらついた叫び声があがる。ガーゴイルが仕掛けたのかと思われた瞬間、その真っ黒の集団に変化が起こる。


    　バサッと翼が羽ばたく音が聞こえ、大量のガーゴイルたちは空に向かって一気に放射状に飛び去り、そのまま山の向こうへと消えて行ってしまった。


    「逃げた？」


    　呆ぼう然ぜん自じ失しつで立ち尽くす勇者とその社員たち。何人かはすでに膝ひざをついている。


    　何が起こったのか、勇者や現場のマスコミも、映像を見ている者たちも理解できなかった。


    　しばらくの静寂が続き、それを破ったのはアナウンサー。


    「勇者リコ、見事な勝利です！　数的不利をものともせず、ガーゴイルの大群を退けました！　なんということでしょうか、勇者リコのオーラに圧倒されたのです！　これぞ勇者の覇は気き、勝者のメンタリティ！」


    　このアナウンサー、相変わらず機転が利くというか、都合のいいように解釈するというか。


    「勇者、ビビってただけですよね？　なんでガーゴイルさんたちは逃げちゃったんでしょう？」


    　ウニベルは騙だまされることなく、映像を見つめている。


    　そのアナウンサーの勝利宣言により、勇者についてきた社員たちもようやく歓声に沸わいた。


    　映像にも「勇者リコ大勝利」のテロップが躍る。


    「勇者なんていつでも殺せる、という威い嚇かくでしょうか。いったいテリブレは何を考えておるのじゃ？」


    「何もしなかったことが余計不気味さを煽あおるわね。あえて殺さなかったようにしか見えなかったわ」


    　ロホとアマリージョも当然このアナウンサーの言うことには耳も傾けていない。


    「こいつらを調べるというわけか。一筋縄ではいきそうにないな。そうだろう、エルブランコ？」


    「え、あ、はい。そうですね」


    　アスールから急に話を振られたエルブランコは慌あわてて返事を返す。エルブランコもこの映像を見て唖あ然ぜんとしていたところだ。


    「じゃあ、あなた。さっさとテリブレ軍を調べてきなさい」


    「は？」


    　今度はアマリージョからあたかも当然であるかのように指名された。


    「は、じゃないわよ。あなた以外に誰がやるの。今うちで暇ひまなのはあなたくらいしかいないでしょう」


    「え？　私ですか？　いや、こういうことは偵察班や、偵察業務に定評のある魔法使い班のほうが適任なのでは？」


    　あまりにも急すぎる展開に、エルブランコは混乱をきたす。


    「あなた、いつから人員配置にまで意見できるほど偉くなったの？　偵察班はベルデラが休暇中でややこしいでしょ。私も開発するものが多くて忙しいし、魔法使い班もやることがあるの」


    　アマリージョが同意を求めるように、周りを見渡す。


    「うむ。私も訓練が毎日詰まっておる。筋肉は日々の鍛たん錬れんの積み重ねだからな。一日たりとも訓練を休むわけにはいかん」


    　アスールは自信満々に腕を組む。


    「わしも本年度の予算の計画を立てねばならん」


    　ロホも真っ白い髭ひげを撫なでながら、突き放すように言う。


    「え、あの、ゴルディアス様？」


    　もはや魔王にすがるしかないエルブランコ。


    「うん、まあ、四天王は忙しそうだし、エルブランコが適任じゃないかな。魔法使いはウニベルがいるしね」


    　魔王も困ったように、すでに可決されたことのようにエルブランコを任命した。


    「じゃあ任せたわよ。特許の件がかかってるんだから、適当に働かれちゃ困るわよ。失敗したら大変なことになるから覚悟して挑みなさい。あなたも社内的に立場が微妙になるからね」


    「はーい！　がんばります！」


    　元気いっぱい手を挙げて返事をしたのはウニベル。どうしてこいつはやる気になってるんだ？


    　ウニベルはアマリージョからの怒ど濤とうのプレッシャーに怯ひるむどころかやる気満々である。


    「私、探偵に興味があったんですよ！　珍しく面白そうなお仕事です！　ワクワク！」


    「お前、今の中継見てただろ。あの恐ろしいテリブレ軍を調べるんだぞ！」


    　あんなガーゴイルの大群に囲まれたら、きっと自分ならちびってしまっている。そう考えていたエルブランコに、こんな仕事を面白いと思える余裕はなかった。


    「ではここで緊急会議は終了させていただきます」


    　有う無むを言わさずロホが会議を締めてしまった。その合図で四天王たちはワープで消えていく。


    「ええ？　マジですか？」


    　エルブランコは不安でいっぱい。仕事を任される誇りよりも、恐怖でいっぱい。


    「エルブランコとウニベル、期待してるからがんばってね」


    　魔王もそう言うと、静かにワープで飛んでいってしまった。


    「信頼されて仕事を任されるって、やりがいありますよね！」


    　信頼されているのか、ただの消去法なのか。エルブランコは信頼という言葉の重みに潰つぶされそうになる。


    　こうしてエルブランコとウニベルはテリブレ軍の調査をすることになった。

  


  
    第二章　謎解きは潜入のあとで
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    　テリブレ軍の調査を任命されたエルブランコとウニベル。


    　会議が終わり、ウニベルに魔法塔のカフェに連れていかれているところだった。どうやらカフェのクッキーが美お味いしいらしく、そこで調査の打ち合わせをしようということになった。ただサボりたいだけなのではと考えたが、エルブランコもたまにはいいかと従うことにした。


    「テリブレ軍の謎を暴く探偵ウニベル。まさにミステリー！　珍しく楽しそうな仕事ですよ！　いいかげん研修にも飽きてきたところなので、ちょうどよかったです」


    　何がちょうどよかっただ。研修に飽きたとか、研修担当の目の前で言うんじゃないよ。


    　ウニベルは単純にこの仕事を楽しんでいるように無邪気にピョンピョン飛び跳ねている。この刹せつ那な的な生き方がとても羨うらやましくなる。


    　逆にエルブランコはというと、鹿しか爪つめらしい顔で、黙って歩いている。


    「どうしたんですか、先輩。お腹なか痛いんですか？」


    「そ、そんなことない。い、いつも通りだ」


    　つい言葉がつっかえてしまうエルブランコ。


    「なんだ。ビビってるだけか」


    「びび、ビビってなんかないぞ！」


    　エルブランコは必死で言い返すも、ウニベルは「ふふん」と緊張感なく鼻歌を歌っている。


    「お前、会議での話、ちゃんと聞いてたか？　今にも勇者を殺しかねないテリブレ軍に潜入するんだぞ？　よく鼻歌なんか歌ってられるな」


    　四天王たちも言っていたように、テリブレ軍については悪い噂うわさしか耳に入ってこない。そもそも二言目に出てくるのが極ごく悪あく非ひ道どうだとか残ざん酷こく無む慈じ悲ひだとか、まともじゃない感は尋じん常じようじゃない。


    　エルブランコはできればテリブレとは一生関わらない人生を送りたかったが、まさかこんなことになるとはと、己の不幸を呪のろっていた。


    「探偵というと、やっぱりロングコートとか着なきゃダメですかね？　春になって冬物は全部しまっちゃいましたよ。あ、長時間張り込みをするとなると暇ひまつぶしの道具も必要ですねー。探偵は忍耐勝負です。メモメモ」


    　エルブランコの心配をよそに、このウニベルの怖いもの知らずの能天気さよ。


    　マジでこのウニベルのメンタルの強さはどこから出てくるのだろうか？　ちょっとでもいいので分けてくれとは立場上言えるわけがないのだが。


    「先輩、先輩。おやつは何ドルンまで買っていいですかね？」


    「遠足に行くんじゃないんだぞ。あの恐ろしいテリブレ軍に潜入するんだ。おやつなんか食ってる余裕なんかない！」


    「えー。どれだけ忙しいときでも余裕は大事ですよ。それに甘いものは頭の回転を速くさせるんですよ。さ、早くカフェへ行きましょう！」


    　エルブランコは思わず顔を手で覆おおう。気楽なウニベルが羨うらやましい。


    「はぁ。なんでこんなことになったんだ……」


    　考えれば考えるほど、テリブレの恐怖が頭の中で渦巻いてくる。エルブランコの頭の中に余裕の「よ」の字も入る隙すき間まはなかった。


    　魔法塔に入り、その奥のカフェへ向かおうとしたとき。アマリージョの部屋へ向かうエレベエタの扉が開き、一人の女が出てきた。


    「あら、楽しそうね、ウニベル。何かいいことでもあったの？」


    　すっかり遠足気分のウニベルに手を焼かされているところに、今度はもう一人ややこしい女が現れた。


    　魔法使いルビア。


    　開発部に所属するエルブランコの同期だが、仲がいいとは言い切れない。どちらかというとルビアの意識高めなところがちょっと苦手。


    「姉さん！　わあ、なんだか久しぶりですね！　お元気でしたか？」


    　すぐにルビアに駆け寄り、その左腕に巻きついたウニベル。この二人は同郷の先輩後輩の間柄らしい。


    「ええ。私はここのところ開発部にこもりっぱなしよ。外に出てきたらいつの間にか春になってたって感じ」


    　そのわりにはルビアはビキニ姿で夏まっしぐらな格好をしている。相変わらず立派なバストがこれでもかと主張していて、エルブランコは視線を逸そらさざるを得ない。


    「開発部って、大変なんですね。新アイテムですよね？」


    　ウニベルもルビアに対しては言葉遣いも丁てい寧ねいである。どこで部下指導を間違ったのだろうか、エルブランコは遠い目になってしまう。


    「そうよ。例の新型結晶玉の安全基準実験や価格面でのすり合わせも残ってるの。大量生産をうちでやるか、アウトソーシングに頼るかでもコストは変わってくるし、結構忙しいわね」


    「あまり働きすぎて、体調を崩さないでくださいね、姉さん」


    「ありがとう、ウニベル。これも特許が通ればすべて報むくわれるんだけどね。今もアマリージョ様に呼び出されてその打ち合わせをしてきたところよ」


    　ルビアがウニベルの頭を撫なでる。


    　その特許が通るかどうか、その問題にどっぷり浸かっているエルブランコにとって今のルビアの発言はずっしりと心にのしかかった。過度なプレッシャーとはあまり付き合いたくないのが本音である。


    「姉さんは今回の新型結晶玉の開発主任なんですよね？　これがうまくいけば出世間違いなしですよ！」


    　さらにウニベルがプレッシャーを上乗せする。ルビアの出世まで背負いきれないぞ。


    「……それはどうかしらね。今回の結晶玉開発の評価はすべてアマリージョ様が持っていくんじゃないの？　魔法を圧縮するコンプレッションの魔法がなければ、このプロジェクトは実現しなかったんですもの」


    　ルビアのトーンが下がる。


    　黙って二人のやり取りを見ていたエルブランコも、ルビアの陰る表情が少し気になった。


    「そんなことないだろう。一応お前が主任として舵かじをとっているんだろう？　それはアマリージョ様も分かっているはずだ」


    「あら、エルブランコ君、いたの」


    　まるでエルブランコの存在に今気付いたかのような口ぶりで、そしてなぜかキッと睨にらまれる。どういうことなんだよ、この塩対応は。


    「アマリージョ様も開発の中枢をお前に任せてるってことは、そういうことだろう。あまり卑屈にならないほうがいい」


    「あらあら、四六時中卑屈でネガティブなエルブランコ君にそんなこと言われるとは思ってもなかったわ。あなた、アマリージョ様と協会に特許の申請に行ったそうね。おかしくない？　こういうのって私が行くものじゃない？　私は開発主任で、アマリージョ様の直属の部下なのよ？」


    　確かに。いや、そんなことは言えないので黙ってしまうエルブランコ。


    「どうせあなた、新型結晶玉のスペックも全然理解していないんでしょ？　それで協会に特許の申請に行くなんて、もう少し遠慮してもいいんじゃない？」


    　なんだかルビアにとって痛いところを思いがけず突いてしまったようだ。彼女の言葉にトゲがある。


    「エルブランコ君はこのプロジェクト、まったく関わりないわよね？　それなのに、開発主任の私じゃなく、あなたを協会に連れていった。これ、意味分かる？　アマリージョ様からしたら私なんて、毒矢にも薬草にもならない存在なのよ」


    「それはお前が開発で忙しいから……」


    　やけに捨て鉢なルビアを見ているといてもたってもいられなくなる。


    　エルブランコも会議での発表のために新型結晶玉のことは勉強したつもりだ。しかし専門的な知識で言うと、開発主任のルビアにかなうわけがない。


    　エルブランコも特許取得のためにテリブレ軍を調査するという、ある種このプロジェクトに片足をつっこむことになっているが、これはルビアにも言うわけにはいかない。一応内密の仕事になる。


    「何も分かってないわ。まあ、エルブランコ君に期待した私がバカだったわね。あなたは大した結果を出さなくても四天王に気に入られて出世街道まっしぐらですもの。アマリージョ様に気に入られて、今回のプロジェクトの美お味いしいところだけかっさらっていけばいいわ」


    　ルビアを見上げているウニベルの顔も曇っている。本心でそんなこと言っているはずがないのは、エルブランコも承知している。それだけに、何も言えないのが辛かった。


    「ワープの魔法も使えないのに出世するって、前ぜん代だい未み聞もんだわ。この魔王軍はステータスを評価に入れてもらえないのかしらね。結局は上司へのゴマすりが出世に繋つながるなんて、バカらしい。実力主義の魔王軍が羨うらやましいわ」


    　ルビアの言葉は愚ぐ痴ちを越えて、ゴルディアス軍への批判になっている。エルブランコも決してアマリージョにゴマをすっているわけではない。むしろ苦労が絶えない。


    　しかしこんなことを他の誰かに聞かれたらと、エルブランコのほうが周りを気にする。


    「ごめんね、ウニベル。エルブランコ君のせいで暗くなっちゃったわね。そろそろ戻るわ」


    「姉さん……」


    　腕を離そうとしないウニベルに向かって、ルビアはそっと微ほほ笑えんだ。


    「自分の仕事が評価されないのって、結構辛いのよ。人間関係も一度縺もつれてしまうと、敵か味方かも分からなくなっちゃうしね」
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    　ルビアはマントを翻ひるがえし、頭上に切り開いた空間に吸い込まれるようにワープの魔法で消え去った。


    「アマリージョ様も姉さんのこと、そんなふうに思ってないですよ。でも、気持ちって言葉にしなきゃすれ違っちゃうんですよね」


    　ウニベルがルビアを気遣う。エルブランコも心配になってしまう。


    　組織に埋もれるとはこういうことなのだろうか。


    　自分の仕事は組織を構成する小さな歯車かもしれない。しかしその歯車があるからこそ、組織が成り立っているともいえる。ひとつ欠けるだけでも、すべてが瓦が解かいすることもありえるのだ。


    　その歯車の大切さを、上は理解していないとルビアは言う。自信家である彼女の思いがけないネガティブな言動に、エルブランコも気がかりになる。


    　二人でルビアが消えていった虚空をじっと見つめることしかできなかった。


    「私たちががんばれば、姉さんを助けることにもなるんですから。さっさとテリブレさんを調べ上げて、特許をゲットしましょう！」


    「ああ、そうだな」


    　すぐに気持ちを切り替えられるウニベルの性格に助けられる。エルブランコひとりだったら、このまま悩みすぎて深い闇の奥へと潜もぐってしまうところだ。


    　そのままカフェでコーヒー二つとウニベルおすすめのクッキーを注文し、席につく。支払いはもちろんエルブランコ。打ち合わせの名目で経費として落とせるだろうか？


    「やる前から失敗したときのこと考えるからビビっちゃうんですよ。成功するイメージを大事にしなきゃ。そういうところですよ、先輩」


    　席に落ち着くなり、ウニベルから手痛い一撃をもらってしまうエルブランコ。部下から上司へのメンタル的なアドバイスを受けるとは、こんな情けないことはない。何を言っても白々しくなりそうだったので、エルブランコは黙ってコーヒーを飲む。


    「信頼されてなかったらこんな大事な仕事任されないんですから、自信持ちましょうよ。特許取得は私たちの手にかかっているんですよ」


    「信頼されてるかどうかは分からないだろう。四天王はみんな忙しくて、ただの消去法で選ばれただけじゃないか」


    「またまた、先輩は自己評価が低すぎるんですよ。そんなんだから姉さんにも素そっ気けなくされるんですよ。もっと積極的にアタックしなくちゃ、先輩の気持ちに気付いてもらえませんよ」


    「アタックとかそういう問題じゃないだろ！　ルビアはただの同期だ。何の気持ちに気付くというんだ、まったく！」


    　こいつ、何を勘違いしてるんだ。隙すきを見せるとすぐ恋愛話に持っていこうとする。


    「素直じゃないですねぇ。このこの！」


    　ウニベルがにやけながら肘ひじで突いてくる。


    　こんなこと言われると、ルビアのことを変に意識してしまいそうで勘弁してほしい。確かにルビアは意識が高いし、意識が高いし、ちょっと苦手なところはあるけれど、あいつへの感情は好きとか嫌いとかそういうものじゃない……はずだ。


    「あ、先輩。顔赤いですよ。図星！」


    「うるさい！　それより、テリブレについて調べる必要がある。こうしちゃいられない」


    　エルブランコは熱いコーヒーを一気に飲み干し、もやもやした気持ちを打ち消した。


    　今は答えの出ないルビアへの気持ちよりもテリブレ軍のことだ。


    「ええ、もう行くんですか？　もっとゆっくりしましょうよぉ。先輩のコイバナ聞きたいなぁ。コーヒーお代わり買ってきましょうか？」


    　やっぱりこいつ、サボりたかっただけだな。それにコイバナなんてするわけないだろうが。エルブランコはさっさと席を立つ。


    「どうせ払うのは私だろうが！　ついさっきまでこの仕事にやる気を見せてたんじゃないのか？」


    「休憩も大事ですよ。頭の休息です」


    「まだ何も働いてないだろ！　ほら、行くぞ。図書室で資料を集めよう。敵を知り己を知ればなんとやらだ。情報が恐怖を和やわらげてくれるかもしれん」


    　ウニベルの制止を振り切り、エルブランコはカフェから出ていってしまった。


    「もう！　せっかくサボれると思ったのにー」


    　魔法塔を出ていくエルブランコを追って、つい本音が出てしまったウニベルもパタパタとカフェをあとにした。


    



    　研修室には図書室から持ち込まれた大量の資料が積まれていた。


    　過去の会議の議事録や、協会から月一回発行されている官報や協会便り。さらにゴシップ雑誌のようなものまで大量にある。


    「これ全部読むんですかー？　さっさとテリブレ軍に潜入したほうが早いですよー。デスクワークやだー」


    「駄々をこねるんじゃない！　これは命に関わる仕事だぞ。あの勇者みたいに大量のガーゴイルに囲まれてみろ、洒しや落れにならん」


    　机に積まれた資料の多さにウニベルはすでに辟へき易えきとしている。ここに集めた資料はテリブレ軍に関連する記事が載っているものばかりだった。


    「潜入する前に相手のことを調べるのは基本中の基本だ。無策で敵陣に飛び込んで、もし捕まったりしたらどうするんだ。相手はあのテリブレ軍だぞ？　その軍勢を見ただけでスライムは自ら溶けてしまうと言われるくらいの極悪集団なんだ。いくら用心しても足りないくらいだ」


    　エルブランコは率先して資料を崩し始めた。手に取った本は「月刊魔王」と書かれている。


    「先輩ビビりすぎ。まさか捕まえられて魔改造されちゃうわけでもないし」


    　魔改造とは、まさかそんな可能性もあるのか。エルブランコはウニベルの一言でさらに身が引き締まった。超怖い。


    　ウニベルはそんなエルブランコを気にも留めず、「センテンス・プリマベラ」という週刊誌を開いてる。まったく関係のないアイドルの記事を流し読みしては、人間のアイドルをイケメンかそうでないかを勝手に吟味し始めた。


    「ほら、これ見ろ。テリブレ軍のドラゴン部隊のことが載ってるぞ。こんな大型モンスター、どうやって管理してるんだ？　食費だけでも莫ばく大だいにかかるだろうに」


    　エルブランコは「月刊魔王」の「となりの魔王軍」という記事をウニベルに見せる。ちょうどその号がテリブレ軍の特集を組んでいて、魔王へのインタビュー、さらには部隊やこれまでの戦績を年表形式で紹介していた。


    「わあ、ドラゴン飼育課なんて部署もありますよ。ドラゴンの赤ちゃんかわいいですねー。こんな大型モンスターまで飼ってるなんて、テリブレ軍ってお金持ちなんですね」


    　ドラゴン飼育課のアルパロ課長の「このドラゴンが大空を翔かけ、人間どもを焼き殺す姿を見るのが、私の夢なんです」というコメントが併記されている。なんて残酷な課長だテリブレ軍ではこれが普通なのだろうか。


    　これだけ見ているとドラゴンを飼育して、繁殖までしているテリブレ軍はものすごく潤じゆん沢たくな資金があるのだろう。特許ひとつで右う往おう左さ往おうしているゴルディアス軍がちっぽけに見えてしまう。


    「ほら、アンデッド部隊なんかもありますよ。『一日三回、ミイラ男の包帯を交換する包帯係のベンタナさん』って、これもすごい仕事ですね。ベンタナさんの目が死んでますよ」


    　ウニベルが開いた記事には、ミイラ男に包帯をぐるぐる巻きつけているうつろな目の男の写真が載っていた。テリブレ軍にはこんな仕事もあるのかと、驚きとともに、ベンタナさんに同情してしまう。今も元気に働いていらっしゃるのだろうか。


    「独立した戦闘班が四部隊もあるらしいし、その戦力も計り知れないものがあるな。評価も完全に実力主義らしい。年功序列とか、そういったものは一切なく、結果を出せば出世、失敗すれば左さ遷せんもしくはクビ。相当厳しいところだな」


    　エルブランコは、さっきルビアが実力主義の魔王軍を羨うらやましがっていたことを思い出した。


    　ゴルディアス軍と比べてどちらがよいのか判断に苦しむが、テリブレのほうが結果が見えやすい分、魅かれる者もいるだろう。


    「やはりこの資料だけでは情報が足りないな。テリブレ城の見取り図なんかがあればいいのだが」


    「もう。なんでもマニュアル頼りだと、いざというときに対応できませんよ。じれったいなー。さっさと潜入しましょうよ」


    　アイドル記事には飽きたのか、ウニベルはすでに手持ち無ぶ沙さ汰たでダラダラしている、内勤が嫌いというか、じっとしてられない性格がもろに出ている。


    「お前もさっきの勇者戦見ただろ。テリブレ軍は何を考えているか分からん。それに城に潜入するとなると、ドラゴンやゴーレムだっているんだぞ。ああ恐ろしい、できれば行きたくないよ」


    　エルブランコはつい本音が出てしまった。


    「怖がるのは実際に出会ってからにしましょう。意外とドラゴンなんてかわいいかもしれませんよ。そうだ、私はちょっと買い出しに行ってきます」


    　いいこと思いついたとばかりにパンと手を叩たたくウニベル。


    「お前、マジでおやつ買いに行くんじゃないだろうな」


    「ここで資料めくって怖がってても仕方ないでしょ。探偵道具を揃そろえてくるんですよ。いつ勇者が殺されるか分からないんですから、じっとしてられないですよ」


    　確かに、あのテリブレ軍の不穏な戦闘を見てしまっては、いつ勇者を殺してしまうかは予想できない。


    「分かったよ。私は調べ物をしておくから、お前は潜入の準備をしてくれ。明日の早朝には出発するからな」


    「はーい！」


    　ウニベルはそう言うと、さっさと部屋を出ていってしまった。


    　隣でウニベルにうだうだ言われるより、ひとりで調べたほうが効率もいいはずだ。


    　ひとり研修室に残されたエルブランコは、山積みにされた資料をもう一度調べ直すことにした。


    　そう簡単に侵入はできまい。準備と覚悟はできるだけしておかないと。遺書まで書いておくべきだろうかと、やはりビビり気味のエルブランコであった。


    「そうだ、ロホ博士やアスール大帝ならもっとテリブレの情報を持っているかもしれないな」


    　資料をぱたんと閉じ、とにかく心配性のエルブランコはロホの研究室へと走った。


    



    「うむ。行動の前に調べることは大事なことじゃ。まあ座りなさい」


    　さっそくロホ博士のところにテリブレ軍について聞きにきたエルブランコは、それから三時間ばかり、ロホの話に付き合うこととなった。


    「それでゴルディアス様はおっしゃった。『協会が許しても魔王の僕が許さない』と。あのとき、わしは一生この魔王についていこうと決意したものじゃ」


    　最初の十分こそテリブレ軍の成り立ちの話だったのだが、何がどうこじれたのか、今はロホ博士とゴルディアス魔王の出会いエピソードを延々と聞かされていた。


    「あのときはバルバロ魔王軍からもオファーがあったんじゃがな、わしはゴルディアス様のカリスマ性を信じた。今ではそれが正解だったと確信しておる。そう思わんか？」


    「はあ、そうですね」


    　完全にミスった。


    　生き字引と呼ばれる知識の宝庫、ロホ博士。ひとつのことを尋ねると無限の情報が溢あふれ出してくると言われており、今回ばかりは話を聞くタイミングを間違ってしまった。


    　実はこの魔王との馴なれ初そめエピソードはこれまでに何度も聞いている。年を取ると何度も同じ話をしてしまうのだろうか。


    「おい、エルブランコ。聞いておるのか？　次はわしが単独で魔獣の森へ乗り込んだ話じゃ。あの日は暑い日じゃった。わしは飼っておるドラゴンにまたがり……」


    「あ、ロホ博士。本日は貴重な話をありがとうございました。私、これからアスール大帝に会う用事がありまして……」


    　どこか切りのいいところで抜け出そうとタイミングを読んでいたが、ロホの話は終わるどころか、さらに新しい話に展開し始めた。なんとかアスール大帝を理由に使って、ここは強行突破を図る。


    「そうか、ここからが面白い話だったんじゃがな。そういえばあのとき出会ったのが幼いころのアマリージョでの、あいつはひとり森の中で泣いておったんじゃ」


    　それはそれで興味のある話になろうとしていたが、これ以上付き合えない。エルブランコも明日の潜入のために準備をしなくてはいけない。


    「ぜひその話は、また次回にお願いします。いやぁ、ためになりました。明日のテリブレ軍潜入作戦に大いに役立つ情報ありがとうございました。失礼します！」


    　きっちりお辞じ儀ぎ九十度、ささっとロホの研究室を逃げるように退出した。このままだったら朝まで思い出話を聞かされるところであった。


    　城の地下にある研究室を出ると、空は暗くなり始めていた。


    「しかし、アマリージョ様はなぜ泣いておられたのだろうか？」


    「何か言った？」


    「ギャー！　アマリージョ様！」


    　城の中庭で思わず呟つぶやいたエルブランコの背後からいきなり声がして、振り向くとそこにはアマリージョが腕を組んで立っていた。なんというタイミングであろうか、もしや独り言を聞かれてしまったか？


    「あなた、こんなところで油売ってる暇ひまあったら、テリブレ軍のことでも調べたほうがいいんじゃないの？」


    「え、ああ、はい。その通りです。ロホ博士から貴重な話を伺ってきたところでして」


    　たぶん、聞かれていない。ここで動揺を見せると何を言われるか分からない。


    「今回の特許が取れるかどうかはあなたたちにかかっているのよ。しっかりしてちょうだい」


    「もちろんです、明日早朝からテリブレ城に潜入する予定にしております」


    　しかし城の中庭でアマリージョに会うとは珍しいことだ。ゴルディアス様にでも用事があったのだろうか。


    「なんとかしてあの女をギャフンと言わせなきゃいけないのよ。私も手段を選んでいられないわ。ああ腹立たしい。あなたもそう思うでしょ？」


    　相変わらずアマリージョはイライラしているようだ。あの女とはもちろんプルプラのことだ。特許が取れるかどうかはプルプラに握られているといっても過言ではない。


    「はい。私もなんとかテリブレの調査をやり遂げる所存であります」


    　こういうときのアマリージョには口答えをしてはいけない。エルブランコは当たり障さわりのない返答を選択した。


    「私に恥をかかすんじゃないわよ。ところでルビア見なかった？　開発室にもいないし、ウインドテラーも届かないし、ちょっと捜してるのよ」


    「え、ルビアですか？」


    　ウインドテラーとは風に伝言を乗せて飛ばす伝達魔法である。アマリージョはルビアに連絡がつかないと言っている。


    　さっき魔法塔でルビアに会ったときのことを思い出した。あのときもアマリージョに呼び出されたと言っていたが、さらに何か用事があるのだろうか。


    　その際にルビアが愚ぐ痴ちっていたことがふと脳裏に浮かぶ。


    「いえ、このあたりでは見ていませんが？」


    　ルビアは上司のアマリージョとうまくいっていないような口ぶりだった。やはりこの二人の間には何かあるのだろうかと、エルブランコは勘繰ってしまう。


    「そう。最近ルビアの様子がちょっと変なのよ。はぁ、こんなことあなたに言ってもしょうがないわね。あなたはさっさとテリブレを調べてきなさい。全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、死ぬ覚悟で特許と私のために働きぬきなさい。いいわね？」


    　そういうとアマリージョは踵きびすを返し、さっさと城を出ていってしまった。


    　ここまで直接的でハードなプレッシャーのかけ方は類を見ない。部下のことをどう思っているのだろうかと、ルビアの不満も少し分かった気がする。


    　やっぱりうまくいっていないのだろうか。


    　上司と部下、その関係は当人以外からは理解できないことも多い。ルビアは自分が評価されていないと感じており、アマリージョはそのことに気付いているようだ。なんだかその関係は薄氷の上に成り立っているようで、心配になってしまう。


    　エルブランコにとっても大事な同期と上司である。


    「よし、次はアスール大帝にも話を聞いてみよう」


    　戦闘班として極悪なテリブレ軍との接し方のアドバイスをもらえるかもしれない。


    　ここでエルブランコが悩んでいても仕方がない。どうあれ結晶玉の特許を取ることがルビアやアマリージョのためになるのだ。死ぬ気でポジティブにいこう。


    　エルブランコも城を出て、アスールがいると思われる道場のほうへ向かおうとした。


    　そのとき。


    　城の階段を上っていく影が見えた。エルブランコがそちらに視線を送ったときには姿をはっきり確かめることはできなかったが、一瞬派手な七色のマントが見切れた。


    「あれは、ルビア？」


    　エルブランコは道場に行くことなど瞬時に忘れ、その影を追って二階へ向かった。


    　もし上司とうまくいっていないなら、同期として愚ぐ痴ちを聞いてやることくらいできる。ルビアが心を許してくれたらの話だが。


    　エルブランコが二階へ上がると、階段のすぐ横の部屋から声が漏もれてきた。


    「もしもし。ゴルディアス軍の開発主任をしているルビアといいますが」


    　ルビアがテレフォネをかけているようだ。


    　エルブランコはそっと部屋の扉の横に潜ひそむ。盗み聞きするつもりはなかったが、結果的にそういう状態になって、後ろめたい気持ちが湧わき出てくる。


    　この時間になるとゴルディアス城内は静寂に包まれている。少し離れた道場からは訓練を受けているモンスターたちの掛け声が若干聞こえてくるが、テレフォネをするルビアの声の邪魔にはならないレベルだった。


    「そうです。一度お会いしてお話を聞いていただければと思いまして」


    　エルブランコは息を吐くのも忘れたかのように、じっと、その身を固めてルビアの声を聞いている。罪悪感が徐々に増幅していく実感に苛さいなまれながら。


    「はい。私の実績を見ていただければ、お役に立てると思います」


    　どこにテレフォネしているのだろうか？　しかもなぜこんなところで、隠れるように。


    「もちろんです。いつでも辞める覚悟はできています」


    　辞める覚悟？　エルブランコは聞き捨てならないセリフに、思わず拳こぶしを強く握ってしまう。


    「上司に正当な評価をしてもらえない、というのが理由では納得いただけませんか？　実力を評価されるところへ移ろうとするのは、自然でしょう？　では、明日面接ということで、よろしくお願いします」


    　面接？


    　そこでテレフォネがプツンと切れる音がした。


    　エルブランコは反射的にその場から離れ、咄とつ嗟さに隣の部屋に身を隠した。


    　ルビアが部屋を出て、階段を下りていく。その後ろ姿を覗のぞき見るエルブランコ。


    　遠ざかっていくヒールの音が聞こえなくなるのを待って、エルブランコは背中を壁に預けたまま、床に座り込んだ。


    　ルビアはゴルディアス軍を辞めるつもりなのか？　どこかに自分を売り込むようなテレフォネをしていたようだ。


    　しばらく放心状態で動けなくなったエルブランコは、意外にも自分がショックを受けていることに気がついた。


    　同期のルビアが辞める。


    　できることならば聞きたくなかった。ルビアのことを背負ったまま、明日の作戦に入るのは気が重い。


    　エルブランコはふと二階の窓から城の外を見下ろすと、橋の上でアスール大帝が鎖くさりを振り回して暴れていた。城門の守衛たちも手がつけられないようで、誰かが「ロホ博士に連絡を！」と叫ぶ悲痛な声が響いている。


    　エルブランコはその光景を見ながら、さら深いため息をつく。


    　ああやって呪のろいで暴れると、何も考えずにストレスが発散できるのだろうか。


    　それならばちょっと呪われるのもいいかもしれないな、と危あやうい考えが浮かぶエルブランコであったが、すぐにその迷いを打ち消した。


    　翌日、エルブランコとウニベルはテリブレ軍侵入作戦を決行することになった。


    



    　ゴルディアス城からデーモン輸送班の輸送カーゴに揺られること二時間弱。


    　海を越え、ポルデアン村の南の山脈を眼下に眺めながら、途中いくつかの町や村を通り過ぎ、もうひとつ海を越えた山の中腹あたりにテリブレ城はあった。


    　山を大きく削り取り、傾斜地を無理やり平へい坦たんにしていくつかの段状に土地を形成し、そこに城下町とテリブレ城が建てられている。


    　城の背後はそのまま山肌はだに接しており、山の麓ふもとから攻めてくる敵を上から攻撃できる立地は、攻守ともに万全ともいえるものであった。


    　エルブランコとウニベルは少し離れた山の麓の森の中に降ろしてもらい、デーモン輸送班には帰りの時間を約束し、再び迎えに来てくれるよう伝える。


    「だ、だめだ。気持ち悪い……」


    　エルブランコは輸送カーゴを降りた瞬間にしゃがみ込む。二時間もあの乗り心ごこ地ちの悪いカーゴに揺られて、すっかり酔ってしまったみたいだった。吐こうとするが何も出てこず、喉のどが痛くなるだけだ。


    「もう。ワープの魔法を使えない先輩の自じ業ごう自じ得とくですよ。ワープができれば三秒で着くんですからね。早く覚えてくださいよ、まったく」


    　ウニベルはワープが使えるのだが、エルブランコに付き合ってこの輸送カーゴに同乗してきた。彼女は酔うどころか、むしろテンションが高い。


    　エルブランコはなぜかワープの魔法が苦手で、習得できる魔法レベルはあるのだが、個人的な相性のせいか使うことができないでいたのだ。こればかりはウニベルの言う通りでぐうの音ねも出ない。エルブランコ最大のコンプレックスに繋つながっているのだ。


    「と、とにかく、テリブレ城へ向かうぞ。あ、やばい」


    　エルブランコは立ち上がった拍子に胃の中のものが逆流してくる感覚に陥おちいり、すぐに木に手をついてお腹なかのあたりをさすっている。


    「薬草でも食べます？　これって乗り物酔いにも効くんでしたっけ？」


    　ウニベルが肩から提げたパンパンに膨ふくらんだリュックから緑色のしなびた薬草を取り出した。


    「あ、悪いな。一応食べておく」


    　むしゃむしゃと薬草を噛かむだけで体調が戻ってくるようだ。プラシーボ効果だとしてもありがたい。


    「それにしても、なんでそんなに荷物が多いんだ？　まさか本当におやつを持ってきたんじゃないだろうな」


    　エルブランコはウニベルのかつぐ大きな荷物が気になった。そのリュックにウニベルのお気に入りのブタのオロ君の人形が揺れている。


    「今回の仕事は探偵ですよ？　そんな手ぶらで効率的な調査ができると思ってるんですか！　探偵には七つ道具があるって知ってました？　カメラでしょ、毒針でしょ、おやつでしょ、暇ひまつぶし用のけん玉でしょ……」


    　リュックからおやつのクッキーの袋を取り出すウニベル。それとけん玉って何？　マジで遠足気分？


    「ほら、このペンダントはただのペンダントじゃないんですよ。この小さな穴に小型カメラが仕込んであるんです！　これなら誰にもバレずに盗撮できます！」


    　ウニベルは首からかけたハート形のペンダントを見せつけてくる。


    「あとこのけん玉ね、玉の部分が煙幕の結晶玉になってるんですよ！　暇つぶしにも使えて一石二鳥です！」


    　ウニベルはそのけん玉とやらを取り出し見せてくれる。


    　けん玉とは人間界のおもちゃだ。十字状の本体から紐ひもでぶら下がっている赤い玉が結晶玉らしいが、それ、けん玉の剣先で突き刺したら割れて大惨事になるんじゃないのか？


    「とにかく、毒針とか物騒なものはちゃんとしまっておけよ。俺たちは暗殺に来たわけじゃないんだからな」


    「万が一のときのためですよ。先輩が捕まったら、私が助けに行かなくちゃいけないでしょ。先輩、拷問されたらすぐゲロしちゃいそうですもん」


    　そんな恐ろしいことを言ってくれるな。テリブレ軍なら拷問とか普通にやりそうで超怖いのはマジである。昨晩はそのことを考えて、あまり眠れなかったのだから。


    「あ、先輩すでにゲロ吐きそうですもんね。リアルゲロ。プププ」


    　ウニベルがそんなこと言うもんだから、エルブランコの胃のあたりに再び違和感がこみ上げてくる。


    　そこからはなんとかほうほうの体ていで、テリブレ城まで向かったのでした。


    　途中二回吐いたけど。


    



    「あれからずっとテリブレさんのこと調べてたんですか？」


    　森を抜け、山の岩場を進みながらウニベルが尋ねてきた。エルブランコも吐いたおかげか、少し体調が戻ってきた。


    「ああ。テリブレ軍はこれまで選抜軍に二回選ばれている。その二回とも、勇者を秒殺して協会から制裁を受けているみたいだ」


    「じゃあまったく反省がないってことなんですね。そんな奴らを選抜軍にする協会も協会ですけどね。危機管理能力が欠けてますよ」


    　一丁前な口を利いているが、確かにそれはそうだ。立候補してきたのがテリブレ軍だけだったとしても、そんな魔王軍の中でもとりわけのトラブルメーカーを相手にすることはなかったのだ。


    「まさかとは思うが、協会とグルという可能性もあるな」


    「さすがにそれは考えすぎですよ。それじゃプルプラさんまで悪い人みたいじゃないですか」


    　ウニベルはプルプラに対してはかなりよい印象を持っているみたいだ。このへんの感情は女性同士の憧あこがれという言葉だけで説明できるのだろうか。


    「プルプラ殿を疑ってるわけじゃないが、最悪のケースも想定してだな……」


    「もう、ロホ博士みたいなこと言って。でも今回は初うい陣じんでは勇者を殺さなかったわけだから、多少の成長はあったわけですよ。もしかしたらテリブレさんも改心したのかもしれませんね、意外と」


    　エルブランコは逆にあの勇者戦に違和感というかしっくりこないというか、引っ掛かるところがある。攻撃もせずに殺しもせずに、圧倒的な戦力だけを誇示しただけ。そのテリブレ軍の行動には意味があるのだろうか。


    「まあそれはこれから私たちが調べることだ」


    「そうですよ。どっちにしても私たちはテリブレさんを丸裸にして、さくっと特許を取るのが目的なんですからね。それは姉さんのためでもあるんです。がんばりましょ」


    　ウニベルはルビアのためにがんばると言う。


    　エルブランコは昨日、予期せず聞いてしまったルビアのテレフォネのことを思い出した。聞かなければよかったと後悔し、できるだけ忘れようとしたが、やはり無理だった。しかし今はそんな同期への感情は仕事の邪魔になる。ウニベルにも言うわけにはいかない。


    　なんとかそっと心の奥に封印する。


    「そうだ。目の前にある仕事を全まつとうするだけだ。やるしかない」


    　そう言うとエルブランコはずんずんと先へ進んだ。


    「うわ、先輩がちょっとやる気になってる！　雨降るかも。あ、すでにゲロの雨は降らせてましたね。ププ」


    　大きなお世話である。バカにされるのにも慣れてきそうだ。


    　先を行くエルブランコの背中を見つめつつ、ウニベルはパタパタとそのあとを追いかけた。


    　テリブレ城下町へと続くであろう門が見えてきた。


    　森からここにたどり着くまで、途中見張りだとかトラップは一切なかった。所属モンスターの九割が戦闘班ということで、そういった警備面には気を遣っていないのか、若干拍子抜けしたが、苦労しないに越したことはない。


    　相手は掴つかまってしまうと拷問必至のテリブレ軍だ。魔改造まである。油断してはいけない。


    「よし、ここからはクラリティの魔法で姿を消していくぞ」


    　クラリティとは姿を透明にする魔法である。エルブランコの魔法力であれば、三人までは同時に姿を消すことができる。


    「クラリティ！」


    　ウニベルの肩に触れながら唱えると、二人の体は第三者からは見えなくなってしまった。


    「こんな上級魔法使えるのにワープが使えないなんて……。いや、なんでもないですよ。先輩はすごいなー」


    　ウニベルにまたバカにされたが、ここは任務優先だ。いちいち構ってられない。


    「すごいな。まるで要よう塞さいだ」


    　テリブレ城は山の中腹を削って作られた城である。壁の向こうに見えるただ大きく四角いだけの建物にはゴルディアス城のように上品な趣はなく、見た目は気にしないという武闘派の真骨頂のような魔王の住すみ処かであった。


    「私もテリブレ軍は書類審査で落ちてるんで、ここに来るのは初めてなんですよ。意外とでっかい城なんですね」


    　とにかくモンスターを大量に雇うテリブレ軍の書類審査でウニベルが落ちていたというのは初めて聞いた。それ、とんでもなく恥ずかしいことなんじゃないのか？


    「お前、テリブレ軍の試験で面接までいってないの？」


    「女子の過去を詮索するなんて、デリカシーのない人ですね。ささ、行きましょう！」


    　ウニベルが急せかしてくる。


    　テリブレ軍は人を見る目があるのかないのか、エルブランコは目の前の部下のポテンシャルがよく分からなくなったが、ここは黙って先を進むことにした。


    　城下町へ続く門には、守衛のモンスターもたったひとりしかいなかった。遠くから魔法で倒してしまう手もあったが、ちょうど守衛がシフトチェンジするタイミングだったので、その際にささっと門を通り抜けた。


    「意外と簡単にもぐり込めちゃいましたね」


    「勇者戦で人員が足りていないのか？　手薄すぎて逆に怖いな」


    「またビビり虫が騒ぎだしましたか？　私がついてるんで安心してください」


    　部下に心配されるとは、むしろ男としても情けない。


    　門をくぐると、まずは城下町が広がっていた。しかしゴルディアス城のそれとは大きく違っていたのは、その煩はん雑ざつさである。


    　簡単に言うと、区画整備などする気がないのか、とにかく建物や道に統一性がない。道はまるで迷路のようにくねり、そして建物も総じて古く今にも崩れそうなものばかりだ。スペースがあるならなんか建てろという、行き当たりばったりな思惑が見て取れる。都市計画なんて概念はこの町にはない。


    　エルブランコたちは姿を消しているため、ある程度は自由に町の中を探索することができたが、いかんせんテリブレ軍のモンスター自体が少なかった。


    「やはり勇者戦でほとんどのモンスターが出ているのかもしれないな」


    　エルブランコはゴルディアス城と比べて、その閑散さに驚きを隠せないでいた。


    　町並みはごちゃごちゃしているが、生活感がない。ほとんどが廃はい墟きよかと思っていたら、洗濯物が干してあったりと、よく分からない環境だ。


    　戦闘だけに力を入れすぎると、ここまで町の機能が衰退してしまうのかと、怖いもの見たさでキョロキョロしてしまう。


    「町中ゴミだらけですよ。でっかい骨とか転がってるし、こんなとこ住みたくないですね。ほんとゴルディアス軍でよかったよかった」


    　テリブレ軍が憧あこがれと言っていたウニベルまでがこの調子である。


    　外から見るのと、実際に中を見てみるのでは大違いだ。やはり働く前に職場訪問はしておくべきだと、若い子たちに伝えたい。


    「あ！　先輩、見て！　これこれ！　この制服ですよ」　


    　突然、ウニベルが通りがかりのあばら家の壁に貼はられているポスターを見つけて指をさす。


    　女性モデルが踊り子のような服を着て艶なまめかしいポーズで写っており、「テリブレ軍で開く、君の才能！」と大きく書かれている。どうやら人材募集のポスターらしいのだが、詳しい職務内容や待遇面の記載はなく、怪しいったらありゃしない。


    　そのモデルが着る制服は、一枚の布がビキニのように胸元に巻きつき、背中で大きなリボンのように結ばれ、腰からだらっと垂れている。へそは露出したまま、下半身はロングスカートなのだが、サイドにスリットが入っており太ももがチラリズム。ベースカラーはグレーで一見地味に見えるのだが、ところどころに赤色のラインが入っていて華やかだ。


    「この制服は有名なデザイナーが手掛けてるらしいんですよ。帽子には魔法使いのトラディショナルなスタイルを残しつつ、服装全体に官能的な刺激を取り入れ、アクセントにビビッドなカラーを差し入れることで個性を強調。まさにトレンドの宝石箱や！」


    　ウニベルが興奮しながら、ファッションチェックをしている。


    　個性的だとは思うが、こんな服装の女性がこの廃すたれた町並みにいてもまるでフィットしないだろう。「掃き溜めにフェニックス」とはこういうことだろうか。ちなみに防御力も低そう。


    「先輩、私ちょっと用事を思い出しました。別行動をとりますので、あとはよろしくお願いします」


    　憧あこがれの制服を着た魔法使いのポスター見つめてぽわんとしていたウニベルは、キリッと表情を整えてエルブランコに向き合った。


    「は？　何言ってるんだ？　ここはテリブレ軍の領内だぞ。仕事以外になんの用事があるんだ」


    　はてさて意味が分からないというエルブランコ。透明になっていても声は聞こえてしまうため、できるだけボリュームは絞っている。


    「ちょっとショッピングへ行ってきます。今日ここへ来たということは、あの制服を買えということなんです！　これは運命ですよ！　むは！」


    　ウニベルはポスターを指さし、興奮しきって鼻息が荒い。ていうか、制服を買う？　はぁ？


    「お前、何言ってんの？　仕事中だぞ？　それにここは敵の陣地内で、もし見つかったらただじゃ済まないんだぞ。拷問も朝飯前にやる極悪集団なんだ」


    「先輩ビビりすぎ！　今日を逃のがすと、いつテリブレ軍に来られるか分からないでしょう！　それに勇者に全滅させられたら、もう二度と買えないんですよ？　このチャンスを逃す手はないです！　行ってきます！」


    　エルブランコが制止する間もなく、ウニベルはピャーッと今来た道を戻ってしまった。


    「ウニベル！」


    　大声を出して引き止めることもできず、口をパクパクさせながら唖あ然ぜんとするエルブランコ。クラリティの魔法は詠えい唱しよう者から離れすぎると効果がなくなってしまう。


    「マジか？」


    　いったい何が起こっているのか理解が進まないが、どうやらウニベルが仕事を放棄してショッピングに行ってしまった、ということらしい。なんじゃそりゃ？


    　もはや情けない声しか出ず、曲がりくねった道を行くウニベルの姿は建物の陰に隠れて見えなくなってしまった。


    　クラリティの魔法は切れてしまったに違いないが、エルブランコはもうどうしようもない。奇行に走った部下を追いかけるということは、自らも任務を放棄することになるのだから。


    



    　単独行動をするはめになったエルブランコは、姿を消したまま城下町のモンスターたちの話に耳を傾けていた。


    　やはりテリブレ軍の所属モンスターは荒々しい獣型やアンデッド型が多い。アンデッドにいたっては「うー」とか「あー」とか唸うなりながら徘はい徊かいしているだけなので、なんの情報も得られなかった。なんか近づくだけで呪のろわれそうで、アンデッドは超不気味。


    　どこかへ行ってしまったウニベルを心配に思いながらも、これなら彼女が大量のモンスターに囲まれることはないだろうと、少し気が軽くなる。ウニベルも魔法使いなので、自己防衛の術すべは持っているし、いざとなればワープで逃げることも可能だ。


    　エルブランコはそんな閑散とした町を探索しながら、これまたボロボロで今にも屋根が崩れ落ちそうな建物の中から聞こえてくる声に反応した。


    　どうやら酒場のようで、こんな昼間から酒を飲んでいる奴らがいるみたいだ。さすがアウトロー軍団。


    　よく声が響き渡っているなと思ったら、そもそも酒場にはドアも窓もない。中ではすでにいい具合に酔っぱらったモンスターが大声でわめいていた。


    　エルブランコは窓際からそっと、その様子を覗のぞく。


    「ケガしてたらなんの収入もねえ。これからどうやって生活していきゃいいいんだよ」


    　包帯が巻かれた太い右足を椅い子すの上に投げ出した髭ひげもじゃの男が、酒を瓶のまま飲んでいる。上腕二頭筋がエルブランコの五倍くらいある屈強なドワーフだ。絶対タイマン張りたくない。


    「その右足も仕事中のケガだろう？　保険とか出ないのかよ」


    　もうひとりは黒いガーゴイル。腰こし蓑みのを巻いただけの簡易な格好で、暗い店内で背景と同化してしまっている。絶対夜道で会いたくない。


    「そんなもん出ねえよ。テリブレ軍に保険とか保証なんて概念あるもんか。死にゃあ終わり、ケガしても終わり。働けなくなったモンスターはお払い箱さ」


    　ケガをしているドワーフが嘆なげく。


    「これからどうすんだい？　足が治るまで酒飲んでるわけにもいかねえだろう」


    「人事の奴がミイラ男の包帯係にまわれって言ってきやがったよ。ミイラの包帯を一日三回巻き替えてやる仕事だとよ。給料は戦闘班の五分の一。そんなもんやってられっかよ！」


    　ドワーフはやけくそに酒を飲み干し、瓶を机に叩たたきつける。すでに目は充血して、上半身がゆらゆら揺れている。


    　戦えなくなったモンスターは即座に左さ遷せんという噂うわさは、どうやら本当のようだ。エルブランコもケガをしているドワーフを気の毒に思う。


    「あいつらアンデッドは体中腐っててくせーからな。でもよ、うちも勇者戦やってるから景気いいんじゃないのかい？　なんでその金が下までまわってこないのかね。儲もうけてるのは魔王様だけってか」


    　つられるようにガーゴイルも自分の酒を一気飲みする。もはや愚ぐ痴ちが止まらないといった感じだ。


    「おい、知ってるか？　魔王様なんて勇者戦の最中にもかかわらず、先週から別荘でゴルフ三ざん昧まいらしいぜ。いい気なもんだよ、俺らが必死で働いてるってのに、どうなってんだか」


    「ゴルフって人間どもがやってる玉打ちだろ？　そんなもんにはまって、魔王様もどうかしてるぜ」


    　上司批判と愚ぐ痴ちは酒の席にはつきものだが、その対象はテリブレ魔王にまで波及した。


    「この前も魔王が本出しただろ？　『魔王軍経営論』とかなんとかいうやつ」


    「ああ、給料もらいにいったら、一緒に分厚い本渡されたぜ。あんなもんタダでもらっても読む気にならねえよ」


    「おいおい、お前給料明細見てないのか？　あの本の代金、ちゃっかり給料から天引きされてたぞ。タダじゃないんだよ」


    「マジかよ！　そんなんありか？　あんな本、たき火の燃料にしちまったよ」


    「俺もあとがきだけ読んで捨ててやったよ。自分の魔王軍もまともに経営もできてない魔王の経営論なんて誰が読むんだよ」


    　話を聞いていると、どうやらテリブレ魔王というのもとんでもない人物みたいだ。部下からの信頼もほとんどないようで、ブラック企業の王道を行く魔王である。


    　エルブランコもゴルディアス軍でよかったと、心から思う。


    「魔王様がそんなんなのに、選抜軍に立候補したって聞いたときは、俺もびっくりしたぜ。うちはもう協会のケツの穴舐なめるような真ま似ねはしないと思ってたからな」


    「確かにな。今の勇者戦なんか、協会の手のひらで踊らされるようなもんだ。誰が転生のために勇者に殺されて喜ぶかって。俺たちゃ天下のテリブレ軍だぜ？　来世よりも今を生きてんだ。くそったれが」


    　モンスターは勇者に倒されることによって、来世はよりハイクラスなモンスターに転生できるとされている。このカルマを作ったのも、協会であり、ゲラ神である。


    　それがどうだろう、このテリブレ軍のモンスターたちは、まったくそれを受け入れていない。


    「モンスターのプライドまで、協会に決められてたまるかって。お前もミイラ男の包帯を替えるくらいなら、こんなとこ辞めちまえよ。野良のほうがモンスターらしく自由に生きられるぜ」


    　ガーゴイルが、酒のおかわりをオーダーしながら、今にも眠ってしまいそうなドワーフを諭さとす。


    「ああ、それもいいかもな……」


    　ドワーフが首を揺らしながらウトウトし始めたところで。エルブランコは酒場を離れた。


    　入り組んだ路地を右へ左へ進みながら、エルブランコは自然と視線が足元を向いていた。


    　ゲラ神がモンスターの定めとして決めたことを、なんの疑問も持たずに運命として受け入れていた自分がいる。エルブランコにとって当たり前のことが、あのテリブレ軍のモンスターからすると、モンスターの尊厳自体を侮ぶ辱じよくするものと捉とらえられていた。


    「様々な意見があって当然のことだ。ゲラ神が必ずしも正しいとは限らないってことか」


    　しかし今は悩んでいる場合ではないと、エルブランコは物もの憂うい感情に無理やり蓋ふたをする。


    　無理やり感情を封印したまま無秩序な雑踏を進んでいると、比較的大きな道に出てきた。どうやらここがメインロードになっているらしく、道の先には壁を隔ててテリブレ城と思われるひと際大きな無機質な建物がそびえている。


    　さっきの酒場での会話で分かったことは、一般のモンスターたちには選抜軍立候補の理由などは知らされていないということだ。そもそもドワーフたちは選抜軍自体に批判的であった。武闘派と呼ばれるテリブレ軍も一枚岩というわけではないらしい。


    　それにテリブレ魔王は勇者戦の最中だというのに別荘でゴルフ三ざん昧まいだということ。いったいこの魔王軍の指揮系統はどうなっているんだろうか？


    「やはり詳しく調べるには城の内部に潜入するしかないか」


    　ある程度地位の高い者から情報を得る必要がある。道の先にあるテリブレ城を見み据すえながら、決意を新たにした。


    　と、そのとき。


    　ちょうど道の反対側を城のほうへ歩いていく女魔法使いがいた。例の布を巻いただけのような制服を着て、大きな帽子をかぶっている。なにやら大きな荷物もかついでいる。


    　さっき出会った魔法使いかしらと、何気なくその姿を目で追っていると、ふと女が振り返った。


    「ウニベル！」


    　服装はあの派手なテリブレ軍の制服なのだが、その振り返った緊張感のない顔は間違えるはずがない。それに背負っているリュックにはあのオロ君の人形もぶら下がっている。


    　エルブランコは道を横切り、ウニベルのもとへ走る。何をやってるんだ、あいつは！


    「おい！　ウニベル！」


    　エルブランコはクラリティの魔法で姿を消したままである。もちろんウニベルからも見えないため、近くで囁ささやくと、「ふあ？」と驚きの顔で目をパチクリさせる。


    「先輩？」


    　透明のままウニベルの腕をつかんで、路地のほうへ引っ張る。誰かが見ていたら、ウニベルが急に横っ飛びしたように見えただろう。


    「クラリティ！」


    　エルブランコはウニベルに魔法をかける。お互い透明になったため、ウニベルもエルブランコのことが視認できるようになった。


    「あ、先輩。何してるんですか」


    「何してる、じゃないよ。お前、なんだその格好は！」


    　露出の大きなテリブレ軍の制服は、どちらかというとアマリージョの格好を彷ほう彿ふつとさせる。


    　ウニベルのへそがあらわになっていて、エルブランコもどこを見ればいいか分からなくなる。ていうかウニベルを意識してしまうのも何か違う。


    「買っちゃった！　かわいいでしょ！」


    　ウニベルはテリブレの制服を見せびらかすようにくるんと回転する。でかいリュックがエルブランコのみぞおちに容よう赦しやなくぶつかり、また吐き気を覚えた。


    「か、かわいいかどうかは別にして、仕事中だぞ！　敵の陣地に潜もぐり込んでるというのに、危険な行動をするんじゃない！」


    「だってスーツでうろうろしてるよりは、こっちのほうが安全ですよ。さっきもゴブリンさんにナンパされましたよ」


    「大丈夫か？　ゴブリンに襲おそわれなかったのか？」


    「襲われませんよ。瞬殺で断ったんで安心してください」


    　こんな敵地でゴブリンに声をかけられても、いつも通り飄ひよう々ひようと話すウニベル。


    　しかし、マジで制服を買ってくるとは思わなかった。ちょっとウニベルの行動力と緊張感のなさを甘く見ていた。


    「よし、落ち着け、テリブレ城に侵入するぞ」


    「落ち着くのは先輩のほうですよ、もう」
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    　大げさにヒーフー深呼吸するエルブランコを横目に、ウニベルはあきれ気味。


    「あれ？」


    　そのとき、ウニベルが何かに気付いたように、目線を泳がせた。


    「ほら、どこ見てんだ。ゆっくり息を吸って、吐いてみろ。気持ちが静まるから。ヒーヒーフー、さ、やってみろ」


    「え？　うそ？」


    　エルブランコの言うことなど聞こえないかのように、ウニベルは城とは反対側を見つめながら口を両手で覆おおっている。


    「おい、どうしたんだ？　まさか、ナンパしてきたゴブリンが……」


    　と言いつつ、エルブランコもウニベルの視線の先を追う。


    　そこには、信じられない人物がいた。二人がよく知る、あの女。


    「姉さん？」


    「ルビア？」


    　人通りは少なく、見晴らしのよいメインストリートのど真ん中を悠々と歩くその姿を認めた二人は、声をそろえた。


    「なんで、姉さんがこんなところに？」


    　だんだんと近づいてくるルビアはいつも通りの派手なマントに、大きな魔法使い帽をかぶっている。間違えるはずがない。昨日もゴルディアス城内で何度も会っている。


    　そのルビアの横には真っ黒のスーツを着た男が歩いている。


    「あの男！」


    　ウニベルが何かに気付いたように呟つぶやく。


    「知ってるのか？」


    「私、一度見たイケメンは忘れないんです。あの黒スーツ、この前協会ですれ違いましたよ」


    　一度見たイケメンの顔を忘れないという特殊能力はもっと仕事に生かせないものか、などとつっこむ余裕すらエルブランコにはなかった。ただただ、そのイケメンと歩くルビアに目を奪われ続けた。


    「ほら、アマリージョ様がキレて、帰る途中にすれ違ったでしょ？　狼男と一緒にいた！」


    　その狼男なら、エルブランコも見覚えがある。


    　協会に特許の申請に行き、アマリージョと協会の職員がケンカをした帰りに、廊下で二人のモンスターと確かにすれ違った。部屋を出た瞬間から独特のすえた獣臭がして、モンスターの存在には気付いていたのだ。案の定、その臭においはスーツを着た狼男から発せられていた。


    　あのとき、一緒にいたもうひとりの男か？


    「絶対そうです。あのとき、ものすっごくケモノ臭くさかったじゃないですか？　あの臭においに混ざって、横を通ったときに血の臭においがしたんですよ、あのイケメンから」


    「吸血鬼か何かか？　いや、それより、そんな奴がなぜテリブレ城でルビアと歩いてるんだ？」


    「まさか姉さんの彼氏ですかね？　こんな荒れ果てた町でデートとは、あのイケメンもセンスがないですね。もしや廃墟マニア？」


    　彼氏、という思いもよらない言葉にエルブランコはドキッとする。あいつ、彼氏がいたのか？


    「か、彼氏か……」


    　エルブランコはウニベルの言葉に、なんだか胸の奥が痛くなる。


    「冗談ですよ、本気にしないでください。でも、姉さんこんなとこで何してんだろ？　あのイケメンに案内されてるみたいだし」


    　エルブランコはふと、昨日のルビアがかけていたテレフォネのことを思い出した。


    「まさか、転職活動か？　あいつ、自分の仕事が評価されないって愚ぐ痴ちってただろう」


    　ルビアはテリブレ軍に転職するために、面接を受けに来たとでもいうのか？


    「え？　姉さん、ゴルディアス軍を辞めるつもりなんですか？　そんなわけないでしょ」


    　ウニベルがびっくりした顔で言い返してくる。


    「もし、そうだとしても私たちがとやかく言えることじゃない。ルビア個人の問題だ」


    　エルブランコは動揺していることをウニベルに悟られないように、屹きつ然ぜんと言い切った。


    　ウニベルはそんなエルブランコの発言を、ただルビアを突き放しただけの冷酷なものと受け取ったのか、強めに睨にらみつけてきた。


    「先輩ってドライなんですね。寂しいって思うのは普通じゃないですか。一緒に働きたいって思うことに、理由とか一般論とかいらないですよ」


    　ウニベルの言うことはよく分かる。だからこそ、ルビアの意思の邪魔はできないと、エルブランコは昨晩からずっと考えていたことだ。


    　ルビアが本当にゴルディアス軍に不満を抱いだいていたとして、テリブレ軍に転職しようとしているとして、それを止める権利があるだろうか。


    　エルブランコとルビアは同期の関係で、研修をともに受けたり、ときには助け合ったりもしてきた。今は部署も違うが、ライバルでもあり、かけがえのない存在だとエルブランコは考えていた。それは同期で仕事仲間という簡単な関係を超えているかもしれない。


    　ただ、そんな気持ちをウニベルの前で見せるわけにはいかない。エルブランコはエルブランコで、この状況には相当ショックを受けているのだ。


    　ルビアと黒スーツの男は、そのまま城のほうへ歩いていく。男が笑顔で語りかけ、それに対してルビアが無表情で頷うなずいている。敵対しているような関係性には見えないが、仲がいいようにも見えない。


    　所属する魔王軍が違っても、モンスター同士が仲良くすることは悪いことではない。ゴルディアス魔王も、仲のいいバルバロ魔王という友人がいる。ルビアとあの男が恋人同士であったとしても、なんら責められることはない。エルブランコにとっては複雑ではあるのだが。


    　しかし、転職活動だとすると、少し話が違ってくる。


    　ルビアは開発部の主任として、ゴルディアス軍の技術や情報を握っている。今回の新型結晶玉にも関わっており、もしテリブレに転職するとなると、その機密事項まで一緒に行ってしまうことになる。魔王軍単位で考えると、非常に大きな流出となる。


    「先輩、追いましょう。城に入っていきますよ」


    　メインロードの先には再び門があり、その大きな壁の先にテリブレ城がある。


    　黒スーツの男が守衛に話しかけ、門が開かれる。ここは守衛も三人おり、城下町に入るときのセキュリティよりはさすがに厳しそうだ。


    「もちろんだ。テリブレ軍を調べることが私たちの仕事だからな」


    　あくまでルビアの行動は関係ないというようなエルブランコに、ウニベルは不満そうに頬ほおを膨ふくらませる。


    　ルビアと男が門の中へ入ってから、行動を再開する。できるだけ遠回りしながら城門に近づくエルブランコの後ろを、ウニベルがついてくる。


    「あ、やばい！」


    　エルブランコが何かを察し、急に立ち止まる。


    　よそ見をしていたウニベルはその背中にぶつかり、後ろに尻しりもちをついてしまった。大きなリュックを背負っている分、重心が後ろに偏かたよっていた。


    「もう！　急に止まらないでくださいよ」


    　どっこいしょと起き上がるウニベルの腕をつかみ、また路地裏に引っ込もうとするエルブランコ。


    「やばい。ＭＰが切れそうだ。ちょっと、待ってくれ」


    　メインストリートから一本入った路地裏で、エルブランコはしゃがみ込んでしまった。


    　なんと魔法を使うために必要なＭＰが尽きそうになっていた。これが尽きれば、もちろんクラリティの魔法が切れてしまう。


    「ええ、何してんすか先輩！　冗談はファッションセンスだけにしてください！」


    　ＭＰにファッションセンスは関係ないだろうが！


    　膝ひざをついたエルブランコの顔色がみるみる青くなっていく。


    「ちょっと先輩、大丈夫ですか？　クラリティって結構高等魔法でしょう。私まで長時間消してるから、ＭＰの消費が半はん端ぱないんですよ」


    　魔法は無限に唱え続けられるものではなく、ＭＰという精神力のようなものを削りながら唱えている。このＭＰの量も個人差があり、強力な魔法ほどこのＭＰの消費が大きいのが常である。


    「ここのところ仕事が忙しかったから、ちょっと疲れただけだ。ＭＰ回復アイテム持ってないよな？」


    　エルブランコは膝をついて、肩で息をし始めた。


    「持ってないですよ。あれ高いですもん。昨日も夜遅くまでテリブレ軍のこと調べてたんでしょう？　夜更かしがＭＰに一番悪いんですよ。それに今朝からゲボゲボ吐いてたし」


    　反論のしようがないエルブランコ。


    　ウニベルは腰に手を当てて、エルブランコを見下ろしている。体調管理ができていないなんて、上司の威厳がまるでない。


    「あ、切れた」


    　ウニベルはすっと背中から空気が抜けるような感覚になる。いよいよクラリティの魔法が切れたようで、もう一歩、路地裏を奥に進む。これで二人の姿は丸見えだ。


    「すまん、ＭＰがなくなってしまった。まったく、上司の私がこんな体ていたらくでは。他の侵入の方法を探そう」


    　エルブランコは壊れかけの家屋に背中をもたれかけながら、よろよろと立ち上がる。ＭＰ枯こ渇かつが体力減退に直接繋つながるわけではないが、どうやら体調自体がすこぶる悪い。今朝ここへ来るとき乗り物酔いをしていたのも、関係がありそうだ。


    「先輩、体調悪いんでしょ？　ここで休んでいてください。私が行ってきます」


    　ウニベルはエルブランコの肩を無理やり押し込んで、そのまま小さな酒さか樽だるに座らせた。


    「行くってどうやって？　姿は消せないし、部外者が城に潜入するのは簡単なことじゃないぞ」


    「先輩がそんなんだから、私が行くしかないんでしょう、もう！」


    　両手を伸ばしてくるんと回るウニベル。ロングスカートがふわり。


    「テリブレ軍の制服を着てるんですから、バレっこないですよ！　実は先輩のＭＰが切れることまで想定して、これを買いに行ったのでした！　この危機管理能力を褒ほめてください！」


    　えっへんと、鼻高々なウニベルと、お口ぽかんとそれを見上げるエルブランコ。


    「いやいや、結果オーライだが、さすがに制服を着ただけで潜入は難しいだろう。お前、テリブレ軍がどれだけ恐ろしい魔王軍か分かってないだろ？　捕まったら最後、世にも恐ろしい拷問が待ち構えているんだぞ。あいつら磔はりつけにしてからナイフで肉を切り落としたりするみたいだし。魔改造されて腕にカッターとかつけられたらお嫁にも行けないぞ！」


    　これは昨晩読んだ「実話モンスターズ」というゴシップ雑誌に載っていたことだ。モンスターの拷問特集が組まれていて、エルブランコはこれを読んでしまったせいで眠れなくなってしまったのだ。


    「魔改造とか、そんなことあるわけないでしょ。さっきのショップの店員さんもすごくいい人でしたし、そんな悪いところじゃないですって。それより早く姉さんを追わないと。先輩とここでグダグダしてる時間はありません」


    「グダグダしてるわけじゃない！　ちゃんと対策を立てないと、行き当たりばったりじゃ……」


    「先輩のＭＰ切れで、考えてた計画は全部おじゃんでしょ！　私は先輩と違って危なくなったらワープで帰れますから大丈夫です」


    　部下にこんなこと言われてはエルブランコの立つ瀬がない。


    「あ、そうだ。こんなこともあろうかと、これこれ」


    　ウニベルは大きなリュックに手をつっこみ、結晶玉を二つ取り出した。


    「これ、昨日買い出しに行ってたときに露店で見つけたんですよ。なんかウインドテラーの魔法を閉じ込めた結晶玉らしいです。怪しいけど」


    　その結晶玉は真っ黒で変なシールが貼はられていて、いかにも怪しい。たぶん特許も取っていない闇アイテムに違いなかった。


    　そのひとつを無理やりへたりこむエルブランコに渡してきた。


    「ほら、ここに穴が開いてるでしょ？　ここに語りかけると風が飛んでもうひとつの結晶玉に音声を届けてくれるんですって。短時間ならこれで音声のやり取りができるはずです」


    　結晶玉に貼られていたシールをはがすと、その下に小さな穴がいくつか開いていた。闇アイテムとはいえ、便利なものがあるものだ。


    「私がテリブレ城の中からこれを使って実況中継しますんで、ここで聞いていてください。こう見えても実況とか得意なんです」


    　そういえば前回の勇者戦でもそんなことしていたような。


    　ウニベルは「じゃあ」と片手を上げ、キリッと城門のほうを睨にらむ。


    「あ、そうそう。この制服代、仕事で使うんですから経費として落としてくださいよ！」


    「おい！　ちょっと、じゃあじゃない！　待てって！」


    　バイバイと手を振りながら、そのまま走っていくウニベルを、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのエルブランコは止めることなどできなかった。猪ちよ突とつ猛もう進しんという言葉がよく似合うウニベルの暴走である。


    　ウニベルひとりをテリブレ城内に送るのは危険すぎる。しかしＭＰの回復を待っているほど呑のん気きにしてはいられないのは確かだ。


    　エルブランコは前回の勇者戦でも同じようなケースがあったことを思い出してしまった。


    　あのときはウニベルをひとりで勇者のところへ向かわせて、大失敗をしてしまったのだ。それが原因でエルブランコが三日も部屋に引きこもってしまったのは、今は昔。あのときよりはウニベルも多少は仕事への取り組み方が真ま面じ目めになってきたし、成長もしているはずだ。


    　だがしかし、心配であることに変わりはない。


    「情けない。今回も大事なところで、何もできないとは」


    　うなだれるエルブランコ。同期のルビア、部下のウニベル、そして何もできない自分。


    「いや、ここはウニベルを信じるしかない。今こそ部下への信頼というやつだ」


    　このまま落ち込んでいても何にもならない。できるだけ前向きになろうと心がけるも、今はとりあえずＭＰの回復を待つことしかできない情けない上司のエルブランコであった。


    



    　弱っているエルブランコを置いていくことに多少後ろ髪を引かれる思いはあったが、二人でＭＰ回復を待つことのほうが効率は悪いのは明らかだ。それならひとりで潜入したほうが、ポジティブな結果が得られるに違いないとウニベルは考えたのだ。


    「もっとがんばって、先輩から仕事任せてもらえるようにならないと」


    　怪しくならないように、むしろ堂々と、しゃなりしゃなりと城門に向かうウニベルがぽつりと呟つぶやいた。


    　先日の幹部会議で、初めて議事録を任された。新しい仕事を任されたことが素直に嬉しかった。ウニベルはあの経験に達成感を感じていたのだ。


    　テリブレ軍では失敗すると左さ遷せんになったりクビになるという話を聞いて、ゴルディアス軍でよかったと思う半面、その恵まれた環境に甘えてはいけないという気持ちも生まれてきた。


    　もっとがんばって先輩に、上司たちに認められよう！


    　ウニベルは新人なりに仕事のやりがいをそこに見み出いだしていた。


    　もうひとつ、ルビアが本当にゴルディアス軍に失望してテリブレ軍に行こうとしているのなら、ちゃんと引き留めたい。それはルビアのためではなく、一緒に働きたいというウニベルのわがままな願望かもしれない。それでも、ウニベルは、このまま何もしないよりはできることをやろうと思った。


    　ウニベルは魔法使いの制服を買ったショップで、テリブレ城のことをさりげなく聞き出していた。城門に守衛はいるが、セキュリティは意外と脆ぜい弱じやくで、モンスターなら誰でも気軽に中に入れるらしい。


    　となると、堂々と当たってみるのが最善策である。


    「こんにちはー」


    　ウニベルは片手を上げ、門の横に立っている守衛のデーモンに挨あい拶さつをした。いつも来てる常連感を出すのが一番である。


    「あれ？　なんで魔法使いがこんなとこにいるの？」


    「ちょっと忘れ物ですー。中、いいですか？」


    　舌をペロッと出して、ドジッ娘を演じる。このへんはナチュラルで慣れたものである。


    「バカだなぁ、ほら、早く行きな」


    　なんて簡単なのでしょう。デーモンは門の閂かんぬきを抜いて、さっさと門を開けてしまった。ゴルディアス城ではありえない防犯意識の低さに呆ぼう然ぜんとなる。


    「ありがとうございますー」


    　武闘派というか、ここのモンスターはアホなのかもしれないと、ウニベルはあっさり城への潜入に成功した。


    「こちらウニベル。聞こえますでしょうか。どうぞ」


    　テリブレ城への門をくぐり、さっと陰に隠れ、ウインドテラーの結晶玉に語りかける。


    「ウニベルか？　大丈夫か？　悪そうなモンスターについて行っちゃダメだぞ」


    　決してクリアではないが、エルブランコの声が聞こえてきた。一応ちゃんと結晶玉の用途は果たしているようである。


    「心配ばっかしてないでください。お母さんですか」


    　そう言いながら、テリブレ城を見上げるウニベル。


    　さすがに城下町の建物よりは上等な造りの城がそびえていた。といってもゴルディアス城と比べると、大きさは半分以下かもしれない。煉れん瓦が造りではあるが老ろう朽きゆう化が激しく、デザイン性のまったくない、ただの四角い建物を継ぎ足していったような建物だった。高さも大きさもまちまちで、まるで積み木で作った城みたいと、ウニベルは第一印象で感じた。


    「とりあえず門はくぐりましたよ。これからテリブレ城内部へ侵入したいと思います。どうぞ」


    　ウニベルは堂々と表玄関から城の中に入る。


    　ショップ店員によると、今は勇者戦で城に残っているモンスターはわずかな内勤班だけらしい。約九割の戦闘班モンスターは出張中で、どうやら魔王も城にはいないらしい。


    　城のだだっ広いエントランスホール。城内に入った瞬間、なんだかすえた臭いが充満している。


    「なに、この臭い？　死体？」


    　見たところその辺で誰かが死んでいるわけでもなかった。


    『どうした？　死体があるのか？　アンデッドのモンスターが昼寝してるだけかもしれんから近寄っちゃダメだぞ。血吸われるぞ！』


    「独り言ですよ。いちいち反応しないでください」


    　城に入ってからは声のボリュームをいっそう落とす。どこで誰に聞かれるか分からない。


    　床には一面、赤いカーペットが敷かれている……。と思ったら、どうやらこれは血で染まっているようだ。入ったときに感じた嫌な臭いの原因は、これだ。


    　歩くたびにぴちゃぴちゃと、まだ血も乾ききっていないようで、ウニベルはついつま先立ちになってしまう。


    　いったいここで何があったのだろうか？　エルブランコを連れてきていたら、この段階で卒倒していたかもしれない。このことは黙っておこう。


    　血だらけの床のエントランスホールの壁際には消費アイテムが山のように箱ごと積まれていた。ゴルディアス城ではアイテムは地下の倉庫で一括管理されているが、ここは城のホールが物置場として活用されているようだ。これでは在庫管理も適当なのかもしれない。ゴルディアス軍では考えられない管理体制だ。


    　魔法使いの制服を着ていても、できることならば誰にも会いたくないのでなるべく身を小さく屈め、そろそろと歩く。足元の血が、いちいち不快でたまらない。帰ったら靴を洗わなくちゃ。


    　正面の階段に近づくと、二階のほうから声が聞こえた。


    　男の声だったが、さっきのイケメン黒スーツかもしれない。


    　正面の大きな階段を足音をたてずに上る。


    「いやいや、よくぞ来ていただきました。ちょっと現在勇者戦の真っ最中ですので、城の中も散らかっていて申し訳ございません」


    　男の声だった。二階に上がると、会話の内容も聞き取れるようになってきた。


    「誰かいます。先輩も静かにしててくださいね」


    　ウニベルは結晶玉にヒソヒソ語りながら、その部屋の壁際に移動する。


    　窓が少し開いている。恐る恐る中を覗のぞいてみると、ルビアの後ろ姿が確認できた。その対面にはやはりさっきのイケメン黒スーツと、協会にいた狼男がいる。


    「やっぱり、あいつらだ」


    　ずっと窓から覗のぞいているとバレてしまうので、ウニベルは顔を引っ込めて窓枠の下にしゃがみ込んだ。幸い、この部屋以外からはモンスターの気配はない。


    　ウニベルは首のカメラ内蔵のペンダントを外し、少しだけ開いている窓の隙すき間まに差しこんだ。


    　これで部屋の中の映像と会話は録画できる。


    「わざわざ履歴書まで持ってきていただいて、ありがとうございます。今は開発主任として、新型の結晶玉を開発していらっしゃると。これはたまげた、優秀でいらっしゃる」


    　狼男が喋しやべっている。あのイケメンの上司だろう。獣人型は見た目で年齢が読めないので、断定はできない。


    「結晶玉の詳しい内容は言えないけど、期待してもらっていいと思うわ。これの特許が取れるなら、必ず売れるはず」


    　城下町でみかけた姿だけでなく、やはり声もルビアそのものであった。


    　ウニベルは壁越しに結晶玉について語るルビアの声を聞いて、複雑な気持ちになる。だんだんと、ルビアがゴルディアス軍を裏切ろうとしている確証が固まっていく。


    「オクパード課長、例の話をぜひルビアさんに」


    　この声はおそらく、あのイケメンだ。狼男が課長と呼ばれたということは、やはり上司か。


    　ウニベルは部屋のドアにかかっている札を見る。「経営戦略課」という大層な名前だ。あの狼男、テリブレ軍ではかなりの大物に違いない。


    「まあグリス、そう焦あせるな。というのもルビアさん。うちも今や暴力一筋でやっていくわけにもいかなくなりました。それで開発にも力を入れていきたいと思っておったのです」


    「もしルビアさんに来ていただけるのなら、その開発の責任者になっていただけないかと話していたんですよ」


    　イケメンの声は甲かん高だかく響き、嬉しそうだ。なんだかルビアをこのイケメンに取られるような気がしてきて、ウニベルは腹が立ってきた。


    「これまでは開発はされてこなかったんですか？」


    「ええ、魔王様の方針というか、開発スキームはテリブレ軍の中でプライオリティが低かったのは事実です。ただこれから魔王軍をやっていくには、アイテム開発は重要なファクターになりますからね」


    　ウニベルはスキーム、プライオリティ、ファクターという謎の単語が出てきたので顔をしかめた。メモしておいてあとで先輩に質問しようと、リュックから手帳を出そうとしたら、手に持っていたウインドテラーの結晶玉を落っことしてしまった。


    「やば！」


    　床には血まみれのカーペットが敷かれていたので音はならなかったが、結晶玉はコロコロと階段の下まで転がって行ってしまった。


    　部屋の中の様子が気になるが、ウニベルは慌てて一階に結晶玉を取りに行く。ペンダント型カメラが一部始終録画してくれているはずなので、聞けなかった部分は帰ってから確認すればいい。


    『なんだ？　どうした？　見つかったのか？』


    　結晶玉を拾うと、エルブランコの焦あせる声が聞こえる。


    「なんでもないですよ。もうちょっと黙っててください」
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    　ウニベルは静かに階段を上がり、再び部屋の前に戻った。


    　ルビアの面接は、待遇面の話まで進んでいた。


    「……今申し上げた通り、予算は潤じゆん沢たくに確保できる予定になっています。ですので、ルビアさんの待遇とお給料もこれくらいを考えております」


    　イケメンの声ののち、しばしの無言。なにか条件を見せられているのだろうか。


    「悪くないですね。開発部を新設して、そこの部長を任せていただけると」


    「はい。好きなように開発していただいて結構です」


    　何か、書類をめくる音がする。再び、沈黙。


    「分かりました。こちらからお会いしたいと言って面接していただきましたが、少し考えさせてください」


    　椅い子すと床が擦すれる音とともに、ルビアの声がした。もう帰るのだろうか。


    「もちろんです。こちらとしては優秀な人材はできるだけ確保したいと考えております」


    「前向きに検討させていただきます。お返事は近いうちに」


    　扉が開き、「お送りします」というイケメンの声。


    　ウニベルは中腰のまま、さっとペンダント型カメラを回収し、慌あわてて部屋から離れる。階段を下り、積まれたアイテムの箱の陰に身を隠した。


    「ワープで帰りますから、ここで結構です。では、また」


    　ルビアが部屋から出てきて、階段を下りてくる。


    　前向きに検討するという言葉にショックが隠せない。結晶玉からはエルブランコの声が聞こえなかったが、おそらく今の一連の会話は聞こえていたはずだ。


    　信じたくないが、ルビアはテリブレ軍に自分を売り込み、その面接のために、今日ここへ来た。それだけは確定した。


    　ルビアが階段を下り、隠れるウニベルの横を颯さつ爽そうと通り過ぎていく。そのまま城を出ていってしまった。


    　一瞬、ウニベルのほうを見たような気がしたが、きっと気のせい。ウニベルはルビアの存在自体が遠くなっていくのを、アイテム箱の陰で小さくなりながら感じた。


    「……先輩。聞こえてましたか？」


    　ウニベルは精一杯いつも通りの声を出そうとしたが、明らかに覇は気きのない声になっていることに自分でも気付いていた。


    『ああ。聞こえてた』


    　エルブランコも同じように元気がない。


    　ウニベルは一階の積まれたアイテム箱の間にしゃがみ込んだまま、見つからないように小さくなった。


    「先輩は先に帰っておいてください。そろそろデーモンさんが迎えに来る時間でしょ。私はワープで帰れますから」


    　もうひとつ声のボリュームを落とし、結晶玉に囁ささやきかける。


    『大丈夫なのか？』


    「見つからないように脱出したら、すぐに帰りますんで」


    　と、そこまで話したところで結晶玉が反応しなくなってしまった。ウニベルは耳に当ててみたが、すでにエルブランコとの通信は途絶えている。中に閉じ込められていたウインドテラーの魔法がすべて放出されたみたいだった。さっき階段から転がり落ちた時に壊れたのかもしれない。


    「やっぱ特許のない安物はダメだなぁ」


    　ウニベルは空っぽの結晶玉をそっと足元に置き、周囲の気配を窺うかがう。


    「いやぁ、なかなかできそうな人でしたね」


    　ウニベルが逃げようと思っていたところ、階段の上から、イケメンの声が聞こえてきた。急いで元いたところに身を隠す。


    「ゴルディアス軍の開発主任と言っていたが、開発中の結晶玉の件が本当ならば利用できるな」


    　今度は狼男の声。ルビアのことを話している。


    　二人は階段の上で立ち止まったまま、話し始めてしまった。


    「しかしオクパード課長。ルビアさんに提示した給料。開発部長にしても桁けた外はずれの額ですよ」


    「この前ドラゴンをクビにしてやっただろう。その人件費がちょうど宙に浮いているのだ」


    「ああ、魔王様に挨あい拶さつせずに目の前を横切ってしまったドラゴンの件ですね。あの程度の粗相でクビになるんだから、我わが軍は本当に容よう赦しやないですね」


    「テリブレ魔王の機嫌を損ねたら、君もすぐにクビ、よくてミイラ男の包帯係にでも左さ遷せんだ。気をつけなさい」


    「はい。そんな窓際職、僕の経歴に傷が残りますからね」


    　やはりミスを犯せばすぐにクビないしは左遷という噂うわさも真実のようだった。


    　ドラゴン部隊の件が本当なら、ミスというか魔王に挨拶しなかっただけでクビなんてひどいにもほどがある。


    「まああの計画がうまくいけば、金の問題などこの先十年は心配がなくなるだろう。あの女一人の人件費などなんとでもなる」


    　計画という言葉に、ウニベルは耳を研とぎ澄ます。なんのことだろうか。


    「ふふふ、そうですね。課長はその件で明日は朝から出張ですよね。そういえば、勇者戦に派遣しているモンスターたちはどうします？」


    「切りのいいところで撤収させよう。もうそんな茶番に付き合う必要はなくなるからな」


    　ますます疑問が膨ふくらむウニベル。


    　その計画とは勇者戦よりも重要なことなのか？　いったいテリブレ軍は何を考えているのだろう。


    「まあ開発中と言っていた新型の結晶玉の設計図さえ手に入れてしまえば、あの女自体に用はないがな」


    　今度は狼男がとんでもないことを言い始めた。


    「そうですね。ルビアさんは適当ないちゃもんをつけて包帯係にでも左さ遷せんして、浮いたお金で飲みに行きましょう、課長！」


    「フフフ。それは横領といういうやつだ。そういえばいいトロールの肉を食わせる店が最近できたと聞いたんだが、今度そこにでも行ってみるかな」


    「いいですね。僕たちも報酬に与あずからなくてはやってられませんよ。ゴルディアス軍の開発技術だけとっとと奪えば、あとは知ったこっちゃありませんよ」


    「お前もひどいことを言うようになったな。ずいぶんとテリブレ軍の空気に染まったようだ」


    「課長ほどではありませんよ！」


    　ガハハ、こりゃ愉快と笑う狼男とイケメン。


    　なんてひどい奴らだと、ウニベルは歯を噛かみしめる。


    　──パリン


    　突然何かが割れる音が、ホールに響いた。


    「何の音ですか？」


    「何かが割れた音のようだな。確認してくれ」


    　しまった、とウニベル。


    　足元に置いていたウインドテラーの結晶玉を踏んで割ってしまったのだ。これは軽率すぎるミスだ。


    　あの二人にも聞かれてしまったようで、イケメンのほうがウニベルの隠れているほうへ向かってくる。


    　もはや見つかってしまうのも時間の問題だ。ウニベルは動くに動けない。


    「あ」


    　アイテム箱の間を覗のぞき込んできたイケメンに、ウニベルはなす術すべなくあっさり見つかってしまった。


    「グリス、どうした？　何かあったのか？」


    　狼男は心配性なのか慌あわてだした。


    「こ、こんにちは」


    　イケメンに上から見下ろされ、しゃがんでいたウニベルはとりあえず挨あい拶さつをしてみた。


    　何せ今はテリブレ軍の魔法使いの制服を着ている。むしろ堂々と振る舞えば、この場を切り抜ける方法が浮かぶはずだ。


    「課長、うちの魔法使いの子みたいです。見たところ、まだ若い。今なら口封じも可能かもしれませんが、どうしましょうか？　僕たちのさっきの話を聞いていたかもしれません。念のため殺しておきましょうか」


    　イケメンはウニベルを見下ろしたまま、ぼわんと右手にナイフを出現させた。


    「いやいや、ちょっと待ってください！　私はちょっと忘れ物を取りに来ただけでして、何も聞いてないですよ！　てへ」


    　ウニベルはしゃがんだまま、ナイフを振り上げたグリスを制止しようと笑顔を振りまいた。


    「え、そうなのか？　じゃあ早く持ち場に戻りなさい。僕たちは込み入った大人の話をしているのでね。二度と近寄らないように。次はないよ」


    　イケメンはにこっとして、ナイフを消し去った。


    　助かった。まさか今の言い訳で窮地を脱するとは、このイケメンはアホなのだろうか。なんとか間一髪殺されなくて済みそうだ。くわばらくわばら。


    　ウニベルはさっと立ち上がり、道を空けてくれたイケメンに会釈し、表へ出た。


    「お疲れさまでしたー」


    　ウニベルは階段の上で腕を組んでいる狼男にも頭を下げ、急いで逃げ出そうとしたが、そうは問屋が卸おろさなかった。


    「おい、見逃すとでも思ったか！　グリス、お前はバカか。その女をひっ捕とらえろ！」


    　命令されたイケメンが、慌あわてて去ろうとするウニベルの腕を掴つかんだ。


    　この狼男、アホではなかった。


    「おい、女。忘れ物を取りに来ただと？　健康な魔法使いどもは全員地下室に閉じこめて、魔法エネルギー抽ちゆう出しゆつ作業をさせているはずだぞ。そんな嘘うそ、私には通用しない」


    　やばい。とにかく、やばい。さすがのウニベルも、背中に冷や汗が流れるのを感じた。


    「あの、ええっと……」


    　下へ手たなことを言えばバレてしまう。まさかゴルディアス軍が潜入していると知れば、間違いなく殺されてしまうだろう。


    　ウニベルは必死で頭を回転させるが、この窮地を切り抜けるアイデアが浮かばない。


    　こんなことならばエルブランコの言う通りもっと対策を立てておくべきだった。


    「グリス、部屋に連れてこい」


    「あ、はい！　怪しい女、行くぞ！」


    　一度は見逃してくれたイケメンに腕を引っ張られ、ウニベルはさっきルビアが面接を受けていた部屋へ引きずり込まれた。


    「じっくり話を聞かせてもらおうか。極ごく悪あく非ひ道どうのテリブレ軍に潜入してきたからには、もちろん覚悟あってのことだろうからな。ここの床が血にまみれている理由、身をもって知ってもらうことになる」


    　こうしてウニベルはなす術すべなくテリブレ軍に捕らわれてしまった。

  


  
    第三章　そしてウニベルはいなくなった
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    　エルブランコはテリブレ城下町を誰にも見つからないように慎重に脱出を図っていた。


    　デーモン輸送班との待ち合わせ時間までもう一時間を切っており、あたりも暗くなってきたことで移動はしやすくなった。再びクラリティの魔法を唱えられるくらいまでＭＰが回復しなかったため、丸見えの状態で闇に紛れながらの脱出である。


    「ウニベルは大丈夫だろうか……。脱出できただろうか」


    　ウニベルに渡されたウインドテラーの結晶玉は途中で壊れてしまい、通信が途絶えてしまった。闇アイテムはこういうところで信用がならない。


    「あいつはワープで帰れるが、むしろ私のほうが足手まといになるとは」


    　ワープの魔法が使えないエルブランコは、迎えのデーモン輸送班を頼るしかない。これを逃のがすとひとりテリブレ城に取り残されることになる。それだけは勘弁してほしい。


    　エルブランコは城下町を抜け、ランデブーポイントの森の中へと急いだ。


    　森に入ると、約束の場所にはすでにデーモンの輸送班が待ち構えていた。四角いカーゴと、デーモンが六匹。


    「あれ、エルブランコ様だけですか？」


    「ああ、ウニベルとは別行動を取っている。さあ、帰ろうか」


    　荷物の運搬にも使われる簡素なカーゴに乗り込む。


    「おひとりだったら最初に言っておいてください。帰りも二人だと思って六匹で来たのに。これじゃ二匹分の手当が出ませんよ」


    　ゴルディアス魔王軍の規則集によると、ひとりを輸送する場合はデーモンが四匹、二人輸送なら六匹という規則があるらしい。その人数に応じた手当が出るみたいであった。


    「悪かった。総務部には私から全員に手当を出すように伝えておく」


    「お願いしますぜ」


    　デーモンは不満そうな顔を封印して、コンテナの扉を閉めた。


    　モンスターもいろいろと規則に縛しばられて働いている。これがモンスターらしい人生なのかと問われると、どう答えればいいのだろう。


    　帰りもダイナミックに揺られること二時間。


    　ゴルディアス城の東にある道場の屋上のヘリポートに到着した。


    「お疲れさまでした」


    「ご苦労さま」


    　千鳥足でコンテナを降りるエルブランコ。またも酔ってしまって、口元を押さえている。


    「手当の件、頼みましたよ！　うちらも生活かかってるんですからね！」


    　片手を上げてデーモンに応え、とりあえず自分の部屋に戻ることにした。


    



    　部屋に戻って酔い覚ましに薬草を齧かじりながら、ウニベルへテレフォネをかける。


    　彼女はゴルディアス城下町にある寮に住んでいる。新人は一年間、ほかのモンスターたちと共同生活をする決まりになっていた。


    「はいはい」


    　テレフォネに出たのは寮長の女性だった。


    「あ、もしもし。エルブランコですが、ウニベルをお願いします」


    「ウニベルちゃん？　まだ帰ってないわよ。あなたと出張に行くって、今朝聞いてたんだけど？」


    「え？　まだ帰ってない？」


    　エルブランコは時計を確認する。もうすぐ十二時を回りそうだ。


    「あなた、出張はどうなったの？　まさかウニベルちゃんに何かあった？」


    　なかなか鋭い寮長。寮に住むモンスターたちは子どものような存在で、心配からくる直感に違いない。


    「いえ、大丈夫です。帰ってきたら、私に連絡を入れるよう、伝えてください」


    　二時間かけて輸送班に揺られながら帰ってきたエルブランコ。てっきりウニベルのほうが先に帰城していると思っていた。


    「まさか、そんな？」


    　ウニベルはテリブレ軍に捕まってしまったのか？　


    　エルブランコは途端に焦しよう燥そうの気持ちが込みあがってきた。


    　あのあと、ウニベルの身に何かが起こってしまったのだろうか？


    「なんてことをしたんだ、私は！」


    　体調が悪かったことも、ワープが使えないことも、言い訳にはならない。最初にテリブレ軍はあれだけ危険なところだと、肝きもに銘めいじていたはずなのに。


    　エルブランコはジャケットを再び着込み、部屋を飛び出した。


    　魔法塔はこの時間になっても一階のカフェは営業中だった。


    　塔の地下では魔法使い班が二十四時間シフト制で魔法力捻ねん出しゆつ作業をやっている。蓄えられた魔法力はゴルディアス城内の設備を動かすために使われている。水晶ディスプレイやテレフォネなどの魔導器はこの魔法使いたちの働きによって使うことができているのだ。


    　エルブランコがアマリージョの部屋へ向かおうとしたそのとき、ちょうどエレベエタが一階に到着し、扉が開くと、そこにはルビアがいた。


    「ルビア！」


    　タイミングがいいのか悪いのか。


    　ルビアはエルブランコを認めると一瞬驚いて見せたが、すまし顔でエレベエタから降りてきた。


    「こんな遅くにどうしたの、エルブランコ君」


    　ウニベルはルビアを追って、テリブレ城へ入っていった。もしかすると、城内でバッタリ会って、ウニベルのことを知っているかもしれない。


    　ウニベルのことを聞くか？　いや、ルビアがテリブレ城で面接を受けていたことをここで追及するのも気が進まない。そうなるとエルブランコがテリブレ城に行っていた理由も明かさなくてはならなくなる。


    「ああ、ちょっとな」


    　エルブランコは逡しゆん巡じゆんしたのち、それだけ伝えた。


    「魔王秘書ともなると大変なのね。朝も夜もなく働きっぱなしで」


    「お前こそ、アマリージョ様のところに行っていたのか？　何かあったのか？」


    　ルビアが一瞬、眉まゆをひそめたのを見逃さなかった。


    「ええ、そうだけど、エルブランコ君に関係ないでしょう？　あなたも今自分がやっている仕事のこと、言えないでしょ？　そういうこと」


    「それは何かを隠してるってことか？　お前、今日は何してたんだ」


    「何って、一日中、開発部で仕事してたわよ。それが何か？　これで満足かしら」


    　ルビアは視線を外し、興味なさそうに答えた。


    　一日中開発部にいたという嘘うそを暴くべきだろうか。ウニベルのことを考えると、どうするべきなのか。


    「ほら、早く行ったほうがいいんじゃないの？　私も忙しいの。おやすみ」


    　逃げるように、ルビアが塔から出ていこうとする。エルブランコもこれ以上声をかけられず、エレベエタに乗り込んだ。


    「くそ、どうすりゃいいんだ！」


    　エルブランコはアマリージョの部屋がある最上階のボタンを、思いっきり叩たたいた。


    



    「夜分、すみません。緊急事態が」


    　アマリージョの部屋に着くと、彼女はまだ水晶ディスプレイと山積みにされた書籍やファイルを睨にらみながら、仕事をしていた。


    「どうしたの。テリブレ軍の調査は終わったの？」


    　気けだるそうなアマリージョに腰が引けたエルブランコだったが、ここで引くわけにはいかない。


    「ウニベルが、テリブレ軍に捕まったかもしれません」


    「なにそれ？」


    　どこまで報告すべきかエルブランコは悩んだ。


    　エルブランコのＭＰが切れ、ウニベルが単独で潜入したこと。それからウニベルが帰ってこないこと。すべては自分に責任があること。以上。


    　悩んだ末、ルビアがその場にいたことは伏せた。


    　それは彼女のパーソナルな事情であり、エルブランコが告げ口するようなことではないと判断したからだ。もし、隠していたことがバレてあとから糾きゆう弾だんされたとしても、エルブランコはそれを甘んじて受け入れる覚悟はあった。


    「ウニベルとは連絡が取れないわけね？」


    「はい。申し訳ございません」


    　エルブランコが深く頭を下げ、アマリージョも立ち上がった。


    「まああなたがテリブレ城に残っていてもどうにもならなかったわ。ここへ帰ってきたのは賢明よ。あなたまで捕まってたら、目も当てられないわ」


    　アマリージョはウニベルを見捨てる形で帰ってきたエルブランコに非はないという姿勢をとった。そう言われてもエルブランコの気は休まらない。


    「こんな夜中にはどうしようもないわね。明日朝イチで幹部会議を開くようゴルディアス様に打診するわ。まったく、世話が焼けるわね」


    「申し訳ございません」


    「あなたが謝ってもどうしようもないことは分かっているでしょう。私は忙しいのよ、あなたも早く帰って休みなさい」


    　アマリージョの、まるでウニベルのことよりも自分の仕事が忙しいかのような口ぶりに、エルブランコはショックを受ける。


    　あまりにもアマリージョの対応はあっさりしすぎではないか？　ウニベルがあのテリブレ軍に捕まったかもしれないのだ。まるで見捨てたかの言いように、エルブランコは気だけが焦あせる。


    「あなた、ひとりで助けに行こうとか考えないでね。まあワープが使えないから、行きようがないと思うけど。あとは私に任せなさい」


    　エルブランコにはどうしようもない現実を突きつけられ、黙ってアマリージョの部屋を辞するしかできることはなかった。


    　翌日の幹部会議、事態は急展開を迎えてしまうことを、この時点で誰も予想できなかった。


    



    　翌朝、ゴルディアス軍会議室。


    　朝一番でアマリージョがまずはゴルディアス魔王へと報告を行った。


    　そのあとに休暇中のベルデラを除く四天王三人。そして死んだ魚のような目をしているエルブランコが会議室へ呼ばれた。昨晩は一睡もできなかったので目の下のくまがすごい。


    　ウニベルを一刻も早く助け出さないと、最悪の場合まで考えなくてはならない。テリブレ軍の恐ろしさは誰もが知っている。すでに一晩経ってしまっているのだ。


    「ウインドテラーで連絡もつかないのか？」


    「ええ。何度か試したけど、風が通らない場所にはメッセージを届けられないわ。テリブレ軍は山の中腹を削って建っているので、立地的にも風が起こりにくいのよ」


    　ロホ博士の問いかけに、アマリージョが答える。なんとかウニベルに連絡は取れないかという議論だ。


    「エルブランコ、ウニベルはすぐにワープで帰ってくると言ってたんだね？」


    　魔王の問いに、「はい」とうなだれるエルブランコ。


    「……捕まって監禁されているのかもしれません」


    　続けてエルブランコは、生気なく答えた。


    「監禁されているということは、まだ利用価値があると見なされている場合だけだ。もっと最悪のケースも考えねばならん」


    　アスールが現実的な意見をエルブランコに突きつける。


    「そんなこと言うんじゃないよ、あんたは。バカじゃないの」


    「急いで救出に向かわねばならんということを、言っておるのだ。むしろ昨晩の段階で動くべき事案だったんじゃないのか？」


    　今日は呪のろいの症状が出ておらず正気のアスール大帝とアマリージョが言い合う。


    　最悪のケースは絶対に考えたくもないが、相手はテリブレ軍だ。勇者さえも殺そうとする奴らにとって、部外者のモンスターなどどうとも思っていないかもしれない。


    「やはり、私が行きます。私の命に代えても、ウニベルは救出します」


    「なんの策もないのに行って、あなたまで捕まったらどうしようもないでしょう。これは魔王軍同士の抗争に発展する可能性もあるの。あなたもバカな真ま似ねは考えないで」


    　アマリージョに止められはしたが、エルブランコとしてはアスールの言うように一刻も早く助けに行きたい思いでいっぱいだった。これはウニベルを放って帰ってきてしまった自分の責任なのだから。


    「しかしいつまでもここで話し合っておっても解決はできんぞ。想定されるケースは二点。ウニベルは監禁され、何かしらの取引に使われようとしている可能性。もうひとつは、取引なんか関係なく、すでに殺されてしまっている可能性」


    　ロホが冷静に分析するが、その内容に救いがないことでエルブランコはひたすら絶望する。


    「でもこっちから連絡を取るわけにはいかないでしょう。ウニベルももしかしたら脱出してるかもしれないし、もし監禁されていてもあっちの要求がまったく見えないわ」


    　アマリージョの言うことももっともだ。状況判断がまったくできていないうちに、こちらから動きようがない。


    「今ウニベルがどのような状況であれ、私はここでじっとしているわけにはいきません。ゴルディアス魔王様、私を、テリブレ軍に向かわせてください！」


    　エルブランコの必死の訴えに、魔王は首を縦たてにも振らず、黙って腕を組む。


    「ジリリリ」


    　会議室の黒い水晶玉が突然鳴り響いた。テレフォネはいつも間が悪い。啖たん呵かを切ったものの放置されているエルブランコが、テレフォネに駆け寄り、応答する。


    「はい、会議室」


    「あ、こちら開発部です。ついさっき開発部宛に至急と書かれた荷物が届いたんですけど、どうしましょうか？」


    　荷物を受け取ったという女の声は会議室中に聞こえている。エルブランコは思わずアマリージョに視線を送った。


    「怪しいわね。送り主は？」


    　アマリージョがテレフォネに近づき、エルブランコの代わりに自ら黒い水晶玉に手を添える。


    　個人名ではなく開発部宛というのは確かに怪しい。荷物を開けるには開発部責任者のアマリージョの判断が必要である。


    「ええっと、テリ……ブレ、と書いています」


    「テリブレ！」


    　誰ともなく、皆がそう叫んだ。


    　一瞬にして、会議室内が凍こおりついた。


    「その荷物、会議室に飛ばしてちょうだい。早く！」


    　アマリージョの要求に、開発部の女は「はい」と答え、すぐにその荷物はワープの魔法によって空間を越えて会議室へ届けられた。


    「思ったより小さいな」


    　それはアマリージョの手のひらに載るサイズの、小さな箱であった。


    　アスールが思わず呟つぶやくのも無理がない。もしかしたら、最悪のケースを想像していたのかもしれない。エルブランコは、吐き気がしそうになってその最悪の想像をするのをやめた。


    「開けるわよ」


    　アマリージョの息を飲む声とともに、最大の警戒の元、その箱は開けられた。


    　中から取り出されたのは……。


    「オロ君！」


    　エルブランコがその見覚えのある人形に気付き、叫ぶ。


    　ウニベルのお気に入りの、ブタの人形だ。オロ君と名付けられたその人形が、真っ赤に染まっていた。


    「これは、血？」


    　アマリージョが自分の手についた赤い液体を確認した。


    「どういうことじゃ？　ウニベルの持ち物が、血に染まって送られてきたというのか？」


    　さすがのロホ博士も狼ろう狽ばいしているようで、魔王とオロ君の人形を交互に眺めている。


    「手紙が、入ってるわ。……なんてこと……」


    　アマリージョが、箱の底から血にまみれた一枚の紙片を取り出した。


    「なんて書いてあるのだ？」


    　アスールが待ち切れずに思わず立ち上がった。


    「……『よいお返事を、お待ちしております。テリブレ魔王軍一同』……」


    　アマリージョがさっきまでとは違った、一段と低い声で手紙を読み上げた。


    「脅迫か！　我々に何を要求しておるのだ！」


    　机に拳こぶしを振り下ろすアスール。大きな音が、会議室内に響いた。


    「向こうからあからさまな要求をせずに、こちらから引き出す。言げん質ちを残さないように要求をするという高度な交渉のテクニックですぞ。やり方が手慣れておる」


    　ロホも憤いきどおりを隠せずに、魔王へと進言する。


    「こんなことになるとは、聞いてないわよ。まさか……」


    　アマリージョも手のひらに真っ赤なオロ君を乗せたまま、意味ありげにぽつりと呟つぶやいた。


    「しかし、脅迫してくるということは、ウニベル君はまだ無事と考えていいんじゃないのか？　交渉の余地ありという状況……」
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    「あんた、本当に甘いわね。相手はテリブレ軍よ？　まともに交渉してくるような相手じゃないわ。快楽で殺しをするような奴らなのよ！　一秒先には何が起こるか分からない相手なのよ」


    　アスールの希望的観測を遮さえぎるように、アマリージョが急に感情的に叫ぶ。


    　エルブランコはこの状況に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。この怒りをどこへ向ければいいのか、自分の体内を流れる血が冷えていく妙な感覚になっていた。


    　もはや、怒りを通り越した、えも言われない感情に襲おそわれている。


    「私が、行ってきます」


    　エルブランコが静かに宣言し、そして会議室の扉へ向かった。


    「待て！　冷静になれ！」


    　アスールが若者の腕を掴つかみ、制止しようとする。さすがに戦闘班のトップ、アスール大帝につかまれると、エルブランコの力では振りほどくこともできなかった。


    「私は冷静です。早くウニベルを助けに行かないと。こんなところで無駄話をしている時間はありません」


    　自分らしくない感情的な発言だな、とエルブランコは少し可お笑かしくなり、アスールの腕を振りほどこうとした。


    「エルブランコ、戻りなさい」


    　ゴルディアス魔王の低い声に、エルブランコの動きも止まる。


    「魔王……」


    　ロホが深刻にゴルディアス魔王の顔を窺うかがう。


    　魔王は顔の半分が隠れる兜かぶとをかぶっているため、表情は見えない。しかし、今は違う。歯を食いしばり、血管が浮かび上がっている。


    「アスール大帝は戦闘班に招集をかけてください。アマリージョも、城内に支障が出ない程度で魔法使いを集めて。ロホ博士は、気が進まないかもしれないけど、城を守っていてください」


    　ゴルディアス魔王がその王座の横に立てかけてある大剣を手に取る。剣は黒いオーラがまとわりついている。


    「テリブレ軍に総攻撃をかける。ウニベルを、救出する」


    　魔王が号令を下した。


    　ウニベルを「救出」すると断言した。まだ死んでいるとは、魔王も思っていない。


    「ゴルディアス様、お待ちください。魔王まで出陣されることはありません！　ここは我々にお任せください。協会の手前もございます」


    　ロホが両手を広げて、魔王に進言する。


    　魔王軍同士が戦争をすることも、もちろん勇者法では禁じられている。しかもテリブレ軍は選抜軍でもある。このタイミングでその選抜軍を攻撃するとなると目立たないわけがないし、勇者の味方をしていると取られかねない。


    「そうです。ここは私たち戦闘班にお任せください。きっと、エルブランコが、やってくれるはずです。魔王は、何なに卒とぞ」


    　アスールが青い兜かぶとをかぶったまま頭を下げる。呪のろいの症状は出ていないようで、今はしっかりと状況を捉とらえた発言をしている。


    「救出作戦となると、少数精鋭のほうが動きやすいと思われます。目立った行動は相手の警戒を生み、障壁となりうる可能性があります」


    　アマリージョも、少数での作戦遂行を提案する。


    「分かった。すまない、少し冷静さを欠いてしまったようだね。今回の作戦はアスールと、エルブランコ。君たち二人で動いてください。もし援護が必要なら、すぐにモンスターを出せる態勢だけは整えておいてほしい」


    　魔王は四天王たちの提案を受け入れ、オーラをまとった剣を置く。


    「了解しました」


    「はい。この命に懸けても」


    　アスールとエルブランコが右拳こぶしで自分の左胸を二度叩たたいた。ゴルディアス魔王軍式の敬礼だ。


    「最優先はウニベルの救出。任せたよ」


    　魔王も敬礼を返す。


    　アスールはエルブランコの肩を叩き、叩かれた若者の目には決意と覚悟が漲みなぎっていた。


    　エルブランコはそもそも情報処理能力が買われてこのゴルディアス城に赴ふ任にんし、魔王秘書として働いている。他のモンスターに比べて戦闘は苦手で、魔法の習得もいびつだ。戦闘の必要性があまりない立場ということは、いつも白いスーツを着ていることからも類推できる。


    　ただ、もしこの魔王城に勇者が攻め込んでくる、いわゆる最後の戦いとなった場合は内勤班も総出でゲリラ戦を仕掛けなければならない。そのための訓練は、戦闘班に比べると頻度は落ちるが、きちんと受けている。


    　エルブランコは会議がはねてから自室に戻り、戦闘準備をした。三十分後、道場の前でアスール大帝と合流し、テリブレ城へ向かい、ウニベル救出作戦を開始する。


    「なんとしても、ウニベルを助ける」


    　ウニベル救出のために、エルブランコは戦う決意を固めた。
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    　時を同じくして、世間では勇者対テリブレ軍の第二戦が行われていた。


    　どうやら今回の戦闘が行われるのも初うい陣じんと同じチャランポ草原らしい。


    　高級そうな鎧よろいに身を包み、肘ひじ掛け椅い子すに座ってコーヒーをすすっている勇者リコ。


    　そのくつろぐ勇者の前でテリブレ軍のゴブリンと戦っているのは、彼の会社の社員たち。


    　そのゴブリンたちと戦う社員のブラックスーツの背中には「リカルド工業」と勇者の企業名がでかでかと縫ぬい付けられている。


    　こんな社員五人が重そうに剣や斧おのを振り回し、テリブレ軍のモンスターと戦っている。いや、戦わせられているのだ。


    「先日の初うい陣じんでは剣を振りかざすこともなく、覇は気きのみでテリブレ軍の大量のモンスターを退けた勇者リコ。今日は趣向を変えて、仲間たちへの指示を優先し、戦局を見極めることに神経を研とぎ澄ましております。この俯ふ瞰かんした視点こそ、勇者リコに与えられた能力なのでしょう。テリブレよ、戦いは腕力だけではない、緻ち密みつに計算された戦略こそ力なのだ！」


    　勇者戦を実況しているのはいつものアナウンサー。相変わらず勇者寄りの実況で絶好調のようだ。


    　勇者リコは後方で「ガンガンいこうぜ！」とか「みんながんばれ！」とか適当な指示を送っているだけのように見えるが、マスコミフィルターを通すと緻密な戦略を練っていることになるらしい。


    　不ふ憫びんなのが勇者の代わりに戦わされている社員たちだ。


    　すでにスーツは穴が開き、土つち埃ぼこりにまみれている。慣れない大剣を振り回して、ぜえぜえと肩で息をしている。会社の命令とはいえ、魔王軍との戦いに駆り出され、御おん曹ぞう司しである勇者にこき使われる気持ちを考えると、ウニベルは少し胸が痛くなる。


    　彼らもゴブリンと戦うために、リカルド工業に入社したわけではないはずだ。それが本当の意味での企業戦士となってしまうとは。二十四時間戦うビジネスマンとはこの者たちのことである。


    「おおっと！　仲間のひとりがやられてしまいました！　これは勇者パーティは苦戦です！　戦闘力ではモンスター界でも有数のテリブレ軍、その圧倒的な攻撃の手を緩ゆるめません！」


    　仲間と呼ばれた社員のひとりが、わき腹を押さえながら膝ひざをついた。スーツが切り裂かれ、そこから滴したたる血が見える。どうやらゴブリンの鋭い爪つめに引き裂かれたようだ。


    　その傷ついた男を守るように、ほかの社員がフォローにまわる。


    「大丈夫か？」


    「課長、すみません。やられちゃいました」


    　上司と部下と思われる二人の会話が聞こえてくる。


    「お前は下がれ。あとは私がなんとかする」


    「いえ、最後まで戦います。私だけ、楽をするわけにはいきません」


    　傷ついた社員は剣を支えにして再び立ち上がる。その顔は苦痛に歪ゆがんでいた。


    「バカ者！　ここで無理をしても何もならんぞ。部下を守るのも上司の役目。でやぁー！」


    　上司は部下を気遣いながら、向かってくるゴブリンに突撃をかけた。


    「か、課長ー！」


    　こうして社員たちが生死を懸けて戦っているにもかかわらず、勇者は半笑いでその状況を見つめているだけだった。社員をただのコマだと思っているのか。


    　そうしているうちに、ケガをした社員に代わって、また違う社員が投入された。


    　今度はネクタイを鉢巻きのように頭に巻いた、ずいぶん年配の社員だった。その後ろには弓矢を構えた社員たちが数十人、ずらっと並んでいる。


    「リコ専務に敵を近づけるな！　撃てー！」


    　どうやら勇者リコは社内では専務という役職らしい。御おん曹ぞう司しだけあって、かなりの地位である。


    　それはともかく、宴会部長のような男の号令で、弓矢部隊が一斉にモンスターに向かって矢の雨を降らせた。これにはテリブレ軍も大わらわ。あっという間に逃げ出してしまった。


    　勇者は社員を大量に投入し、戦局を一気にひっくり返すことに成功したのだった。


    「よしよし、このまま洞どう窟くつまで攻略すればいいんじゃないの？」


    　勇者リコは洞窟の中へと逃げ出すモンスターを指さしながら満足そうに指示した。まるで他人事のような言いぐさである。


    「リコ専務、すでにあの洞窟には社員たちが先回りしております。一声号令をいただいてもよろしいでしょうか」


    　宴会部長がさっと勇者の横にひざまずき、脂ぎった顔でそう伝える。


    「号令？　乾杯のノリでいいの？」


    「ええ、結構でございます。ひと言号令いただければ、すべてこちらで段取りは行っておりますので」


    　宴会部長が手のひらをこすり合わせて、勇者というかずいぶん年下の上司にへりくだって見せた。


    「そう？　じゃあいくよ？　突撃ー！」


    　勇者は椅い子すから立ち上がり、洞窟のほうへ右手を振りながら叫んだ。


    　すると、間もなくして洞窟の入り口付近がピカッと光った。


    　ドゴゴゴゴゴゴゴン！


    　そんな爆音とともに、洞窟が一気に崩れ去る。すべてを覆おおいかぶせるような土煙が立ち、さらに何度か爆発音が繰り返される。それを直立して見つめる社員たちは、やんややんやと拍手で盛り上げる。


    「あらあら、どうしたの、あれ？」


    　勇者がびっくりしたように尋ね、宴会部長は満足そうな表情で答える。


    「専務をあのような暗くて狭いところへ向かわせるわけにはいきません。もう一気に爆破して、これを攻略とさせていただきました。ささ、専務、お疲れさまでございました。今日はこのへんで帰社いたしましょう。今日働いてくれた社員たちとの懇親会を準備しておりますので」


    　そう言うと、馬車が横づけされた。宴会部長の完かん璧ぺきで流れるような段取りである。


    　勇者はなんの迷いもなく馬車に乗り込み、すぐに帰っていってしまった。社員たちはその遠ざかる馬車が見えなくなるまで、整列して頭を下げ続けている。


    「勇者リコ、またしても大勝利です！　仲間を信じた勇者の作戦勝ちです。一致団結とはこのことです。勇者リコと仲間たちの絆きずなを感じた一戦でした！」


    　専務と社員の賃金契約ではなく、これを絆と言い切るアナウンサーも大したものだ。


    　勇者は見てるだけ、戦うのは彼の会社の社員たち。ダンジョン攻略は外から洞どう窟くつごと爆破するという、セオリー一切無視の冒険である。


    　中継ではアナウンサーと勇者評論家という男の解説をもとに、今日の戦いをＶＴＲで振り返っているところだった。解説の男に関しては、勇者の作戦勝ちという、よく分からない結論で結びつけていた。
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    　ゴルディアス城では勇者戦が行われていようが、そんなことはどうでもよかった。


    　テリブレ軍からウニベルが大切にしていたオロ君の人形が血まみれで送りつけられてきた。ウニベルがテリブレ城で何かに巻き込まれているのは、明らかな事実となってしまった。


    　エルブランコとアスール大帝は魔王より命を受け、ウニベル奪還に向かおうとしているところだった。


    「テリブレ城にはワイバーンで向かう。おそらく二十分ほどで到着するはずだ」


    　アスールにそう告げられ、準備を整えたエルブランコは道場の屋上にあるフライポートにやってきた。そこには大きな翼を持ったワイバーンがすでに待機していた。


    　ワイバーンとは飛竜とも呼ばれ、前足が翼になっており、飛行を得意としたドラゴンの一種である。この前エルブランコが利用したデーモンの輸送班では二時間かかっていた距離も、ワイバーンなら高速移動が可能で二十分で到着する計算になる。その分、しっかり掴つかまっておかないと振り落とされてしまうので逆に疲れる。


    　今回のウニベル救出作戦に向かうのは、結局この二人だけになった。城には戦闘班がいつでも突撃できるように待機はしているが、できれば二人だけで完かん遂すいしたい。


    　ワイバーンの背中に乗り込むエルブランコとアスール。


    「急がねばならんが、エルブランコよ。決して焦あせってはいかんぞ。焦らずに急ぐ。これが結果を出す極意だ」


    　アスールが上司らしいアドバイスをくれたが、なかなか難しい内容である。


    　まだ呪のろわれた青い兜かぶとをかぶったままだが、その眼はしっかり正気のものであった。


    　戦闘班のカリスマであるアスール大帝の今の人型の姿は仮のもので、第三形態まで姿を変態させて能力をアップさせることができるらしい。そんな超人と同行できるだけで、エルブランコは安心できた。


    「はい。冷静さを忘れず、必ずやウニベルを助け出します」


    　こうなってしまったのは自分の責任と気負うエルブランコ。熱くなりすぎるのもよくないが、冷静さだけではウニベルを助けられない。


    「では、行くぞ！」


    　アスールの号令で、ワイバーンは翼を大きく開き、一気に空へ飛び立った。


    　エルブランコは空へ舞い上がる重力に耐えながら、振り落とされないようにしっかりワイバーンの背中に掴つかまる。


    　高速飛行するワイバーンの背中ではまともな会話はできない。隣では涼しい顔のアスールだが、エルブランコは目を開けていることすら困難であった。


    　エルブランコは空の風景を見て気持ちを落ち着けることを諦あきらめ、目を閉じ、これまでの状況を振り返る。


    　協会から結晶玉の特許取得を条件に、テリブレ軍の調査を依頼された。エルブランコとウニベルが潜入調査を行い、そしてウニベルだけが城内に潜入したまま帰ってこない。


    　そして今朝、ウニベルの持ち物であるオロ君の人形が血まみれで、脅迫状を伴って送りつけられてきた。


    　ウニベルがテリブレ軍に捕まってしまったのは、火を見るより明らかだ。


    　ウニベルがどのような状態でテリブレ軍に捕らわれているのかを考えれば考えるほど、エルブランコは吐き気を覚えてしまう。


    「エルブランコ、ウニベルはきっと無事だ」


    　そんな青ざめたエルブランコに気付いたのか、アスールが声をかける。


    　そうだ、今は信じるしかない。へこんでいる暇ひまなどないのだ。


    　部下を守るのが上司の役目だ。


    　もはや当初の潜入調査の目的も、エルブランコにとってはどうでもよくなっていた。特許取得のためにウニベルを危険に晒してしまうなど、代償が大きすぎる。


    　空気が読めずに余計なことばかりして、向こう見ずでポジティブで、おやつばかり食べているウニベル。


    　今は監禁されて大好きなクッキーも食べられない状態だろうが、もう少し我が慢まんしてくれ。ゴルディアス城に帰ったらカフェで腹いっぱいクッキーを奢おごってやるからな。


    　ワイバーンの背中で感じる春の風にさらされながら、エルブランコはウニベル救出を心に誓った。


    



    　ワイバーンの背中に掴まること数十分。エルブランコとアスールはあっという間にテリブレ城上空に到着した。


    「よし、城下町のど真ん中にワイバーンを降ろそう」


    「さ、さすがにそんな堂々と乗り込むのはいかがでしょうか。あくまでウニベルを救出するのが目的であって、戦争するわけではないので」


    　エルブランコとしては穏便に済ませられるのであれば、荒立てたくはなかった。協会の手前もあるし、ゴルディアス軍が堂々と攻めてきたとなると、人質のウニベルが心配だ。


    「こういうのは電でん光こう石せつ火かで急襲するものと決まっているのだ。それ、行くぞ！」


    　戦闘のカリスマは、戦えることが嬉しくてたまらないかのような、そんな雰囲気を醸かもし出している。エルブランコは壮絶に嫌な予感。


    　ワイバーンが大きく旋回し、テリブレ軍の城下町に向けて下降していく。上から町を見てもやはり乱雑で、着陸するとなると城へ続くメインロードくらいしかスペースがなさそうだ。


    　しかしだんだんと下降していくにつれ、そのメインロードにモンスターの大群が溢あふれていることに気付く。


    　昨日エルブランコが来たときには、数えるほどしかいなかったモンスターが、今は大量に列をなして城のほうへと行進しているのだ。


    「エルブランコ、報告ではモンスターたちは勇者戦に行っているのではなかったのか？」


    　城下町を見下ろしながら、アスールも聞いていた情報とまったく違う風景に、多少混乱をきたす。それはエルブランコも同じことだ。


    「まさか、どうして？」


    　これでは着地どころの騒ぎではない。仕方なく上空を旋回しているワイバーンに、テリブレ軍のモンスターが気付き始める。


    「おい！　あのドラゴンはうちの所属のモンスターか？　さっきから上空をグルグル回ってるけどさ」


    「お前聞いてないの？　うちのドラゴン部隊、魔王様を怒らせてみんなクビになったらしいぜ。すべて野に放たれたって」


    「じゃあ、あのドラゴンはどこのドラゴンだよ？」


    「おいおい、まさかどっかの魔王軍がかちこんで来たんじゃないだろうな！」


    「マジかよ！　空襲！　空襲！　上空からどっかの魔王軍が攻め込んで来たぞー！」


    「はやく撃ち落とせ！」


    「えらいこっちゃ！　えらいこっちゃ！」


    　と、こうなるのは必然である。ちょうど勇者戦から引き揚げてきたテリブレ軍のモンスターたちは大わらわ。右へ左へ大慌あわて。


    「大帝、まずいです！　下のモンスターたちに気付かれた模様です！　ここは一旦引いて、麓ふもとの森へ着陸しましょう！」


    　昨日エルブランコが輸送班に運んでもらったあの場所なら、少し遠くなるが安全に降りられるはずだ。ここにいて撃ち落とされては本ほん末まつ転てん倒とうだ。


    　ワイバーンも指示がないので困ったように旋回を続けている。このワイバーンはアスールの命令しか聞かないように訓練されており、エルブランコの指示なんて聞きやしない。


    　そんな緊迫した状況なのに、隣のアスール大帝はただ黙って、遠くのほうを見つめている。


    「大帝！　あれ？　大帝？」


    　エルブランコがアスールの顔を覗のぞき込むと、やはりおかしい。白目をむいて、口元がにやけている。


    　こんな大事なときに、アスールは呪のろいモードに突入してしまった！


    「にょぉぉぉぉぉぉ！」


    　アスールは腰に携えていた槍を手に取り、そのまま躊ちゆう躇ちよなくワイバーンから飛び降りてしまった。


    「大帝！」


    　ワイバーンの背中からだんだん小さくなっていくアスールの背中に向かって叫ぶエルブランコ。ワイバーンもまさかの事態に「キェ？」と一言発し、翼を羽ばたかせ続ける。


    「なにか落ちてきたぞ！」


    「隕いん石せきか？」


    「ドラゴンのクソじゃね？」


    「バカ！　槍を持ってるぞ！　敵襲だ！」


    　城下町のモンスターもこれには驚きを隠せない。まさか空から飛び降りるとは。見たところ人型モンスター。


    　青い鎧よろいを着た男が、奇声を上げながら急滑降してくるではないか。なんという度胸と気合い。正気とは思えない。


    　──ズドォォォン！


    　アスールは槍を下に向けながら、テリブレ城の城門の前の広場でたむろする大勢のモンスターのど真ん中に突っ込んだ。


    　悲鳴と奇声が交じる中、アスールが地面にぶつかる大きな音とともに、敷き詰められた煉れん瓦がが乱れ飛ぶ。


    「バーサーカーだ！　空からバーサーカーが攻めてきたぞ！」


    　アスールの落ちた地点を中心にドーナツ形にモンスターの輪ができている。


    　その中から誰かが空から落ちてきたアスールのことをバーサーカーと呼んだ。


    　バーサーカーとは自ら異常状態に陥おちいり、その戦闘力を大幅に向上させた狂戦士のことである。百ひやく戦せん錬れん磨まのテリブレ軍から見てもアスールのこの行動は異常にしか見えなかったのだろう。


    「むほぉぉぉぉ！」


    　いち早く瓦が礫れきの中から立ち上がったアスールが槍を伸ばし、頭上で回転させている。


    　落下によるダメージは受けていなさそうだ。アスールの足元にはすでに先の突撃による被害者がかなりの数、転がっていた。


    「テリブレ軍はかなりの混乱状態に陥おちいっているようだが、ここは行くしかないか！」


    　上空でひとりワイバーンの背に揺られ、こちらも混乱が隠し切れないエルブランコも独り言をつぶやきながら突入する覚悟を決める。


    「なんとかあの城の屋上に近づけないものか」


    　もちろんワイバーンの操作などしたこともないエルブランコ。さっきから困り顔のワイバーンの頭を撫なでて、テリブレ城のほうを指さす。


    「あっち、あっちに行けないか？　あっち。そうそう」


    　言葉が通じるとは思えないが、ジェスチャーで意い思し疎そ通つうを図ってみたところ、案外なんとかなるものだ。ワイバーンは城門を越え、城のほうへ向かってくれた。


    「よしよし、いいぞ」


    　呪のろいの症状が出てしまったアスールを放っておいていいものか悩んだが、呪いを解くスペルノンという魔法をエルブランコは使えない。


    　なんとかアスールにはあそこでがんばってもらって、エルブランコはできるだけ早くウニベルを救出することを選んだ。


    　ワイバーンはテリブレ城の屋上に無事着陸してくれた。


    「ここで、待ってて、ね？　分かる？」


    　エルブランコは地面を指さし、手のひらを下に向けて「待て」のジェスチャーをする。


    「キャ」と聞き分けのいい声を出したので意思が通じたとほっとしたのも束の間、ワイバーンは再び大空へ舞い上がってどこかへ行ってしまった。


    「うそ！　どこ行くの？　ちょ、待って！」


    　ひとり残されたエルブランコ。ここでワイバーンの行方を追っていても仕方がない。


    　それよりもウニベルだ。


    「待ってろ、ウニベル。今助け出してやるぞ」


    　監禁されているならば、おそらく城内のどこかである。


    　エルブランコは屋上から城内に入れるところを探した。


    　城の外では大きな音が鳴り続けている。呪われたアスールが大立ち回りを演じているのだろうか。門を挟んだ向こう側の城下町からは火の手が上がり始めている。


    　ふと、城と城下町を隔てている門が開こうとしていることに、エルブランコは気付いた。


    　内側からひとりの魔法使いが門を開け、城下町へと出ようとしているのだ。


    　魔法使いと認識できたのは、例の制服を着ていたからだ。そして背中には大きなリュックをかついで、手にはピンクのハートがついた杖つえを持っている。


    「ウニベル！」


    　見覚えのあるその姿に、思わずエルブランコは叫んでしまう。


    　監禁されて拷問を受けているのではなかったのか？　まさかこんなにあっさり見つけてしまうとは。


    　エルブランコから見える現実のウニベルは例のテリブレ軍の魔法使いの制服を着たまま、キョロキョロしながらも元気そうにしていた。


    「何があったんだ？　さっぱり分からんが、とにかく無事でよかった」


    　わけが分からないが、予想していた事態に比べると最高の結果と思える。ウニベルが生きて動いているだけで、エルブランコはようやく肩の荷が下りたような感覚になった。


    「え、ちょっと待てよ。あれは……？」


    　ウニベルに合流しようと城の屋根から降りようとしたエルブランコは、さらに予想だにしなかった人物の姿を見つけてしまう。


    　いや、予想外というには、その行動には引っ掛かりが多すぎる。


    「ルビア……！」


    　ウニベルの傍そばに寄り添うように、ルビアがいた。


    「いったいなにがどうなってるんだ？」


    　大きな魔法帽に、七色のマントの下には豊満な胸が揺れている。間違いなくルビアだ。


    　エルブランコはすぐさま屋上から飛び降り、大きな門を開けようとしているウニベルとルビアのもとへ向かった。


    



    「あら、先輩？」


    　門をくぐろうとしていたウニベルに声をかけると、素すっ頓とん狂きような声を出して振り向いた。


    　すぐ隣にはルビア。まるですべてお見通しみたいな、そんな空気を出して腕を組んでいる。


    　エルブランコはすっとそんなルビアを一いち瞥べつし、ウニベルのほうに向き合った。今はとりあえずルビアより、ウニベルが優先だ。


    「お前、無事だったのか！　心配したんだぞ！」


    　門の外の城下町では、さっきからモンスターたちの叫び声が絶え間なく続いている。どうやらアスールがひとりでテリブレ軍のモンスターと戦い続けているようだ。


    「先輩こそどうしてここに？　ていうか今さら何しに来たんですか」


    　助けに来てやったのに、なんて言いようだ。


    　しかしエルブランコも、昨日ウニベルと別れてからまだ一日も経っていないのに、ずいぶん久しぶりに会ったような気になる。


    「どうしてもこうしたもない！　ケガはないんだろうな？」


    　エルブランコはウニベルの全身を見渡し、変わったことがないか確認をする。


    「じろじろ見ないでくださいよ。別に拷問を受けたわけじゃないですから。改造手術を受けて体の半分を機械化されてもいませんからね。元気いっぱいのかわいいウニベルです」


    　ウニベルは拳こぶしを握って元気アピール。


    「本当によかった。ゴルディアス城に血まみれのオロ君が送られてきたんだ。脅迫文と一緒にな。あれはイタズラだったのか？」


    「オロ君は無事ですか？　私の不注意でオロ君がさらわれてしまって、心配してたんですよ」


    「さらわれてたのはお前だろうが！　まったく、みんなに迷惑かけやがって！」


    　とにもかくにも、傷ひとつないウニベルの姿を見て、エルブランコは安あん堵どのため息を吐ついた。


    「お前、昨晩からずっとここにいたのか？　すぐ帰ってくるとか言ってただろう！　お前、ホウレンソウって知ってるか？　報告、連絡、相談。ビジネスの常識だぞ！　ひとつもできてないじゃないか！」


    　安心したところで、今度はふつふつと怒りに似た感情も湧わき出てくるエルブランコ。一気にウニベルを捲まくし立てる。


    「また古臭いビジネス用語を持ってきましたね。そんなものに縛しばられてるから行動に歯止めをかけるんですよ。フレキシブルに対応しないと日につ進しん月げつ歩ぽのビジネス界では取り残されちゃいますよ」


    　こいつ、なんの反省もしていないのか。そういえばいつか、謝ったら負けなんてふてぶてしいことを言っていたが、こんなときにまで実践してくれなくていい。


    「それに、ルビア。なんでお前までこんなところにいるんだ？」


    　ウニベルに関しては納得いかないことも多いが、とりあえず解決した。


    　次は謎の行動が過ぎるルビアへとターゲットを定めるエルブランコ。むしろルビアのほうが、聞きたいことは山ほどある。


    　ゴルディアス軍への反目。テリブレ軍での面接。そして、今ここにいる理由。


    「おい、ルビア！　無視って、どういうことだ！」


    　エルブランコの質問に、まったく明後日あさつての方向を向いて黙っているルビア。


    　エルブランコはクラリティの魔法かけたままだったっけ、と不安になるほどの完全なる無視であった。


    「先輩、それより外で暴れてるの、アスール大帝じゃないですか。先輩たちこそなんでテリブレ城に攻め込んできちゃったんですか？　さすがにあれはやりすぎですよ！」


    　少し開いている門の隙すき間まから、ウニベルが城下町のほうに注意を向ける。


    「お前を助けに来たんだよ！　大帝は、その、成り行き上のことでだな」


    　エルブランコも門から城下町の様子を窺うかがう。


    「はぁ？　何言ってるんですか？　なんで助けに来たのにあんなことになってるんですか。冗談はファッションセンスだけにしてください」


    　ウニベルが「あんなこと」と指さすアスール大帝は、今も白目をむいており、まだ正気には戻っていないようで暴れ続けている。


    「これは、やばいな」


    　エルブランコが昨日見た町の風景は、破壊しつくされてもうすでにその面影はない。もともとが雑多でゴミだらけの町であったが、今や瓦が礫れきの山である。


    「このままじゃテリブレ軍を全滅させちゃいますよ。ご要望のホウレンソウはあとでしっかりさせていただきますんで、今は大帝をなんとかしないと」


    　ウニベルは無理やりに、エルブランコの関心をルビアから逸そらせようとしているみたいで、なんだか違和感しかない。


    　エルブランコはその思惑に気付きながらも、ここはウニベルに乗ることにした。ルビアのことは、帰ってからじっくり問いただすことにする。


    「なんとかしたいのは山々だが、いかんせんアスール大帝の呪のろいを解く方法がない。ここまで乗ってきたワイバーンはどこかに行ってしまったし、無理やりワープで連れて帰るわけにもいかないし」


    「自然に呪いが解けるのを待ってたら、ここ一面焼け野原になっちゃいますよ。ていうかこんなことバレたら協会に大目玉食らっちゃいません？」


    「確かに、これは戦争というには一方的な攻撃にしか見えない。さすが戦闘のカリスマ、強すぎる」


    「感心してる場合じゃないでしょ！　もう！」


    　二人してテリブレ軍を壊かい滅めつに追い込んでいるアスールの姿を、なす術すべなく見つめ続ける。


    「これは困った……。どうしよう？」


    　呪いを解くためにはスペルノンという魔法が必要だが、あいにくエルブランコもウニベルも使うことができない。城に戻ればロホ博士が唱えられるのだが、今はどうしようもない。


    「もう、ほんと仕事の効率が悪いったらありゃしない」


    　ずっと我関せずと遠くを見つめていたルビアが、ようやく口を開いた。


    「お前、やっとお目覚めか？」


    　エルブランコも皮肉のひとつでも言いたくなる。


    「あなたたちを見てると危なっかしいのよ。さっさと仕事を片付けるわよ」


    　ルビアは金色の球体が光る杖つえを取り出し、城門を開け放った。


    「な、何するんだ？」


    　狼ろう狽ばいするエルブランコのことなどお構いなしに、ルビアは暴れまわるアスールに向けて魔法を唱えた。


    　ルビアの杖から放たれた一筋の黄色い魔法がアスールを取り囲むや否や、その大きな体が一気に力を吸い取られたかのように、バタンと倒れてしまった。


    「アスール大帝！　ル、ルビア、お前、何をしたんだ？」


    　エルブランコが振り返ると、すでに魔法を唱えたルビアの姿はなかった。

  


  
    第四章　春の屋上で君を想うということ
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    「おおう、ここは、どこだ？」


    　アスールが目を何度か瞬しばたたかせながら、あたりを見渡した。


    　テリブレ城から少し山を下った森の中。先日エルブランコたちがデーモン輸送班に送り届けてもらったポイントだ。


    「もう、アスール大帝！　しっかりしてくださいよ！　大変だったんですからね！」


    　大木にもたれかかりながら少し恥ずかしそうにするアスールの前には、腰に手をやって仁に王おう立だちのウニベル。まるでイタズラがバレて叱しかられている子どもとお母さんだ。


    　よくも大帝に向かってあの態度と口調で接することができるなと、エルブランコはたまにウニベルの行動を恐ろしく感じることがある。


    「ああ、ウニベル君、無事だったのか。いやはや、私はウトウトしていたのかもしれんな」


    　アスールがかわいげなく目をこする。


    「ウトウトどころじゃないですよ！　また呪のろいで大暴れしてたんですよ、覚えてないんですか？　城に帰ったらまたアマリージョ様に叱られますよ」


    「いや、それだけは内密にならんもんかの」


    　アスールも部下にここまで言われて形無しではあるが、アマリージョにバレることはできるだけ避けたいようである。


    「その数じゆ珠ずもさっさとクーリングオフしたほうがいいですよ。まったく効き目ないんだから！」


    　そう言われてアスールはそっと腕に巻いている数珠を撫なでた。


    　戦闘のカリスマ、アスール大帝がウニベルに叱られて今は小さく見える。


    「大帝、とりあえず急いでゴルディアス城へ戻りましょう。道中、顛てん末まつはご報告いたしますので。ウニベルは無事だったんですが、事態は急せいております」


    　エルブランコはウニベルを手で除のけ、進言する。


    「う、うむ。ウニベル君を救出できたのなら、こんなところに用はないな。さっさと城に帰るとするか」


    　アスールも襟を正し、四天王としての威厳を整えようとする。


    「ピー！」


    　アスールは指笛を鳴らす。するとどこかへ行ったと思われたワイバーンが、森の木々を避けるように空から舞い降りてきた。


    　ワイバーンなら三人を乗せることも容易だ。アスール、エルブランコに続きウニベルも大きなリュックを背負いながら、よっこいしょとワイバーンの背中に飛び乗る。


    「ドラゴンさんに乗るの初めてなんですよ。やっぱ肌はだはゴワゴワしてるんですね」


    　ワイバーンの背中をべちべち叩たたくウニベル。もはや怖いものなしだ。


    「よし、行くぞ。しっかり掴つかまっておくのだぞ」


    　アスールの合図で、ワイバーンは羽ばたき、空中へ飛び立つ。森を抜け、一瞬で眼下にテリブレ城下町が視界に収まるくらいまで舞い上がった。


    「うわぁ……」


    　思わずウニベルがこぼした。


    　下に見えるテリブレ城下町からは、ところどころで火があがり、まだ消火が間に合っていない状態だった。あの猥わい雑ざつに立ち並んでいた建物も、今や瓦が礫れきの山。


    「そういえば、呪のろいを解く魔法は、エルブランコがかけてくれたのか？」


    　テリブレ城下町をひとりで壊かい滅めつに追い込んだ張本人が尋ねてくる。


    「え？　あ、いや、その」


    　思わず口を濁すエルブランコ。もちろんエルブランコはスペルノンの魔法を使えない。


    「あ、大帝。私がバシッとスペルノンを唱えたんですよ。なんだかこの潜入中にレベルが上がったみたいで、使えるようになっちゃったんです。タイミングよすぎですよねー。感謝してくださいね。お礼はおやつ一年分でいいです」


    　エルブランコの口を塞ふさぐように、ウニベルがあっけらかんと嘘うそをつく。


    　呪いを解くスペルノンは、かなりの高等魔法である。もちろん、ウニベルにも使えるはずがなかった。


    　アスールの呪いを解いたルビアは、すでにこの場にはいなかった。
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    「ウニベル、無事だったんだね。本当によかった」


    　ゴルディアス城に戻ると、すぐさま緊急で幹部会議が開かれ、魔王の第一声はウニベルの無事を喜ぶものであった。


    　ウニベルはテリブレ軍の制服からいつものスーツに着替えるため、少し遅れて会議室にやってきた。


    　ウニベルもさすがに申し訳なさそうに「ご迷惑をおかけしました」と素直に謝罪した。


    　謝ったら負けだとか、いつかそんな無む茶ちや苦く茶ちやなことを言っていたが、今は反省をしているみたいだ。


    「最悪の結果にならずに済んでよかったのう」


    　珍しくロホも頬ほおを緩ゆるめる。久しぶりに孫にあった好こう々こう爺やのようだ。


    「どちらかというとテリブレ軍のほうが無事じゃないんですけどね」


    　皆でウニベルの無事を喜んでいたところに、またノープランで余計なことを言い出しやがった。


    　エルブランコはアスールがテリブレ城で大暴れしたことをどうオブラートに包んで報告しようかと苦慮していたところなのだ。そんな思いをあっさり踏みにじるようなウニベルの発言である。


    「どういうことじゃ？　まさかウニベルを助けるためにテリブレ城を破壊してきたわけではなかろうに。そんなことしたら、どっちが極悪集団か分からんからな」


    　ロホはワハハと笑うが、当たらずも遠からず。さすがゴルディアス軍の軍師である。年を重ねれば重ねるほど勘は鋭くなるのだろうか。


    「あの、その、アスール大帝が思いのほかハッスルなさってですね、はい」


    　呪のろいモードに突入してテリブレを壊かい滅めつ寸前まで暴れたと素直に報告してよいものだろうか。とりあえずエルブランコは曖あい昧まいにはぐらかした。


    　向かいの席のアスールに目配せをすると、その表情は険けわしさしかなかった。


    　よし、もう少し隠しておくことにしよう。これも場の進行を潤滑にするためだと、エルブランコは自分に言い訳をした。


    「そ、それよりも、私からテリブレ軍で調査してきたことを発表します！」


    　ウニベルがいきなり立ち上がり、右手を大きく挙げて宣言した。


    　エルブランコとアスールの苦い顔を見て、珍しく空気を読んだのだろう。そうそう、こういうところを成長していってくれ。


    「あなた、捕まったふりをしてちゃんと仕事してきたの？」


    　アマリージョが驚いたように、目を見開く。


    「もちろんですよ。捕まったふりをして、きっちりテリブレ軍の内部で潜入調査をしてきたんです。私がただで帰ってくるわけないじゃないですか。どこかの誰かさんと違って」


    　ウニベルは手帳を開きながら、隣のエルブランコにきつめの視線を送る。


    「部下が捕まったってのに、ひとりのこのこ帰ってくる人もいるんだから、大したものね」


    　アマリージョも致命傷になりうる一撃をエルブランコに与える。


    　部下が捕まったのにひとりのこのこ帰ってきてしまったエルブランコは、机に額ひたいをこすりつけるくらい頭を下げた。もうなんも言えねえ。


    「では最初にまとめておきましょう。今回協会から依頼されたのは、テリブレ軍の調査です。なぜ選抜軍に立候補したのか、そして勇者を殺すつもりなのか、簡単に言うとそのあたりの調査ですな」


    　ロホが今回の調査の目的をまとめてくれた。


    　この仕事の見返りに、協会には小型結晶玉の特許について便べん宜ぎを図ってもらうことになっているのだ。


    「題して『ウニベルのテリブレ潜入記』いきますよ」


    　題名はいらんから、ほんと頼むぞ。エルブランコは部下の仕事の成功を祈るのみ。


    「ええと、何から話しましょうかね？　とりあえず、テリブレ軍は勇者を殺す気はまったくないようです」


    　ウニベルはいきなり核心に迫った。


    「理由は？」


    　アマリージョが睨にらみを利かせる。


    　それに怯ひるまずに先を続けるウニベル。


    「なんとテリブレ軍は勇者を恐きよう喝かつしているんです！」


    「恐喝だと！」


    　アスールが思わず叫ぶ。エルブランコもウニベルの予想外の言葉に息を飲む。


    　アマリージョは表情を崩さずにウニベルの話を聞いている。まるで予想していたかのような冷静な素振りに、エルブランコは若干気になった。


    「はい。殺されたくなかったら金を出せって恐喝してるんですよ。だから初うい陣じんなんかは思いっきり怖がらすだけ怖がらせて、勇者に攻撃はしなかったじゃないですか。あれはいわゆるメンチを切ったようなもんです」


    　ウニベルのわりと真ま面じ目めな報告に、皆が息を飲んだ。


    「選抜軍が勇者を脅迫とは、本当なのか？」


    　ロホもそんなことは聞いたことがないというように、いつもより声が低い。


    「はい。勇者って有名な企業の御おん曹ぞう司しなんでしょ？　テリブレはそれを知った上で立候補をしてるんです。最初から真面目に勇者と戦うつもりはなくて、すべて計画通りの犯行です。これが真相です！」


    　ウニベルは腰に手をやり、誇らしげに言い切った。


    「ちょっと待ちなさい。確かにモンスターが勇者を殺すことはご法度じゃ。殺さない、のではなく、殺せないのじゃ。それは勇者法に定められた絶対的なルールじゃぞ？」


    　この件に関してはロホの追及がやまない。


    「どうせ殺せないのなら、奪ってしまえホトトギスってなことですね」


    　これはうまいこと言ったとばかりに、ウニベルは鼻を高くした


    「その勇者法を逆手にとって、勇者を脅迫しているのね。確かに勇者法を隠れ蓑みのにして、勇者を殺せないならば金を引き出す別の目的を生み出した」


    　ウニベルの報告に、アマリージョが得心したように頷うなずく。


    「表面上では勇者と魔王軍が戦っているように見えても、その裏ではお互い談合があって、茶番を演じているということか！」


    　アスールが机をドンと叩たたく。


    「勇者が必ず勝つという茶番を、茶番で返す。テリブレもなかなか悪知恵が働くわね」


    　アマリージョもどこか感心しているようだ。


    　本来、勇者に負けることがモンスターの本ほん懐かいである。そのために、勇者を育成し、かっこ悪い負け方をしないようにするのがこの選抜魔王軍の仕事なのだ。


    　テリブレ軍はその本来の仕事を一切放棄し、私腹を肥やそうとしたというのか。


    「これは勇者法の裏をうまく突かれたね。黙って負けるわけにはいかないモンスターの矜きよう持じを、別の方法で昇華しようとしたのか」


    　魔王は口に手をやりながら、ひとり言のように呟つぶやいた。


    「しかし、勇者は恐きよう喝かつされてなぜ協会に助けを求めないんでしょうか？　こんなこと前ぜん代だい未み聞もんの処罰案件でしょう」


    　エルブランコは恐喝されて黙っている勇者側に首を捻ひねる。


    　こういった事態を取り締まるのが、協会の本来の役割のはずである。勇者が訴えれば、すぐにでもテリブレは選抜軍の権利の剥はく奪だつなりの処罰が下されるはずだ。


    「勇者側がそれに従うメリットがあるというのか？」


    「そうよ。テリブレに金を払ってでも勇者を続けたい理由があるのよ。もちろん、それも金が原因ね」


    　アスールの疑問にアマリージョがすぐさま答える。


    「このリコという勇者。リカルド工業という企業名を前面に出して冒険を行っておるじゃろ。社員の背中に社名を縫ぬい付けたり、旗を振り回してみたり。この映像が全世界に中継されるのじゃ。それだけで広告効果はすさまじいわい」


    「テリブレにいくら払ったのかは知らないけど、広告費と差し引きで考えても安いものかもしれないわ」


    　ロホとアマリージョが勇者側の事情を思案する。


    　勇者になるだけでその戦いの模様は全世界に生中継される。勇者のリコという名前だけでなく、同時にリカルド工業という企業名も同じくらいメディアに登場するのだ。


    「テリブレはこれからも継続的に恐喝していく方針らしいです。勇者を財布扱いですね」


    　盗ぬす人つと猛たけ々だけしいとはこのことだ。テリブレの悪事はとどまるところを知らない。


    「それは分かったから、証拠よ。ちゃんと証拠はあるんでしょうね、ウニベル？」


    　アマリージョが一番重要な部分を指し摘てきする。


    　ウニベルの言うことが真実ならば、テリブレ軍調査は見事完了の運びになる。そして晴れて新型結晶玉の特許が得られることになるのだ。


    「そこは問題ないはずです。ウニベル、お前確かカメラも持っていたもんな」


    「うむ、さすがウニベル君だ。エルブランコの指導も抜かりないようだ」


    　エルブランコが代わりに答え、アスールも感心する。


    　確か今も首にかけているハート形のペンダントにカメラが仕込まれているはずだ。きちんと仕事をしてきたウニベルに上司としてほっとする。


    「慌あわてないでください。潜入調査の一部始終をこのカメラで録画しております」


    　ウニベルはそのペンダントを握って見せた。


    「捕まったと見せかけて、実は巧妙にテリブレ軍の中枢に潜もぐりこみ、内部の様子をこのカメラに余すところなく収めてきたのです！」


    　自信満々に、ウニベルが宣言した。


    「さすがウニベルじゃ。準備に怠おこたりがないのう」


    　これにはロホからもお褒ほめの言葉をいただいた。


    　部下が褒められるとエルブランコも気分がいい。自分は何もしていないことは、この際目をつぶることにしよう。


    「じゃあ、これを水晶ディスプレイに映し出しますね。では、ご覧あれ！」


    



    　映像はテリブレ城のとある一室と思われる場面から始まった。カメラの正面にいるのは、毛むくじゃらの狼男と、銀髪でスーツを着た男。


    「この二人！」


    　アマリージョが見覚えがあるとばかりに声を上げた。


    「そうです。先日私たちが特許の申請のために協会へ行ったときにこの二人とすれ違っているんです。あれはテリブレ軍のモンスターだったんです」


    　こうして見ると、エルブランコもぼんやりと記憶が蘇よみがえってきた。


    　確かに協会の廊下で、会釈しながらすれ違ったような気がする。まさかあの極悪テリブレ軍とニアミスしていたとは。今考えるだけでも恐ろしい。


    『さあ、君は誰だ？　なんの目的でここへ来た？』


    　狼男のほうが高圧的に、カメラに向かって話しかけてくる。もちろん相手は、捕らわれたウニベルだ。


    「でもあなたも協会で会ってるのに、よくバレなかったわね」


    「はい。このときは潜入用にテリブレ軍の制服を着てましたので。この二人もわりとバカなんですよ、基本的に」


    　アマリージョの疑問に、ウニベルはさらっと答える。


    　協会ですれ違っておきながら、すっかりこの二人のことを忘れていたエルブランコまでバカと言われたみたいで、なんだかやるせない。


    『誰と言われましても、あの、あれです』


    　映像からはウニベルの声。明らかに動揺の色が見える。


    『はっきりしたほうがあなたのためですよ。テリブレ軍がどれほど恐ろしいか、噂うわさくらいは聞いたことがあるでしょう。三度の飯より暴力が好きなアウトロー集団ですよ』


    　今度は銀髪のイケメンのほうが危険な自己アピールをしてくる。


    『死ぬことは確定としても、そのやり方にもいろいろある。君も苦しまずに死にたいだろう？　我々テリブレ軍はありとあらゆる拷問の手段を心得ている。一瞬で死にたければ、嘘うそは言わないことだ』


    　どうやら死ぬことは確定事項らしく、狼男が笑いながら恐ろしいことを言っている。


    　よくもこんな状況を切り抜けられたなと、エルブランコはウニベルの度胸を若干尊敬してしまう。部屋に閉じ込められてこんなこと言われたら、きっと自分なら震ふるえていたはずだ。


    『どうなんだ、え？　喋しやべったほうが楽に死ねるのだぞ？　こんなに幸せなことはないぞ？』


    　イケメンがチンピラのように頭を上下させながら、睨にらんでくる。映像でも恐ろしい。


    『おい、黙ってても死ぬんだぞ！　あと三秒、二秒……』


    　イケメンがついにカウントダウンを始めながら、手元にナイフを出現させた。


    　その映像を見て、エルブランコは息を飲んだ。


    『あの、ええっと、ドラゴン飼育課の、アルパロ？　です』


    　ウニベルが唐突にわけの分からないことを言い出した。


    『アルパロ、だと？』


    　その一言で、狼男の表情が変わったように見えた。いや、実際には狼なのでその表情の変化は捉とらえにくいが、エルブランコにも一瞬顔をしかめたように見えた。


    「アルパロって、確か……」


    　エルブランコがウニベルに確認する。


    「はい。『月刊魔王』のテリブレ軍特集の号に載ってたでしょ。あの人の名前をとっさに出して、この場を乗り切ろうという私の作戦です！　すごくないですか、この機転？」


    　ウニベルは褒ほめてくれと言わんばかりに、最高のドヤ顔をエルブランコに向けてくる。


    『タイムリミットです。課長、殺しますよ？』


    　カメラに向かってナイフを持ったイケメンの手が伸びてくる。映像であってもこの臨場感たるや、えげつないものがある。


    『……待て、グリス。おい、お前はアルパロだというのか？』


    　部下の凶行を止める狼男。


    『知ってるんですか、課長？　まさか本当にテリブレ軍の子なんですか？』


    　とりあえずナイフを引っ込めるイケメン。


    『ああ。確かに我わが軍にドラゴン飼育課のアルパロという者は存在する。……いや、存在した、というべきか』


    『存在した？』


    　狼男のあやふやな発言に、イケメンも眉まゆをひそめている。


    『魔王の御前を挨あい拶さつもなく通り過ぎたドラゴンをクビにしたと言っただろう。そのついでに、ドラゴン飼育課も丸ごとクビにしたのだ』


    　魔王に挨あい拶さつをしなかっただけでクビになるとは、モンスターの使い捨てがひどいという噂うわさもどうやら真実のようだ。一度のミスを挽ばん回かいすることすらできないとは。


    『じゃあ、課長にクビにされたドラゴン飼育課のアルパロさん、ですか？』


    『はい、そうです。私がアルパロです』


    　ウニベルは今度ははっきりとアルパロを名乗った。うまくいきそうな感触を掴つかんだような、そんな自信に満ちた声である。


    「ここからが面白いところですよ。この二人の態度がガラッと変わっちゃうんだから」


    　まるでネタバレとでも言いたそうに、ウニベルがエルブランコに耳打ちした。


    　ウニベルの言う通り、そこから展開は妙な方向へ流れていく。


    『そうでしたか、あなたがアルパロさんでしたか。このたびは何と申し上げてよいか』


    　さっきまで高圧的な態度だった狼男が、態度一転、頭を下げた。


    『アイスコーヒーでよろしいでしょうか？』


    　イケメンがさっと立ち上がり、ドリンクのオーダーを取り始めた。


    『え、あ、はい』


    『すぐ用意しますので。うちの課長、狼なのに猫舌でして、飲み物はアイスしかないんですよ。これ笑うとこですよ』
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    　飲み会で披ひ露ろうされそうな上司いじりの鉄板ネタを披露して、イケメンはささっと部屋の奥に消えてしまった。


    「なにこれ？　この態度の変わりよう、コントか何か？」


    　あまりの状況の急転具合に、黙って見ていたアマリージョもあきれ気味に口を出してきた。


    「これがマジなんです。やっぱりバカなんですよ、この二人」


    　ウニベルも笑うのを我が慢まんしながら、映像を見続ける。


    　猫舌の狼課長は、すっと一礼して、ソファに腰かけた。


    『アルパロさん、あなたがいらっしゃった理由は理解しているつもりです。私も、申し訳ないという気持ちはあるのだが、魔王軍のために私も苦肉の策だったことは理解いただきたい。うちの魔王は言い出したら聞かないのです。私もあのドラゴンを切るしかなかったのだ』


    　狼課長はそう言ったまま目を合わせず、ずっと下を向てフリーズしてしまった。


    『あの、ちょっと失礼』


    　間が持たなくなったのか、狼男は深刻な表情を浮かべたまま席を立ち、部屋の奥へ向かった。


    「ちなみにあの狼がオクパード、イケメンがグリスという名前らしいです」


    　隙すきを見てウニベルが補足した。


    　それ以降、映像は誰もいないソファが映し出されており、オクパードとグリスのひそひそ話だけが音声として聞こえてきた。


    　魔王はじめ、四天王たちも耳を澄ましてその声をじっと聞いている。


    『まさかドラゴン飼育課の人が来るとはな』


    『オクパード課長、慌あわてて殺さなくてよかったですね。クビにした上に殺したとなると、これは大変な過失になるところでした』


    『いや、助かった。これであのアルパロさんをぶっ殺してたら、魔王様になんて報告すればいいか分からなかった。テリブレ軍といえど仲間殺しは重罪だ』


    　ひそひそ話にしては、二人とも声が大きいので、きっちりマイクが拾ってくれている。


    『何をしに来たと思う？　やはり我々への復ふく讐しゆうか？』


    『我々ではなく、ドラゴン部隊を解散させた課長への復讐でしょう。僕は関係ないです。巻き添えを食らった飼育課のアルパロさんだって生活があるわけですし、いきなりクビにされたら怒鳴り込んできても仕方がないです。ここは男らしく謝るしかないのでは？』


    　グリスがあっさりと上司を突き放す。顔はいいが、意外と薄情な奴である。


    『しかし、私は謝るのが大嫌いでね。できることならば謝らずに、解決する方法はないだろうか』


    『課長も他人に厳しいくせに自分には甘いですね。ここはなんとかお金で解決したらどうですか。どうせアルパロさんに退職金も払っていないのでしょう？』


    『もちろん。このテリブレ軍に退職金制度なんかあるわけがないだろう。いくらか包んだら許してもらえるだろうか？』


    『それは交渉次第ですよ。こういうのって初期対応ミスったら、やばいと思われます。魔法使いみたいですし、燃やされちゃいますよ。課長よく燃えそうですし』


    『私はこう見えてもね、熱いのも大嫌いなんだよ』


    　さっきから好き勝手言いたい放題のテリブレ陣営だが、話を聞いているとこの二人、ものすごくバカなのではと、映像を見ているゴルディアス陣営も気付き始めていた。


    「ね、バカでしょ？　だけどこのオクパードって狼は人事権を持ってたりして、ある程度地位も高いみたいなんですよね。それで私はこいつから情報を収集しようと考えました」


    　ウニベルは思い出すように、自分の行動を顧みた。


    『オクパードさん、いつまで待たせるんですかー。私がここに来た理由、分かってますよねー？』


    　こそこそ話をするテリブレの二人に向かって、ウニベルはわざと高圧的な口調を投げかけた。


    　この胆力と調子の乗り方は、エルブランコも見習いたいところである。


    『グリス、アルパロさんはなんておっしゃったんだ？　私は恐怖で何も聞こえなかったんだがね』


    『しっかりしてください。いつまで待たせるんじゃオラー、わしがなんで来たかわかっとるんやろのー、と、こうおっしゃっているようです』


    　グリスがウニベルの言葉を超訳してオクパードに伝えた。大筋は間違ってはいないが、なぜそんなヤクザ口調に変換するのだ。


    『なるほど。その口調からして彼女、もしかすると修羅サイドの人かもしれない。これはどうしたものだろうか』


    『もう土下座しかないでしょう』


    『土下座だって？　そんなこと私ができるわけないだろうが』


    『わがままばっか言ってないで、観念してください。さあ』


    　そんなグリスの声とともに、映像にいきなりオクパードが飛び込んできた。


    『アアアアアアアルパロさん、こここここのたびは……』


    　オクパードは観念したのだろうか。床に膝ひざをつき、我、土下座せん、という体勢をとった。


    　さっきまでとはまるで違う情けない態度に、すでに勝負は決したという感じである。


    『オクパードさん、あなたが土下座をしても、私の心の隙すき間まは埋まりません。お立ちください』


    　ウニベルも立ち上がり、すっと右手を差し出した。丸っこい大きな目に涙をためたオクパードはひざまずいたまま、ウニベルを見上げてくる。


    『グリス、アルパロさんはなんておっしゃられたんだ？』


    『顔を上げんかい、狼の旦那。ワレが頭をこすりつけてもなんの解決にもなりゃあせん、と、こうおっしゃっています』


    　グリスがまたも無む茶ちや苦く茶ちやな意訳をした。このイケメンはアホなのか、面白がっているのか、よく分からない。


    『代わりにと言ったらなんですが、私をここで雇ってください』


    　これがウニベルの狙ねらいであった。


    　アルパロを装い、テリブレ軍に堂々と潜もぐり込む。内部から情報をゲットし、テリブレ軍の目もく論ろ見みを看破しようというのだ。


    『グリス、どうするべきだろうか？』


    『どうするもこうするも、それくらいいいじゃないですか。もし断ったら、今度こそマジで殺されかねませんよ』


    『よし、アルパロさんにはここで働いてもらうことにしよう。これは私の罪滅ぼしでもある』


    　オクパードが右手を差し出し、ウニベルがそれに応えて握手を交わす。


    　見事ウニベルはアルパロという人物になりすまし、テリブレ軍に潜り込むことに成功した瞬間だった。


    「以上です。華麗なるウニベルのテリブレ潜入作戦でした」


    　と、そのシーンで映像は終了してしまった。


    　ウニベルは満足そうに、全員を見渡した。拍手でも欲しがるような、ドヤ顔である。


    「ちょっと待ちなさい、ウニベル。あなたがどうやってテリブレ軍に潜入したかはよく分かったけど、肝心のテリブレ軍が勇者を脅迫してる場面がどこにもなかったじゃないの」


    　間かん髪はつ容いれずアマリージョが突っ込みを入れてきた。


    　確かに今の映像は、ウニベルがテリブレ軍にうまいこと潜入したというドキュメント映像でしかない。あとはテリブレ軍の二人のバカっぷりを証明したくらいだ。


    「はい。あのオクパードって奴が言ってるのを聞いたんです」


    　なんの悪気もないように、ウニベルが答える。


    「だから、その映像は残ってるんでしょうねって言ってるの」


    　アマリージョの感情の雲行きが悪くなってきた。このままではウニベルに雷が落ちかねない。


    「アマリージョ様、少々お待ちを。ウニベル、お前、一部始終録画してるって言ってたよな？　他の映像を見せてくれ。これで全部じゃないだろう」


    　ここはすかさずエルブランコが間に入る。


    「あ、映像はこれだけです。なんだかカメラの調子が悪くって撮れてなかったんです！　てへ」


    　ペロッと舌を出すウニベル。証拠が撮れていないことに対する問題意識は感じていないようである。


    「いやいや、じゃあなんの証拠もないってことか？」


    　エルブランコはアマリージョが爆発しそうな空気を背中で感じながら、ウニベルを追及した。


    　ウニベルの証言だけでは協会に報告しても、テリブレ側が否定したならばそれ以上追及はできない。


    「だから、私が直接聞いてきたじゃないですか。この耳とこの目で、テリブレのモンスターが話していたところをがっちり記憶してきました。安心してください」


    「安心とかそういうことじゃないだろ！　こういう場合は伝聞証拠は認められないのが普通だぞ。なんてこった」


    　エルブランコが頭を抱かかえる。結局最後はこうなるのか。


    「こんな映像、なんの役にも立ちゃしないわよ。まったく、あなたに期待した私がバカだったわ。結局なんの報告にもなっていないじゃないの」


    　アマリージョの怒りがウニベルに向けられた。ウニベルも一瞬だけ口を尖とがらせたが、「すみません」とすぐに謝る。


    　これにはエルブランコのほうが胸を痛めてしまう。


    「これは困ったの。ウニベルの言葉だけでテリブレの悪行を協会が信じてくれるかどうかじゃ。これだけでは特許の申請がどうなるかは、協会次第ではあるの」


    　ロホの言葉の節々には落胆と、さらには攻撃的なトゲが感じられた。それはウニベルへではなく、アマリージョに向けられていた。


    　このテリブレ調査に対する報酬は、アマリージョマターの新型結晶玉の特許取得案件である。協会がこの仕事を認めてくれなければ、特許の取得も白紙に戻される可能性がある。


    　アマリージョが机をガツンと、一度蹴けった。


    「しかし、うまくもぐりこめたというのに、あの脅迫のような人形を送りつけてきたのはどういうことなんじゃ？　テリブレ軍の行動の意図がまったく理解できんぞ。何に対する脅迫だったんじゃ？」


    　ロホは放置されていた疑問点を突きつけてきた。


    「あれは、その、ボタンのかけ違いというか、ちょっとした勘違いですかね？　私もびっくりです」


    　急にウニベルの歯切れが悪くなる。


    　エルブランコは直感で、ウニベルが何かを隠していることを悟った。そしてそれがルビアに関することであることは、ルビアの面接シーンが丸々カットされていることからも、明らかであった。


    「……誰か来たようだね」


    　それまで黙っていた魔王が何かに気付いたように、窓の外を見る。


    「そのようですね。おそらくあの女が来たんでしょう」


    　アマリージョは苦虫を噛かみつぶしたような顔で、舌打ちをした。


    　間もなくしてノックもなく会議室の扉が開かれ、国際勇者協会理事であるプルプラが不機嫌を隠し切れない表情で現れたのであった。


    



    「なんてことをしてくれたんですか！」


    　協会のプルプラは会議室に入ってくるなり、いきなりフルスロットルで捲まくし立てた。


    　エルブランコは直感的にやばいことになると、一気に血の気が引いてしまった。


    　プルプラが乗り込んできた理由は、テリブレ城下町でアスールが大暴れしたことしか考えられない。そのことはまだこの会議では報告していない事案だった。


    「私はテリブレを調べてくれと言ったはずですよね？　それをどう間違ったら攻め込んでテリブレ軍を壊かい滅めつさせることになるんですか！」


    　やはり、今回の大騒動が協会に知れてしまったらしい。


    　そんなことは知らないゴルディアス魔王はじめ、ロホとアマリージョも理解が進まないうちに顔をしかめている。


    「プルプラ殿。実は調査中に緊急事態が起こりまして、自己防衛といいますか、なんというか、成り行き上の対処としてですね」


    　エルブランコが慌あわてて、曖あい昧まいにエクスキューズに入る。


    　テリブレをひとりで壊滅寸前に追い込んだ当事者のアスールは、黙って目を伏せていた。できればフォローに入ってほしいが、あまり期待できなさそう。


    「成り行きでテリブレの城下町がすべて壊滅するとか、そんなわけないでしょう！　今朝からテリブレのモンスターが勇者戦をほったらかして一斉に帰りだしたって情報が入って、協会の担当者がテリブレ城を見に行ったらもう大変。一面焼け野原よ」


    　確かに、昨日はいなかったモンスターたちがなぜか今日は大量に城下町に溢あふれかえっていたが、あれはエルブランコたちが攻め込んだことが原因ではないはずだ。テリブレに着いたときにはすでにモンスターたちは帰ってきていたのだ。


    　これはもしやウニベルが言う通り、勇者を恐きよう喝かつしたということに関係するのか？


    「プルプラ殿、何のことかさっぱり理解が進まんのじゃが？　テリブレ城が焼け野原になる原因が、なぜ我々に？」


    　ロホはプルプラがおかしくなったと言わんばかりに、諫いさめにかかる。


    「ちょっと待って、エルブランコは何か知ってるのかい？」


    　急に弁解をしたエルブランコが妙だと感じた魔王も、ここは当然のように追及してくる。


    　こうなってしまえば打ち明けるしかない。もはやアスールをかばうのは、部下としての許容範囲を超えてしまった。


    「あの、実はですね……」


    「あなた、こんな大事なこと、上司に何も報告してないの？　ホウレンソウってご存じかしら？　ビジネスにおける最低限の仕事だと思うんですけど、モンスター界隈ではこういうことは教わらないの？」


    　エルブランコの言葉を打ち消すように、プルプラがビジネスの基本であるホウレンソウの欠落について叱しつ咤たしてくる。奇しくも先ほど同じ内容でウニベルを叱しかったエルブランコはまるで立場がない。


    「報告、連絡、相談。ビジネスの基本ですよ、先輩。プププ」


    　隣でウニベルが面白そうに笑ってやがる。もう情けなくてため息すら出ません。


    「プルプラ殿、エルブランコをそう責めてやらんでくれ。実は……」


    「やはりあなただったんですね、アスール大帝。テリブレ軍の生き残ったモンスターから、青い兜かぶとをかぶったバーサーカーが攻め込んできたという証言を取ってるのよ。そこに白いスーツを着た男が現れて、テリブレ城下町をぶっ潰つぶしたってね」


    　アスールの言葉もぶった切って、プルプラが畳みかける。


    「分かりやすい特徴で助かりましたよ。今もいけしゃあしゃあと青い兜をかぶって、白いスーツを着て、どう考えてもあなたたち二人がやったんでしょう！　どうしてくれるんですか！　しかもそれを内緒にして、精神年齢が低すぎるんじゃありません？　いい大人がすることですか！」


    　プルプラがアスールとエルブランコを指さし、激烈に叱しつ責せきする。


    「そうなのか、アスール？　テリブレを壊かい滅めつさせたとか、冗談にしては笑えんぞ？　そんなことするなんて呪のろわれたとしか……」


    　幾多の修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきたロホ博士も、豆鉄砲を食らったような顔でアスールを追及するが、途中でその言葉を飲んだ。


    　そうです、アスール大帝は冗談じゃなく呪われていらっしゃるのです。


    　魔王からは深いため息が漏もれた。


    「かたじけない。私も少し記憶が曖あい昧まいなのだが、そういうことだったのかもしれんし、そうでないのかもしれん」


    　往おう生じよう際ぎわが悪いアスール。呪われていることはプルプラには知られたくないという歯切れの悪さが窺うかがえる。


    　ゴルディアス軍としても、呪いでテリブレ軍を壊滅に追い込んでしまったとなると、末代までの恥である。できれば協会には知ってほしくなかった。


    　エルブランコも立ち上がり、「申し訳ございません」と頭を下げる。


    　ウニベルに至ってはテリブレ軍の魔法使いの制服を着ていたからか、目撃証言には含まれていなかった。運がいいとは言わないが、ちょっと羨うらやましい。


    「おかげで勇者とテリブレの戦いは休戦状態よ。勇者が冒険に出ても、どこにもモンスターがいないんだから、中継してもただのリコ散歩よ。どうしてくれるの？　モンスターと戦わずに世界の名所巡りでもさせますか？」


    　いつも冷静なプルプラが、今日はやけに攻撃的である。眉み間けんのあたりに浮き出た血管は、彼女のナチュラルメイクでは隠しきれていない。


    　こうなってしまったのもウニベルが監禁されてしまったと勘違いしたエルブランコに起因しているので、弁解の言葉もない。


    　言い訳としてさっきのウニベルの報告を持ち出したかったが、いかんせん証拠が欠如しており確定事項としては伝えられない。


    　証拠の映像が残っていれば、ここですべて解決だったのにとエルブランコは臍ほぞをかむ。


    「プルプラさん。やけに今日はご機嫌が悪いみたいですけど、焦あせらないでいただける？　こちらの調査については、今回のテリブレとの騒動を含めてもまだ結論は出ていないわ。すべては調査上の出来事よ。過程の段階で文句を言ってくるのは短気すぎるんじゃない？」


    　しばらく静観していたアマリージョがここで口を出してきた。


    　いつもならアスールに対して大怒号をあげていてもおかしくないのだが、今は攻撃対象はすんなりプルプラへと向けられた。


    　アマリージョに短気を指し摘てきされたプルプラの顔にはさらに怒りがにじみ出る。


    　もともとこの二人は反りが合わないため、会議室内に緊張感が走る。


    「アマリージョさん、過程の積み重ねが結果を築き上げるのです。終わりよければすべてよし、なんて考えるのは単細胞すぎませんか？　現にテリブレ軍が壊かい滅めつに追い込まれているのですよ？」


    　一いつ触しよく即そく発はつである。このままではお互いノーガードで殴り合いが始まってもおかしくない。


    「プルプラ殿、もう少しだけお待ちいただけないでしょうか。結果が出てから、あらためて報告をさせていただきますので」


    　エルブランコも立場上、ここはアマリージョ側に立つしかない。


    「そもそもあなたまでテリブレ軍へ攻め込むとは思いもしませんでした。やはりモンスターは野蛮なんですね。いい勉強になりました。そんな草食系まっしぐらな顔してるのに、協会には堂々と牙をむくのね」


    　プルプラはエルブランコと目を合わせようとすらしない。


    「草食系、ネガティブ、心配性。キャラつきすぎですよ、先輩。あ、あとファッションセンスゼロ。プププ」


    　もういくらでも笑ってくれ。


    　この会議のあとに引きこもってしまったらごめんなさい。エルブランコ、鬱うつまっしぐら。


    「これでテリブレ軍が追い込まれて、最悪の行動を起こさないことを祈ります」


    　最悪の行動とは、テリブレが勇者を殺すということを言っているのだろう。


    　プルプラは拳こぶしを机に叩たたきつけそうになって、なんとか踏みとどまった。


    「プルプラさん、今回の件は魔王として、謝罪させてもらいます。申し訳ない。事情を把握できていなかった僕の責任でもある」


    　魔王はそう言うと、立ち上がって頭を下げた。


    「ゴルディアス様！」


    　ロホが慌あわてて声をあげる。協会の人間なんかに頭を下げる価値はない、と言いたそうに歯を食いしばる。


    「ゴルディアス魔王、私も感情的になってしまい、申し訳ございませんでした」


    　プルプラも頭を下げる。


    「しかし、テリブレ城に攻め込み、城下町を焼け野原にしたということは事実。部下には猛省を指示していただけると助かります。選抜軍と他の魔王軍が戦争するなんて、前ぜん代だい未み聞もんです。こんなこと報道されたら、ゴルディアス軍もどうなるか、賢明な魔王ならお分かりになると思います」


    　魔王に対しては、言葉は丁てい寧ねいを心がけているつもりのプルプラではあったが、内容は引き続き手厳しいものであった。


    「とりあえず、今回の魔王軍同士の争いは公おおやけにすることはできません。協会の管理責任も問われかねません。ですので、先ほどアマリージョさんがおっしゃった、この事態が過程であると割り切れる立派な結論をお待ちしております。では、お邪魔いたしました」


    　最後にプルプラは渾こん身しんの睨にらみをエルブランコに向け、会議室をあとにした。


    　扉が閉まり、プルプラのヒールの音が聞こえなくなっても、エルブランコは目を閉じて頭を下げたままフリーズしていた。


    　やってしまった。


    　自分に任された仕事で、魔王にまで謝罪させてしまうとは。


    「まったく、どうしたものかのう。呪のろいを舐なめとると、こうなるんじゃ。どう落とし前をつけるつもりじゃ、アスール。もはやおぬしひとりの問題ではなく、ゴルディアス軍全体の危機に陥おちいっとるぞ。万が一テリブレ側から賠償請求されたら、いくら必要になるか想像もできんわ！」


    「申し訳ない」


    　ロホが珍しく声を荒らげ、アスールが深刻に謝罪する。


    　アマリージョは誰も攻めることもなく、難しい顔で窓の外を眺めている。この騒動が特許取得に与える影響を計算しているのだろうか。


    「エルブランコも顔を上げなさい。起こってしまったことを、これからどうこう責めるつもりはないよ。大事なのはこれからどうするか、そうだろ、ロホ博士？」


    　魔王は優しすぎるのだ。頭ごなしに怒鳴られたほうがどれほど楽か。


    　エルブランコは以前も同じようなミスをし、自室に引きこもってしまったことがある。そのとき魔王はわざわざエルブランコの部屋を訪れ、慰労してくれたのだ。


    「アスール大帝の暴挙が呪いによるものならば、エルブランコにとっては不可抗力であったことでしょう。過ぎたことと流してしまうには難しいところがありますが、それ以上に今後の対策が重要になるのは確かです。テリブレ軍に対しても、示談交渉が必要になるかもしれませんな」


    　魔王の手前、ロホも二人を頭ごなしに非難するわけにはいかなくなり、やや溜りゆう飲いんを下げる。それでも怒りは収まりきらないようだ。


    　アスールが呪のろわれている件は、ここにいる誰もが了承している。それを理由に許されるわけではないのだが、アスール大帝も反省の態度は十二分に示しているのは、エルブランコも痛いほどよく分かる。


    「まあ、プルプラさんの心配することはもっともだよ。勇者が殺されるかもしれないと危き惧ぐしていたところに、今回のことだからね。この件については今は深く追及はしないけど、アスール大帝は追って報告書を作成して提出するように。処分についてはそれからだね」


    　アスールの行動については笑って済まされることはなさそうだ。魔王も粛しゆく々しゆくとアスールの処置について、方針を決めた。


    　組織において幹部の失態を許すことは、部下たちに示しがつかない。魔王軍全体の士気に関わることなのだ。


    　上司ばかりが優遇されると、部下は決して面白くない。不満が生まれる原因になる。


    　エルブランコはふと、ルビアの顔が浮かんだ。


    　その顔を打ち消すように、魔王はその先を続ける。


    「でも、ウニベルの報告ではテリブレ軍が勇者を殺してしまうことはなさそうなんだろう？　あとはそのテリブレによる勇者恐きよう喝かつの証拠を集めれば、協会にも報告できるということだ。その辺の見通しはアマリージョ、どうなんだい？」


    　ゴルディアス魔王が現在の状況と今後の行動指針をアマリージョに問う。


    「はい。今回のエルブランコとウニベルによる潜入調査は、今の段階だけを見れば状況証拠にすぎず、協会に報告できる要素はございません。しかし今後もテリブレが勇者へ恐喝行為を続けるのならば、その現場を押さえることは可能だと思います」


    　ウニベルのカメラさえ無事ならば、証拠は確保できていたと考えると非常にもったいない。


    　大事なところで大ポカするウニベルだが、彼女ばかりを責めるわけにはいかない。


    　そもそもウニベルだけが潜入することになった原因こそ、エルブランコのＭＰ切れによるものであることは拭ぬぐえない事実である。


    「アマリージョよ。プルプラ殿には売り言葉に買い言葉、できもしないことを言うものじゃないぞ。特許の件であとには引けんことは分かるが、見込みのないことを言って結論を後回しにするのは悪手じゃ」


    　ロホは相変わらず手厳しくアマリージョを追及する。


    　その言葉の裏には、特許が取れなかったときの責任の所在を今のうちから特定しておきたいという目もく論ろ見みが見え隠れしている。目標に対する結果に一番厳しいのは、このロホである。


    「それにテリブレ城下町の破壊行為に関しても、訴えられたら賠償責任は避けられん。金かね儲もうけのために動いたことがここまで裏目に出るとは」


    「ロホ博士も、焦あせらないで。この件は私が責任を持ってフィックスさせます」


    　自信なのか、あとには引けぬ強がりなのか、アマリージョは断言する。


    「希望的観測による目標設定は、うまくいかないことのほうが総じて多い。その場合、次には根拠のない精神論に頼りがちじゃが、そうはならんように期待はしておくわい」


    　アマリージョとロホの間に火花が散る。


    　どうも今回の仕事については、アマリージョは四し面めん楚そ歌かの立場になりがちだ。


    「じゃあ、今日はもう遅いから、これで終わりにしよう。テリブレの調査はアマリージョが中心になって、このまま続けてください。以上！」


    　魔王の号令で、会議が閉じられた。


    　いつの間にか、外は真っ暗。なんとも長い一日だったと、エルブランコは深く深呼吸。


    「エルブランコ。あとで魔法塔にいらっしゃい」


    　アマリージョはそう言うと、真っ先にワープで会議室から消えてしまった。


    　エルブランコの夜は、まだ始まったばかりのようだ。


    



    　翌朝。


    　エルブランコは研修室で先日集めたテリブレ軍の資料を再び読んでいた。


    　昨日、会議が終わってアマリージョに呼ばれたエルブランコは、テリブレ軍調査の件について叱しつ責せきを受けるものだと考えていた。


    　ウニベルを捕らえられたと勘違いし、救出作戦においてはテリブレ城下町を壊かい滅めつ状態に追い込んだ。そして協会にも怒られる結果になった。


    　中心で動いていたエルブランコが何かしらの罰を受けることは自然なことだ。


    　しかしアマリージョから受けたのは叱責ではなく、ただ一言。


    「もうあなたは何もしないでちょうだい」


    　エルブランコはこの仕事からあっさり降ろされてしまったのだ。


    「まだテリブレ軍のこと調べてるんですか、先輩。アマリージョ様に何もしなくていいって言われたんでしょう？」


    　研修室でウニベルにはテリブレ軍に捕らえられていた期間の報告書を作成させている間、エルブランコはまだ諦あきらめきれない気持ちで、テリブレ軍を調べ続けていた。


    「あんまり落ち込まないほうがいいですよ。私も昨日は寮長さんに無断外泊の件ですっごく叱しかられちゃって、へこみましたもん。まさかの夕食抜きですよ！　それでも寝て起きればこんなに元気！　朝ご飯はおかわりしちゃいました」


    　ウニベルは両手でダブルピースをして元気をアピールしている。


    　本当ならばエルブランコがウニベルを労ねぎらってあげなければいけない。ウニベルも飄ひよう々ひようとしているが、テリブレ軍に捕らえられていたことに変わりはない。自分の不ふ甲が斐いなさにばかり気を取られて、部下に気を遣われる情けなさ。


    「まだ私にもできることがないかと考えているだけだ。指示された仕事だけやっていればいいってもんじゃない」


    　エルブランコはヤケになっているようだ。すごいスピードで「月刊魔王」のページをめくっている。しかも「魔王の趣味」特集号。


    　それ知ってどうすんのと、ウニベルは上司の奇行が心配になってくる。


    「でも何もするなって指示されたんでしょ。先輩の忌いみ嫌う業務規定違反ってやつじゃないんですか。上司の指示を無視してこんなことしてるのバレたら知りませんよ」


    　そういうところだけ、鋭くつっこんでくる。


    　ウニベルにしては今日は仕事が速く、先日の潜入に関する報告書もほぼ仕上げてしまったみたいで手持ち無ぶ沙さ汰たのようだ。


    「これは業務違反とかじゃなく、自主的にやってることだ」


    「あ、確かに今回も先輩、何もしてないですからね。元気があり余ってるというか、ゲフン。なんでもないです」


    　わざとらしい咳せき払ばらい。


    　確かに何もしていないので、反論はできない。だからこそ、できることを探しているのだ。


    「やりすぎると周りに迷惑かけて逆効果になることもあるんですから、ほどほどにしてくださいよ、もう」


    　ひとりでテリブレ城に乗り込んでゴタゴタを起こしてきたお前が言うか。　


    　とは言うものの何もせずに後悔するよりは、ウニベルのように多少は突っ走ったほうが精神衛生上も健すこやかなのではと考えるようになってきた。ネガティブな性格だと、どうしても行動が後手にまわってしまう。


    　考えすぎて何もできないパターン。エルブランコがよく陥おちいるやつだ。


    「考えすぎてアスール大帝みたいに妙な数じゆ珠ずを買ったり、変な宗教に入信したりしないでくださいよ。そんなことしたら絶交ですからね」


    　上司に対して絶交とか、明らかに言葉のチョイスおかしいぞ。マジで友達とでも思われているのかもしれない。


    「先輩、これ報告書。私、お昼からちょっと用事あるんで、今日はこれにて失礼します」


    　ウニベルはエルブランコには構わず、手書きの報告書を数枚提出して、ぺこりと頭を下げた。


    「おいおい、研修中だぞ。用事ってなんだよ」


    「先輩こそ調べごとで研修どころじゃないんでしょ？　自主的なお仕事がんばってください。私は大事なお仕事の邪魔しちゃいけませんからね。ではでは」


    　有う無むをも言わさず、ウニベルは研修室を飛び出していった。


    　突っ走るにもほどがあって、これではただのサボりというか仕事放棄だ。


    「なんて奴だ、ほんとに」


    　そう思いつつも、今回の殊しゆ勲くんにもなりそうな情報をウニベルが持って帰ってきたことは事実である。


    　エルブランコはウニベルが提出していった報告書に目を通す。


    　先日議事録を書かせたときもそうだったが、以前に比べるとまとめ方や書き方もうまくなってきている。きちんと自分が得た情報を、第三者に伝わるように書けていた。


    　いつまでも新人扱いするのもウニベルのためにはならないのかなと、嬉しいような寂しいような、そして焦あせりもちょっとだけ。


    　エルブランコは読んでいた「月刊魔王」を閉じ、椅い子すにもたれかかった。


    　ウニベルがどこかに行ってしまって、ひとりになってあらためて考えてしまう。


    「ルビアは、どうするつもりなんだろうか？」


    　ルビアは本当に、ゴルディアス軍に不満を持って、テリブレ軍に行こうとしているのだろうか。


    　自分のゴルディアス軍内での待遇の悪さ、アマリージョからの評価の低さ、仕事を認めてもらえない苛いら立だち。実際にテリブレ城で面接を受けていたところまで、エルブランコは了解している。


    　ルビアがテリブレ軍に転職してしまうのか。


    　本人に確認したくてもできない。プライベートな問題でもあり、他人が踏み込むことは気が引ける。たとえ同期でも。


    　このことについて、ウニベルは絶対に何かを隠している。


    　昨日の会議でのウニベルの報告は、ルビアの件は一切伏せられていた。一緒にルビアをテリブレ城下町で目撃しているエルブランコにさえ、このことについては口を開かない。


    　カメラが壊れて何も記録が残っていないというのも、どこか眉まゆ唾つばな気がしている。


    　ルビアのことについての映像が残っていたから、それを魔王や四天王に隠そうとしているのではなかろうか。


    「今この状況で新型結晶玉の開発主任であるルビアがテリブレに転職するとなると、情報や技術までそのまま流れてしまうことになる。私たちが特許を取ろうとしていることがすべて水の泡だ」


    　エルブランコはしんみりと独り言。


    　魔法塔でアマリージョの部屋から出てきて、ゴルディアス軍に対する不満をぶちまけていたルビア。


    　隠れるようにどこかへテレフォネをかけて、自分を売り込んでいたルビア。


    　テリブレ城で面接を受けていたルビア。


    　そしてなぜか捕まったと思っていたウニベルと一緒にテリブレ城にいたルビア。


    　ルビアの怪しすぎる行動は目に余る。


    　ただ、ここでエルブランコがルビアのことをあれこれ悩んでいても、何も解決しない。答えは勝手に目の前に転がってくるはずがない。


    　かといってルビアに「相談に乗ろうか？」なんて白々しいことを言えるわけもない。


    「はぁ。もっと積極的になれたらなぁ」


    　ひとり残されたエルブランコは、センチメンタルに思春期のような悩みを呟つぶやく。こんなこと誰かに聞かれたら恥ずかしすぎる。


    　エルブランコはルビアに対して、同期以上の感情を持ってしまっている。うまく説明はできないが、もし本当に転職してしまうのならば、こんなに寂しいことはない。このまま何もしなかったら、きっと後悔することも自分で理解しているのだ。


    　エルブランコは気持ちを入れ替えようと、外の空気を吸うために研修室を出た。


    　するとちょうど屋上へ向かう階段に見慣れたマントが消えていくのを見つけてしまった。


    「ルビア？」


    　タイミングがいいのか悪いのか、エルブランコはまたもルビアの怪しい行動を目撃してしまったのだ。


    



    　待ち合わせに指定した場所は、ゴルディアス城の屋上。


    　こんな話はどこですればいいのかと迷った結果、空が広いほうが気持ちも開放的になって言いたいことをすべて伝えられるのではないかと思いついた。結構こういう直感はあとになって振り返ってみると正解だったりするものだ。


    　ウニベルは約束の三十分も前に屋上に到着していた。


    　屋上の手すりから身を乗り出して城下町を見下ろす。


    「きれい……」


    　その遥はるか向こうに広がる大きな海を見て、ここにしてよかったとウニベルはすでに満足していた。


    　無理やり、ポジティブな要素を探す。そのほうが前向きになれるから、ウニベルはずっとそうしてきた。


    「早いわね」


    　てっきりワープで現れるのかと思っていたら、屋上の扉が開いた。


    「姉さん」


    　もっと明るく声を出すつもりだったのに、なんだかため息交じりで暗い声になってしまった。これじゃダメだ。こんなキャラじゃない。


    　ルビアはゆっくりウニベルに近づく。手すりを背にするウニベルの後ろには、果てしない水平線。空と海の境が曖あい昧まい。


    「城の屋上に来るのなんて久しぶり。どうしたの？」


    　理由はきっと気付いているはずなのに。ウニベルはわざとらしいルビアに笑顔を返す。やっぱり予想していた通りの、気が進まない展開になりそうだ。


    「姉さんと話がしたくって」


    　春の風が、ルビアの大きな帽子を揺らしている。


    「話って？　ウニベル、あらたまっちゃって、なんか変よ」


    　帽子を押さえながら、ふと視線を逸そらすルビア。


    「変なのは姉さんです」


    「そうかしら？　最近働き詰めで、あんまり外に出ていなかったからかもね」


    　うそ。論点をずらしてとぼけようとするのも、ルビアらしくない。


    　ウニベルはイライラし始めている自分に気付き始めた。


    「私、バカだから、そういう駆け引きみたいなことできないんです。バカだから、嘘うそがつけないんです。自分の中だけで閉じ込めておくことができないんです」


    　泣いちゃダメだと思えば思うほど、本能は意地悪をしてくる。ウニベルは洟はなをすすって、必死に抵抗する。


    「どうしたの？　やっぱり、変よ。落ち着きなさい」


    　すっと近寄ってくるルビアに、ウニベルはこれ以上は無理と手を伸ばして拒絶の意思を示す。できるだけ笑って話をしようと考えていたが、まったくできていない。


    「テリブレ軍は乱暴だし、町もボロいし、勇者を恐きよう喝かつとかしてるし、失敗したら簡単にクビになるし。あんなとこ、無む茶ちや苦く茶ちやですよ？」


    　ウニベルは知っている限りの情報でテリブレ軍をディスる。ひとしきり悪口を言ってから、ルビアがテリブレ軍についていい印象を持っていたとするならば、告げ口したみたいでかっこ悪い。


    「テリブレ軍がどうしたのよ。それはあなたとエルブランコ君が調べていることでしょ？　私には関係ないことよ」


    　笑顔を崩さないルビア。その優しい顔が、痛い。


    「じゃあなんであのとき、テリブレ城にいたんですか？」


    　ウニベルの疑問に、ルビアはふっと鼻で笑った。


    「なんで私のこと助けてくれたんですか？」


    　テリブレ城にうまく潜もぐり込んだものの、脱出する際に手間取り、それを助けに来てくれたのはルビアであった。門のところで一緒にいるところをエルブランコに見られてしまったが、ウニベルは先の会議でもこのことは秘密にしていた。


    「ウニベル、あれはあなたが困ってたから……」


    「答えになってないですよ。私、全部見てるんですよ？　テリブレ城でグリスと一緒に歩いてるところも、面接を受けているところも。姉さん、アマリージョ様とうまくいかないからって、結晶玉の技術を持ってテリブレ軍に転職しようとしてるんでしょ？」


    　ルビアの反論にかぶせるように、核心に迫る。


    「全部、録画してるんです。面接の場面から、オクパードたちが姉さんのこと話してるところも」


    　ウニベルはぎゅっと、首のペンダントを握った。


    「テリブレ軍は結晶玉の設計図が欲しいだけなんですよ？　姉さん、利用されてるだけなんですよ？　お給料も払う気なんかありません。それに、こんなことしたらゴルディアス軍への裏切りじゃないですか」


    　裏切り、という言葉を口にして、ウニベルは胸の中にずしんと重いものを感じた。


    　尊敬するルビアが裏切ろうとしているという事実を、あらためて受け止めることができなくなった。


    「裏切るって、人聞きが悪いわね。あなたはまだ、知らなくていいことよ」


    「そんな、急に大人ぶらないでくださいよぉ。私も、姉さんと一緒にここで働く同僚なんですよ？　一緒に働く、仲間なんですよ？　いつまでも子ども扱いしないでください！」


    　ウニベルは思いっきり泣きたくなった。泣いてすべてが思い通りにいくのなら、とっくにそうしている。


    「テリブレ城で助けてくれたこと、先輩には見られちゃいましたけど、アマリージョ様には何も言ってません。映像も会議では見せてません。だから、まだ引き返せますよ。一緒にゴルディアス軍でがんばりましょうよ。ね、姉さん？」


    　ウニベルは眉まゆをハの字にしながら、すがるようにルビアを説得する。


    　昨日の会議でも、ルビアに関することは一切報告していなかった。そのことでアマリージョにきつめの言葉を浴びてしまったが、ウニベルはそれくらい我が慢まんできた。


    　ルビアが裏切ろうとしていることをアマリージョに知られてしまうと、きっとルビアはもっとひどい処罰を受けてしまうだろうから。


    　ルビアはじっと黙っている。目も合わせてくれない。


    　二人だけの屋上で、ウニベルはすべてを告白した。しかし、ルビアはまだすべてを隠し通している。


    「姉さん……」


    　ウニベルは絞り出すように声を出した。


    「ウニベル、もういいだろ」


    　突然、思いもよらなかった声が反響した。


    「え、先輩？」


    　ウニベルとルビアの目の前に、ひとりの男の姿が輪郭をなぞるように次第に現れた。いつものように真ま面じ目めくさった顔で、かっこつけたエルブランコだった。


    　屋上へ向かうルビアを見つけてしまったエルブランコは、悪いと思いながらもクラリティで姿を消し、その彼女の後ろ姿を追ったのだった。


    　すると屋上ではやはり、ウニベルがルビアを待っていた。何も考えずに、感情だけで突っ走ろうとしていた。


    「ウニベル、お前にルビアの意思を邪魔する権利はない。自分の感情だけが正しいとは限らないんだ」


    「先輩。いつからいたんですか？　全部聞いてました？　そんなのずるいですよ！」


    　ウニベルは泣きそうな顔で叫び、ルビアは口を真ま一いち文もん字じに結んだまま、もうくっきりと姿を現したエルブランコに視線を向けた。


    　エルブランコはクラリティの魔法で姿を消していたのだ。


    「ルビアがどんな気持ちで、何をしようとしているのかは、私たちには関係がないことだ。他人が踏み込んではいけない部分があるんだよ」


    「先輩、冷たいですよ！　私は、ただ、姉さんとこれからも仕事がしたいだけなんです！」


    　ウニベルは拳こぶしを握って、自らを抑えるように言い放った。


    「それはお前のわがままで、ルビアはそう思っていないかもしれない。自分の都合を他人に押しつけちゃダメだ」


    「他人って、先輩も同期でしょ？　そんな寂しいこと、言わないでくださいよ！」


    　見つめ合うウニベルとエルブランコ。


    　ルビアは俯うつむいたまま、どちらとも視線を交えず、じっと我が慢まんするように沈黙を守っている。


    　今すぐにでも崩れてしまいそうなくらい、三人の関係が揺らいでいる。


    「一緒に働きたいって思うのが悪いんですか？　確かに自分のためかもしれないけど、みんなが幸せになれる方法を探すことって、悪いことですか？　諦あきらめたほうが幸せになれるんですか？　先輩、なんでそんなこと言うんですか！」


    　ウニベルは無邪気なのだ。悪気があって、損そん得とく勘かん定じようをして、価値観を押しつけようとしているのではない。それはエルブランコも痛いほど分かっている。


    「ルビアがゴルディアス軍に残ることが幸せだって、どうしてお前はそんなこと言い切れる？　自分の幸せを基準にして、他人の幸せを決めつけちゃダメだ。自分が幸せになることが、他人には不幸なこともあるんだ。もちろん、逆のことだって」


    　エルブランコはウニベルを見つめるが、決して目線を合わせようとしないウニベル。


    「やっぱりカメラは壊れていなかったんだな。他の映像も残っているんだろう」


    　昨日の会議でウニベルが映し出した映像は、明らかにルビアに関する情報がない場面だけだった。ウニベルはテリブレ軍の恐きよう喝かつの証拠の提示よりも、それを隠してまでルビアを守ることを選択したということだ。


    　自分に素直というか、バカ正直というか、ただ幼いだけというか。


    「テリブレ軍が勇者を脅迫している証拠がそのカメラには残っているんだろ？　そんな大事な証拠を隠すのは、よくないことだ。仕事の意味をはき違えているぞ」


    　ウニベルは涙を目にためながら、エルブランコを睨にらんでいる。


    「先輩のバカ！　なんでもかんでも仕事のためとか、そういうの全然面白くない！」


    　ウニベルはくるっと後ろを向いて、ペンダントを引きちぎり、屋上から真っ青な空へ向かって投げ捨てた。


    「何するんだ！」


    　大きな弧を描いて、小さなペンダントは屋上から落ちていった。


    「もういいです。仕事のために自分に嘘うそつくとか、そんなの嫌です」


    　ウニベルはいつも機嫌を損ねたときのように頬ほおを膨ふくらまさず、そっと目を逸そらした。そしてそのまま、エルブランコとルビアの間を通って、帰ろうとした。


    　そのとき。


    



    「大切な証拠を、捨てられたら困るわね」


    



    　屋上のどこかから、よく知っている声が響いた。


    「アマリージョ様！」


    　最初に気付いたのはエルブランコだった。


    　屋上の手すりの向こうから、ふわりとアマリージョが浮かんできた。手にはウニベルが投げ捨てたペンダントが載っている。


    「若者たちが屋上で青臭いこと言ってるから何事かと思って来てみたら、聞いてるこっちが恥ずかしくなるわよ」


    　どこから聞かれていたのだろうか？　ルビアがゴルディアス軍を辞めてテリブレに行くという話を聞かれていたのならまずいことになる。


    　自分もクラリティで盗み聞きしていた立場ではあるが、そんなことは今は棚に上げ、エルブランコは焦あせりだした。


    　ウニベルが必死で隠し通してきたルビアの裏切りともとれる転職活動が、上司のアマリージョにバレてしまったことになる。


    「ウニベル、これは私が預かっておくわ」


    　アマリージョは小さなペンダントをかざすと、きらりと太陽に反射した。


    　帰ろうとしていたウニベルも、これには何も言い返せず、ただ立ち尽くす。


    　そのまましばらく気持ち悪いくらいの沈黙が続く。


    「はぁ。いろいろと勝手なことを言ってたみたいね、あなたたち」


    　誰も口を開かない張り詰めた空気の中で、見かねたようにアマリージョが切り出した。


    　やはり、ルビアが辞めようとしていることも、聞かれていた。エルブランコはそう直感した。


    　ゴルディアス軍の新型結晶玉の技術をテリブレに持ち出すなんてことをアマリージョに知られたら、おそらくルビアはただではすまない。


    　魔王軍の機密事項を流出させようとしているのだ。裏切り以外のなにものでもない。


    「アマリージョ様、違うんです！　あの、何が違うとか、そういうことじゃなくて、その……」


    　エルブランコが一歩進み出てアマリージョとルビアの間に立った。ルビアを守るとか、そういう意味ではない。気がつけば動いていた。


    　対するアマリージョは、いつもより恐ろしく見えた。


    　昨晩、何もしなくていいと仕事を降ろされたことも影響しているだろう。少なからず、アマリージョからの評価は下がっているはずのこの状態で口答えしようとしている。エルブランコにとっては恐怖以外ない。


    「あの、許してください！」


    　あまりの威圧感にエルブランコが思わず謝罪をした。困ると反射的に謝る癖くせ。しっかり腰を曲げ、これでもかというくらい頭を下げた。


    　それを見て呆ぼう然ぜんとするウニベルとルビア。


    　真剣な顔を崩さないアマリージョに、エルブランコがさらに続けた。


    「ルビアを許してやってください！　ルビアにも思うところがあって、その、誰だって今の環境に不満はあると思うんです。酒の席で上司の愚ぐ痴ちを言うとか、それの延長線上なんです」


    　ただひたすら、ルビアが転職しようとしていることを、かばおうとした。


    「みんながみんな、一〇〇パーセント満足する人生が送れるわけじゃないです。だから、だから、そんな満足できる人生を手に入れようと、新しい場所を求める権利は誰にだってあると思います」


    　エルブランコは自分の足元を見つめたまま、喋しやべり続ける。昨日テリブレに乗り込んだときの靴を履いてきたので泥で汚れていたが、今はそんなことどうだっていい。


    「ルビアにはルビアが自分で選んだ道を行ってほしいんです。後悔がないような道を、いや、きっと後悔はすると思うんですが、なんというか、私は同期としてルビアが幸せになってほしいんです。テリブレ軍に転職することがルビアにとっての幸せならば、送り出してやりたいんです！」


    　ついさっきウニベルには、他人の幸せを決めつけるなとか言ってたくせに、今は正反対のことをぶっちゃけている。


    「私は、ルビアが好きなんです！」


    　エルブランコはそう言った瞬間に、体全体が紅潮してなんだか混乱してきた。ただ、自分がとんでもなく恥ずかしいことを言ってしまったという自覚だけはあった。


    「いや、好きとは、その、同期として、ライバルというかリスペクトしているというか、ラブではなくライクというか、なんとも説明しづらい感情でして……」


    　エルブランコは真っ赤になった顔を上げ、アマリージョがどんな顔をしているのか、恐る恐る一いち瞥べつしてみた。やっぱり、恐ろしい顔でこっちを見ている。


    「あの、その、申し訳ございません！」


    　さっきより深く頭を下げ、全力で謝る。


    　もうどうとでもなれ。自分のことなんてどうだっていい。笑う奴は笑え。自分がどうありたいかより、今はルビアのことだ。


    　それから、エルブランコは永遠に沈黙が続くような感覚に陥おちいった。


    　いつまで頭を下げていれば、世界は動き始めるのだろう。空気までもなくなり、真空になっている。息すらできない。あれ、もしかして死んだ？


    「あんた、何言ってんの？」


    「へ？」


    　ゆっくり顔を上げるとアマリージョが口を半開きにして呆れを通り越したような表情。


    　背後では「えぇぇぇ……」と引き気味のウニベルの声が聞こえる。


    「もう面倒くさいから言っとくけど、テリブレ軍を調べていたのはあなただけじゃないの。ルビアにも同時に調査をさせていたのよ」
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    「は？」


    「は、じゃないわよ。ルビアがテリブレの面接に行っていたことも、全部作戦のうちよ」


    　エルブランコは体中の血液が一気に凍こおりつくような寒さを感じた。


    「もちろん、ウニベルの救出もね」


    　アマリージョはもうひとつ、付け加えた。


    「はへ？」


    　エルブランコは非常に情けない声を漏もらしてしまった。


    　できることならちょっとだけ過去にタイムリープして自分で自分を殴って黙らせてやりたい。


    「私がゴルディアス軍を裏切るわけないでしょう？　テリブレ軍を探るのに、私とエルブランコ君が同じアプローチで調査をしても無駄でしょ。私は私なりに私の方法で、テリブレの懐ふところに潜もぐり込んだのよ。どうせあなたはバカみたいにまっすぐ潜入すると思ったからね」


    　ルビアは恥ずかしそうに真相を告げながら、その顔を見られないように帽子を深くかぶり直した。


    「姉さん！　よかった！　私は信じてましたよ！」


    　半べそかいてたウニベルがルビアに横から思いっきり抱きつく。そのままクルクルクルと三回転。ルビアの顔も真っ赤になっていた。


    「は？」


    「よくもしゃあしゃあとあんな恥ずかしいこと言えたわね。あれ、あなたの本音？　まさか同期同士の恋愛に発展？」


    「いえ、そんなものはありません」


    　アマリージョに対してルビアが食い気味に否定した。超冷静。


    「じゃあルビアがテリブレ軍で面接を受けたっていうのは、わざと？」


    「だからさっきからそう言ってるじゃないの。堂々とテリブレ軍の懐に潜り込もうと、こちらからテレフォネでコンタクトを取ったのよ。あそこいつも求人してるから、不自然じゃないでしょう」


    「アマリージョ様に評価されないからむかつくとか言ってたのもわざと？」


    「む、むかつくとは言ってないけど、そうよ。そういう空気を出しただけよ。スパイをするならちゃんとその背景も設定しておかないと、説得力ないでしょ」


    　エルブランコの問いに、ルビアが言いにくそうに答える。


    「敵を欺あざむくならまずは味方から。まんまとエルブランコ君も騙だませたようだし、私の演技も捨てたものじゃないでしょ？」


    　ルビアがあっけらかんと真相を打ち明ける。


    　あの不満を見せた態度も、テレフォネも、面接も、全部嘘うそだったと？


    「じゃあ、ウニベルと一緒にテリブレ城にいたのも？」


    「私もテリブレ軍内に潜もぐり込みながら、ウニベルに危険がないようにちゃんと見張ってたのよ。それで、逃げ出すときにちょっと手を貸しただけ。そこにバカみたいな顔をしてあなたがのこのことやってきたんでしょうが」


    　バカみたいな顔をしていた自覚はないんですけど。


    「さすが姉さんです！　最優秀主演女優賞級の演技でした！」


    　ウニベルも褒ほめたたえる。いやいや、お前も騙だまされていた側ですからね。


    「面接のとき、ウニベルがいることにも気付いていたわ。どこかの誰かはウニベルひとりに潜入させて、とっとと城に帰ってきたみたいだからね。部下を敵地に放っておいて、危なっかしいにもほどがあるわよ。相手はあのテリブレ軍なのよ？　ウニベルが機転を利かせてうまく潜もぐり込めたからよかったようなものの」


    　どこかの誰かであるエルブランコはぐうの音ねも出ない。


    「あなた、夜中に私の部屋に来たでしょ？　ウニベルが捕まったかもしれないって。あのあとすぐに面接から帰ってきていたルビアに、再度テリブレ城に向かうように指示したのよ。ウニベルが帰ってこないのに、呑のん気きになんの対策も立てずにいるとか、おかしいでしょ？」


    　確かあのときアマリージョは翌日に緊急会議を開くと言って、その日は特に何もしなかった。なんて薄情なんだと、エルブランコは懐かい疑ぎ的てきになったりしたが、あれも、演技だったのか？


    「あなたがワープを使えないから、ルビアに頼むしかなかったわけ。分かる？」


    　はい、分かります。非常によく理解できました。


    「エルブランコ君がゴルディアス城ですやすやお眠りになられていた頃、私は徹夜でウニベルを見張っていたのよ。すぐに連れて帰ってもよかったんだけど、アルパロっていう人物になりすましてうまく潜り込めていたようだから、そのままウニベルを信じて泳がせていたの。ちょっと酷だったかもしれないわね、ごめんねウニベル」


    　ルビアはウニベルの頭を撫なでた。


    「あなたもなかなかの演技だったわよ」


    「姉さんを信じて、私は与えられた仕事をやり遂げただけです。仕事は最後までやり遂げなきゃ意味がないですからね。責任感ってやつです」


    　ウニベルの優等生発言がここで出た。


    　ルビアは捕らわれていたウニベルの行動を逐一把握していたというのか。


    「テリブレ城は地理的にウインドテラーの魔法が届きにくくて、ルビアとウニベルの状況がリアルタイムで把握できなかったのはちょっと失敗だったけどね。翌朝の緊急会議でオロ君の人形が送られてきたときは、ちょっとだけ驚いたわ」


    　アマリージョが補足する。


    「私、テリブレ城のエントランスに隠れていたとき、いつの間にかリュックにつけてたオロ君を落としちゃったみたいなんです。それをグリスに拾われて、姉さんが落としていったと勘違いされたみたいなんですよね」


    　ウニベルはルビアといちゃいちゃしながら、例の脅迫のことを振り返る。


    「あのオロ君についてた血はなんなんだ？　てっきりお前が拷問を受けて……」


    　エルブランコもあの血まみれオロ君事件のことを追及する。あれがきっかけとなってエルブランコとアスールはテリブレ城に攻め込むことになったのだ。


    「テリブレ城の床って、血まみれなんですよ。知りませんでした？　そこに落っことしたらオロ君も血まみれになって当然じゃないですか」


    　あたかも当然かのようにウニベルが答える。


    「あなたは城の外でＭＰが切れてへたってたから、テリブレ城内のことなんて知らないわよね。楽な仕事で羨うらやましいわよ」


    　そういえばあのとき、城内に潜入したウニベルが血の臭においがするって言ってたような。


    「じゃあ『よいお返事を、お待ちしております』っていう脅迫文は？」


    「あなたバカなの？　グリスはあのオロ君を私の忘れ物だと勘違いして、わざわざゴルディアス城に送ってきたのよ？　当然あれは面接を受けた私に対するメッセージじゃない。ほんと、理解力がないわね」


    　あきれ返ったように、ため息交じりのルビア。さっきまで黙りこくっていたのに、アマリージョが現れてからはよく喋しやべる。


    　それに引き換えエルブランコは、すべての真相を聞いて、がくっとうなだれた。真っ赤になっていた顔も、今は青ざめている。寒気すらしてきた。


    　どうやら何も知らなかったのは自分だけだったということか？


    「テリブレ軍が勇者を恐きよう喝かつしようとしていることは、私は面接のときに直接聞いていたのよ。あいつらは偉そうに計画なんて言ってたけどね。あの段階でアマリージョ様には報告していたことよ」


    　さらにルビアが告白する。


    　面接のときの音声は、エルブランコもウインドテラーの結晶玉を通して聞いていた。確かあのとき、狼男が資金調達のための計画がどうこう言っていたことを思い出す。


    「あの翌日、オクパードとかいう狼男がその計画について話し合いに行くって言ってたでしょ？　あれは直接勇者の企業を恐喝しに行くことだったのよ。だから私はオクパードを尾行して、恐喝の証拠を掴つかみに行ってたの」


    「その間にグリスが血まみれのオロ君をゴルディアス城に送りつけてきたってわけよ」


    　ルビアとアマリージョがすべての真相を語る。


    「あれは私のミスでした。混乱させたようで申し訳ありません、アマリージョ様」


    　ルビアはアマリージョに謝罪する。


    　アマリージョとルビアは、当然二人の間にはなんの確かく執しつもなかったように接している。当然だ。エルブランコに見せた弱気な態度と魔王軍への不満はすべてブラフだったのだから。


    「謝る必要はないわ、ルビア。あなたもオクパードが勇者を直接恐きよう喝かつしている場面を録画してきてくれたおかげで、協会に報告できるんですからね。このウニベルのカメラと合わせて、貴重すぎる証拠よ」


    　ウニベルのカメラに、ルビアの面接の場面が映っていても、もはやアマリージョに隠す必要は一切なかった。


    「恐喝現場を押さえてテリブレ城に戻ってきたら、モンスターはすでに引き揚げてきているし、これ以上ウニベルを潜入させておく必要もないので、救出したってわけよ」


    「オクパードが勇者を恐喝して帰ってきたときの映像も私のカメラには残ってます。そのあと姉さんが助けてくれたんですよ！　姉さん超優しい！　大好き！」


    　ウニベルはルビアをぎゅっと抱きしめた。


    　そのあと、暴れるアスールに呪のろいを解く魔法をかけてくれたルビア。いつの間にか消えていたが、あのときちゃんと説明してくれたらよかったのに。そうしたらこんな恥ずかしいことにならなかったのに。


    「あのときはウニベルを助けてさっさと帰るつもりだったんだけど、まさかアスール大帝があそこで暴れてるなんてね。どこかの誰かはスペルノンすら使えないし、助けに来たとか言っときながら、なんの役にも立たないからね」


    　どこかの誰かはもう言葉が出ない。


    「アスールのバカは、ほんとどうしようもないね。部下たちにまで迷惑をかけるんだからね。今度こそは強制的に施設送りよ」


    　アマリージョは思い出したかのように、アスール大帝を罵ば倒とうする。


    「でもよかった。また一緒にがんばって働きましょうね！　私、最近は会議の議事録を任されてるんですよ。すごいでしょ！」


    　ウニベルはルビアのことをついさっきまで疑っていたのも嘘うそみたいに、暑苦しいくらいにべったりしている。この切り替えの速さは流石さすがである。


    「別に私を騙だます必要はなかったのでは？」


    　蠅はえが止まるようなか細い声を、エルブランコはようやく絞り出した。


    「同じ対象を別々に調査していたんだから、現場でバッタリ会ってしまう可能性もあるわよね？　そうなったときのために、私が裏切るかもしれないと思わせておいたほうが、あなたは変な追及をしてこないと思ったのよ。だってあなた、大げさに気を遣う人でしょ？」


    「だって先輩、姉さんのことが心配で心配で仕方がないのに、他人のことには干渉するなってうるさかったですもんね。面倒くさい人ですよ。全然素直じゃないから。草食系のくせに」


    　ルビアとウニベルには完全に心情を読まれている。草食系は関係ないでしょ。


    　確かにルビアが裏切ると思っていたから、テリブレ城下町で出くわしたときも、帰ってきてから魔法塔で会ったときも、ウニベルと一緒にいたときも、あえて追及はしなかった。会議でも一切その名前は出さないようにしたのだ。


    「じゃあ私はルビアが調べてきたテリブレの勇者恐きよう喝かつ現場の証拠と、ウニベルのカメラを精査して協会に報告するわ。二人とも、ご苦労さまだったね」


    　そう言うとアマリージョは頭上に裂けた空間を作り、ひょいっと吸い込まれるようにワープの魔法で消えてしまった。


    　二人ともご苦労さまって言いましたよね？　そこに自分が含まれていないことに、エルブランコは精神的なダメージを受けた。


    「ひと仕事終えたし、カフェにでも行きましょうか。ウニベル、あそこのクッキー好きだったでしょ？　お茶しましょ」


    「わーい、クッキーも好きだけど、姉さんも大好き！」


    　殊しゆ勲くんの二人はくっついたまま、屋上をあとにした。


    　完全無視で放置プレイを食らったエルブランコは存在感ゼロ。このまま消えてしまいたい。


    　姿を消すクラリティの魔法が得意なのは、こういう天性の存在感のなさが生かされているのかしら。


    「今回も、結局私は何もしていないのではなかろうか？」


    　ひとり屋上に残されたエルブランコは、ただただ強めの春風に吹かれるまま、佇たたずんでいた。


    



    



    　数日後。


    　アマリージョによってまとめられた「テリブレ軍調査書」は、数々の証拠の映像とともに協会へと提出された。


    　ルビアが入手してきた勇者リコと狼男が握手し、リコの父親が金を用意して手渡している場面や、オクパードが勇者恐喝の計画を話している映像は、世界中の人々を震しん撼かんさせることになった。


    　結局、この調査書が決め手となり、今回の勇者戦は打ち切られることが協会より発表された。


    　リコは勇者の資格を剥はく奪だつされ、リカルド工業にはスポンサー解約の賠償金が請求されるという。


    　もちろん元凶であるテリブレ軍は、解散を命じられた。
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    　いつもの研修室ではエルブランコとウニベルが、調査書を見ながら雑談をしていた。


    「恐喝するほうが悪いんですけど、それに乗っちゃう勇者もアレですよね。結局、自分の会社を宣伝するために勇者になっただけなんですってね」


    　ウニベルがクッキーを頬ほお張ばりながら、アマリージョの調査書を読んでいる。


    「マスコミへの露出やスポンサーの獲得など、すでに目的は果たしているんだろうな。頃合いを見て勇者を辞退する予定まで立てていたみたいだな」


    　エルブランコもウニベルのクッキーを奪い、口に放り込む。


    「今回の勇者脅迫事件でテリブレ軍も解散させられて、またまた不透明決着ですね」


    　前回のゴルディアス軍が選抜軍の勇者戦は勇者失しつ踪そうという結末で打ち切られ、今回は選抜軍の不祥事による打ち切りだ。


    「どうせ協会は誰が責任を取るんだーとか言って揉もめてるんでしょうね。責任の押しつけ合いというか、保身というか」


    　ウニベルにとって協会のゴタゴタは他人事なのだろう。


    「やっぱ勇者に期待しちゃダメですねー。ボンボンでイケメンだからって、ろくなもんじゃないですよ」


    　ウニベルが頬ほお杖づえつきながら、ペンをクルクル回している。


    「勇者戦をスポンサーだ、放映権だと金かね儲もうけの対象にした協会が悪いんだよ。今回のようにそれを利用しようとする連中が出てきても不思議ではない。本来の人間対モンスターの構図を壊しているのは協会のほうだ」


    　クッキーをくわえながら、エルブランコが言う。確かに甘くて美お味いしい。


    「先輩、協会に対してやけに辛しん辣らつですね。なにかありました？　今さら反抗期？」


    「バカ。一般論を述べたまでだ」


    　そうは言うものの、エルブランコはプルプラが責任を取らされるのではないかと、少し心中穏やかではない。何かしらスケープゴートを作りたがる協会の体質では、最年少理事がその煽あおりを受けてしまうのは、ない話ではない。


    「それにしても、お前はあらためてすごい奴だな。今回の件は一周回って尊敬しそうになるよ」


    「もっと素直に褒ほめてもらえませんかね？　優秀な部下を持って先輩も鼻が高いでしょ？」


    　今回のウニベルの活躍は、手放しで喜べないにしても大きな成果を上げているのは事実である。協会から依頼された仕事を完かん遂すいできたのは、半分はウニベルのおかげなのだ。


    　研修室の水晶ディスプレイには、そのウニベルが撮ってきた証拠映像が流されていた。今はちょうどルビアの面接の場面だ。


    『しかし、私の新型結晶玉を開発するにはかなりの資金が必要ですよ？　大丈夫ですか？』


    　ルビアがオクパードを疑うように質問している。


    『実は勇者を恐きよう喝かつして、大金を巻き上げるという計画が秘密裏に進んでいるのですよ』


    　ついにオクパードが、事の真相に踏み込んだ瞬間だった。


    「ここ、ちょうどウインドテラーの結晶玉を落っことしちゃって、先輩に聞こえてなかった場面ですよね」


    「ああ。この重要なシーンを聞けてたら、こんな大ごとにはなってなかったんだからな」


    　この勇者恐きよう喝かつの証拠となるシーンをちゃんとリアルタイムで聞けていたら、テリブレ軍への潜入調査はここで終わっていたはずなのだ。それなのに何がどう絡まってややこしくなってしまったのか。


    『恐喝とは、相手の想像力だけを駆使した効率的な金かね儲もうけの手段なんですよ』


    　このオクパードという狼男、かわいらしい顔をしているわりには言うことは凶悪そのものである。若干背中に冷たいものを感じながら、エルブランコはその映像に見入る。


    『我々はいつでも勇者を殺せるというパワーバランスを初うい陣じんで示した。明日の第二戦では軽く仲間を傷つけてやる予定です。大事な御おん曹ぞう司しである勇者を殺すことは簡単だと思い知らせ、それが嫌ならば誠意を見せろという、典型的な恐喝ですよ。選抜軍だけができる勇者恐喝です』


    　ソファでふんぞり返りながら語るオクパード。それを黙って聞くルビア。


    『最初に痛い目に遭わせておけば、恐喝もスムーズにいきます。人間なんてものは想像力だけは豊かな生き物ですからな。これからもモンスターと戦い続けるとどうなるかを想像してネガティブになってくれる。勝手に死のイメージを引き寄せる愚かな奴らですよ』


    　ネガティブが取り柄のエルブランコも、なんだかオクパードの言うことに身が引き締まる思いだ。


    　モンスターは勇者を殺せない。その圧倒的なルールの裏で、勇者を恐喝して金を手に入れる。完全に協会の裏を取った計画的犯行。


    『この恐喝で手に入った金を使って、ルビアさんは思う存分に開発をしてください。あなたの開発によってテリブレ軍は金を儲けたという正当な理由ができ、マネーロンダリングになる。協会も勇者から金を脅し取ったなんて、考えもしませんよ』


    　オクパードは勇者から恐喝で得た金を、開発によって儲けた金とカモフラージュする算段までつけていた。資金洗浄のためにルビアに開発をさせようと考えていたのだ。とにかく悪知恵だけは働く男である。


    「あ、そういえば、これ」


    　映像のオクパードを見て思い出したかのように、エルブランコはバッグから書類の束を取り出した。


    「なんですか、これ？　履歴書？」


    　ウニベルの前に広げられたのは、ゴルディアス軍宛に送られてきた大量の履歴書だった。


    「ほとんどが、テリブレ軍のモンスターだよ。魔王軍が解散になって、あそこのモンスターたちも転職活動に必死らしい」


    　ペラペラとその履歴書をめくるウニベル。


    　そこにはゴブリンやらガーゴイルといった戦闘型モンスターから、人型モンスターまで様々な者たちの履歴書があった。


    「あ、これ。オクパードとグリスの履歴書もあるじゃないですか！　どんな顔してゴルディアス軍に入ろうとしてるんですか。図ずう々ずうしい！」


    　見覚えのある顔写真が貼はりつけられているのを見つけた。今も水晶ディスプレイで偉そうにしているオクパードと、銀髪イケメンのグリス。


    「オクパードの座右の銘めい、見てください。『他人に厳しく、自分に甘く』だって。やっぱこいつ、バカですよ。テリブレ軍ってこんなのでも入れるんですね。お里が知れますね」


    　ていうかあなた、テリブレ軍の入軍試験落ちたんじゃなかったでしたっけ？　しかも書類審査で。


    「グリスの長所は『行動力』ですって。ほんと行動力のあるバカが一番手に負えないんですよねー」


    　あなたも恐ろしいくらいに行動力ありますよ、マジで。


    「まさか採用するんじゃないでしょうね？　嫌ですよ、私。あの狼男、すっごく獣臭いんですから」


    「今はゴルディアス軍の人材は潤じゆん沢たくに揃そろってるから募集はしてないさ。こいつらが勝手に送ってきただけだ」


    　それを聞くとウニベルは安心したように、履歴書を放り出した。


    「じゃあそろそろ研修始めるぞ」


    「ゲ。今日はこのままグダグダ終わると思ってたのにー。今日くらいはお疲れさま会しましょうよー」


    　なんとか研修を始めないように無理やり理由を作ろうとするウニベル。


    「そんなもん、仕事が終わってからやれ。ほら勇者法の五十三ページ」


    　ブツブツ文句を言いながらも、ウニベルは指定されたページを開く。こういうところは素直なのだ。


    「ふんだ。確かに先輩は今回の件、基本的に何もしてないから疲れてないですよね」


    　本当にこいつは一言多いというか、皮肉を言わないと気がすまないというか。


    　しかしエルブランコが何もしていないということは強く反論できない。もうなんも言えねえ状態で口ごもる。


    「もう、そんな分かりやすくへこまないでくださいよ。先輩がいるから、私もがんばれたんですからね。存在自体がお守りみたいな感じ？　まあ存在感薄いですけど」


    　また一言多いですよね。


    　ウニベルが目を細めて、キョロキョロとエルブランコの存在を探るような仕草をしている。


    「私もちょっとは信頼を得られたかなー、なんてね」


    　ウニベルはぽつりとこぼし、照れ隠しのようにクッキーを三枚一気に頬ほお張ばった。


    　エルブランコもウニベルのがんばりは十分評価している。しかしそんなことを言われると、なにやら恥ずかしくなってくる。


    「よ、読むぞ。第四章、ゲラ神と国際勇者協会」


    　なにやら話が寄り道し放題であったが、エルブランコは無理やり研修を始めた。


    　今日のテーマはゲラ神について。


    　ゲラ神がこの世界の絶対神として君臨し、人間とモンスターのルールを決めてしまった。それが今のモンスターの行動規範として、人生そのものを縛しばりつけている。生き方から死に方、さらには幸せの基準までも。


    「ゲラ神かー。なんか面白くないですよね、ゲラ神の決めたことって」


    　いざ研修を始めようとすると、すぐウニベルが話の腰を折ってくる。


    　できるだけ本題に入らないように雑談を振ってくるスタイルは、講師であるエルブランコはすでに見切っていた。これまでも何度予定していた研修ができなかったことか。


    「はいはい、そうですね。じゃあ勇者法読むぞ」


    　エルブランコはウニベルの姑こ息そくな遅延行為を無視する。


    「いやいや、先輩はゲラ神が本当にいるって信じてるんですか？　会ったこともない人のことを崇拝するって、もはやカルトですよ」


    「私たちモンスターを作った神だぞ？　それを実際にいないとか言い出したら、私たちの存在自体を否定することになるだろうが」


    　無む茶ちや苦く茶ちやなことを言い出したウニベルをきつめに言いくるめて、さっさと話を終わらそうとする。


    「なんでもかんでもゲラ神の言うことに絶対服従っていう空気、おかしくないですか？　先輩はゲラ神が『モンスターはおやつ食べるの禁止』って決めたら、それに従うんですか？」


    　それは極論すぎるが、ウニベルなりの問題提起であることは認める。ていうか別にエルブランコはおやつ食べられなくなっても構わないんだが。


    「ゲラ神がそう決めたんだったら、そうなるんじゃないか？」


    「うわ、優等生発言。もっと真剣に考えてくださいよー。私は断固としておやつを食べますからね！」


    　これだけは譲れないといったふうに、ウニベルは難しい顔をしながらクッキーを二枚一気に頬ほお張ばった。思いっきり論点がずれているような気がする。


    「でも先輩もこの前、恥ずかしいこと言ってたじゃないですか。他人の幸せを勝手に決めつけるなーとかって。あれ、ゲラ神に対しても言えることじゃないですか？　矛む盾じゆんしてるじゃないですか」


    　あのときはいろいろな感情が渦巻いて、つい口が滑ってしまったのだ。あれが本音なのかどうか、エルブランコ自身もまだ整理がつけられていなかった。


    「こんな勇者法の中でしか名前を知らないゲラ神に私の幸せを決めてほしくないですよ。神におやつを食べることが悪だと決められても、私はおやつを食べますよ。それが私の正義であり、幸せなんですからね」


    　ウニベルの言いたいことはよく分かっている。ただそれを肯定してしまうと、エルブランコが今まで信じてやってきたことがすべて崩れ去ってしまいそうで、ただ怖いだけなのだ。


    「今度プルプラさんに聞いておいてくださいよ。ゲラ神って本当にいるんですかって。いるんだったら直接会って討論してみたいもんですよ」


    　ウニベルがクッキーをもしゃもしゃ頬ほお張ばりながら、またも大胆なことを言っている。


    　新しいことを受け入れることは、培つちかってきた常識を壊すことになる。


    　エルブランコは価値観がひっくり返ることに、まだ耐えられる覚悟がない。


    「もういいから、ほら、勇者法を読むぞ！」


    「はーい。今日はこのへんにしておいてあげましょう！」


    　ウニベルの能天気な返事で研修が再開された。


    　ゲラ神は本当に存在するのだろうか？


    　ウニベルの自由奔放な問題提起によって、エルブランコも今までは当たり前すぎて考えたこともなかったことに疑問がわいてくる。


    　見えないものを勝手に崇拝して言いなりになっているとしたら。そうさせている見えない第三の意志があるとしたら。自分の意思とはいったい何なのだろうか。


    　いつかウニベルの疑問に答え、自分に素直に生きられる日が来ることを願うエルブランコであった。

  


  
    エピローグ
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    　エルブランコは待ち合わせの場所であるゴルディアス城の屋上で、遠く広がる海を眺めていた。


    　ここで春の生暖かい風を浴びていると、あまり思い出したくないことも脳裏に浮かんでくる。この数日で起こった様々な出来事を思い出し、エルブランコは目を細めた。


    「お待たせ、エルブランコ君」


    　背後から声をかけられる。


    　こいつと会うのも、あのとき以来だ。


    　ルビアはテリブレ軍の勇者恐きよう喝かつ現場を突き止めたことが評価され、開発部の部長に出世した。これまではアマリージョが開発部部長を兼務していたが、これをルビアが引き継いだ形だ。


    　簡単には比べられないが、おそらく魔王秘書であるエルブランコよりは上の役職についたことになる。いわゆる、大抜ばつ擢てきだ。


    「ルビア部長、お疲れさまです」


    　エルブランコは嫌味っぽく、うそぶいた。


    「ご苦労、エルブランコ。そう言ってほしいの？」


    　部長に出世したからといって、ルビアは何も変わっていないように見えた。そう思いたかっただけかもしれないが、エルブランコは特に嫉しつ妬とをしているわけではない。


    「こんなとこに呼び出しておいて、なにか用か？　まさか告白ってわけじゃないだろうな」


    「どうしたの、そんなジョーク言うキャラ？　草食系がそんなこと言っちゃダメよ」


    　せめて笑ってほしかったが、真に受けられなくてよかった。


    　なぜかエルブランコには草食系という新しいキャラがくっついてしまったようで、最近はかなり迷惑している。


    「大きなお世話だ。出世を祝ってくれって言うんだったら断るぞ」


    　ルビアがそんなこと言う女とは思っていないので、これもジョーク。


    「ふん、私はあなたとそんな無駄口叩たたいているほど暇ひまじゃないのよ。これ」


    　ルビアは手に持っていた箱を投げてきた。


    　エルブランコは大事そうにキャッチする。箱の中からカラカラという乾いた音が鳴っていた。


    「なんだこれ？」


    　エルブランコは箱を持ち上げた。


    「あなたの仕事は効率が悪くって、見てられないのよ。それでも使って、もうちょっとましな立ち回りをしたほうがいいわよ」


    　エルブランコが箱を開けると、小さなガラス玉がぎっしり詰まっていた。


    「新型の小型結晶玉にワープの魔法を詰めておいたわ。試作品だけど、ワープが使えないあなたにとっては貴重でしょ？」


    　その結晶玉は従来のものよりも、サイズ的には半分以下になっていた。ワープは意外と魔法力が強く、これまでは結晶玉に詰め込められなかった魔法のひとつであったのだ。


    「これ、わざわざ作ってくれたのか？」


    「あなたのために作ったんじゃないわよ。試作品って言ったでしょ。特許が取れる算段がついたから、ついでに作ってみたのよ」


    　こういうツンデレなところは上司に似なくてもいいのに。


    「特許、取れそうなのか？」


    　アマリージョが提出したテリブレ軍調査書が、今回の勇者戦の決着に大いに起因していることは、この結末を見ても明らかだった。


    「協会から内示が届いたわ。これでこの先十年は食べていけるんじゃないの？」


    　ルビアはそっぽを向いたまま、なぜか恥ずかしそうだ。


    　特許が取れたということは、テリブレを調査した仕事が協会に認められたということだ。その仕事に多少でも絡んでいたエルブランコは、少し嬉しくなる。


    「ありがとう。これは助かるよ」


    　このワープの結晶玉はエルブランコが喉のどから手が出るほど欲しいアイテムだった。


    　これまで何度ワープが使えなくて恥をかいた、いや、苦労したか。これであのデーモン輸送班に揺られて酔うこともなくなる。


    「そういえば、エルブランコ君、私のこと好きだったの？　まったく、アマリージョ様の前でよくもあんな恥ずかしいこと言えたわね。あなた、ああいうことをいろんな女に言ってるわけ？」


    　エルブランコが純粋に感謝しているところに、ルビアが最も思い出したくないことを、グサリと突いてきた。


    「バカ、そんなこと、言うわけないだろ！　あれはだな、その、なんだ」


    　エルブランコにとってあのときのルビアへの言葉は黒歴史でしかない。お願いですからこれ以上掘り出さないでくださいと、全身から汗が噴き出してきた。


    「……この前は、かばってくれてありがとう」


    「は？」


    　ルビアは唐突にお礼を言いながら、顔を真っ赤にした。


    「は、じゃないわよ。ありがとうって、言ってんの。ちょっとくらい空気読んでくれないかしら」


    　アマリージョの前でルビアのことをかばったことを言っているのだろう。まさか、お礼を言われるとは思わなかった。


    「じゃあね、私はあなたと違って忙しいんだから」


    　そのままルビアは赤い顔を見られないように帽子を深くかぶり、スタスタと帰っていった。


    　そのルビアの後ろ姿と、手に持つワープの結晶玉を交互に見ながら、エルブランコは頭を掻かいた。


    「素直じゃないんだよな、あいつも」


    　素直になるのは誰だって恥ずかしいものである。それはエルブランコが身に染みて一番知っている。


    　エルブランコはルビアとの同期の絆きずなを感じながら、しばらく屋上で春の生暖かい風に吹かれていた。

  


  
    



    　あとがき


    



    　どうも、ハマカズシです。まさかの二巻です。


    　まずはここまで読んでくれたすべての方々に感謝です。社畜ファンタジーというなかなかのニッチなテーマにお付き合いいただき、本当にありがとうございました。


    　担当の小こ山やまさん。いろいろお世話かけました。なんとか二巻を書き上げることができてほっとしております。


    　素晴らしいイラストを描いていただいたＩｘｙイクシーさん。感謝しかございません。ありがとうございました。


    



    　さて、それでは最後に社畜あるあるでお別れです。別に書くことがなくなったわけではございません。急にあるあるが言いたくなっただけです。「勇者に期待した僕がバカでした」のタイトルに乗せてお送りしましょう。


    



    【ゆ】　有休を使った記憶がない


    【う】　運動不足を気にしてジムに入会するも、忙しくて行く暇がない


    【しゃ】社長は今日もゴルフで不在


    【に】　人間ドックの結果がひたすら怖い


    【き】　休日に着る服がないのでとりあえずスーツを着てしまう


    【た】　立ったままでも寝られるようになる


    【い】　家に帰ってもやることがないのでとりあえず仕事する


    【し】　叱られているうちが華だぞ、と言って叱ってくる上司


    【た】　台風直撃しても颯さつ爽そうと定時出社


    【ぼ】　盆も仕事


    【く】　クリスマスも仕事


    【が】　元旦？　もちろん仕事


    【ば】　バイトの子に体調を心配される


    【か】　カレンダーは月月火水木金金


    【で】　できないことでもとりあえずできると言う


    【し】　仕事だから仕方がない、が口癖になる


    【た】　たまにはいいことあるさ、社畜でも！


    



    　それではまたお会いしましょう。アディオス！

  


  
    ハマカズシ


    Kazushi Hama


    



    広島在住。おとめ座のＡＢ型。自称・永遠のマイトガイ。名前だけでも覚えて帰ってください！　ハマカズシでございます！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    勇者に期待した僕がバカでした　２


    



    ２０１６年10月28日　電子書籍版発行


    著　者　ハマカズシ


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　小山玲央


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１６年10月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸKAZUSHI HAMA 2016　ISBN978-4-09-451640-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/CUT_06.jpg





OEBPS/Images/i-0187_01.jpg





OEBPS/Images/i-0113_01.jpg





OEBPS/Images/i-0227_01.jpg





OEBPS/Images/CUT_05.jpg





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
{_7z? ’ ’
| !u.\\%,\ ~
I\ 7 ﬁ \
™N 8 /\/L
”._,“.w.f...w <
S ‘ ‘
./
3 A





OEBPS/Images/i-0010_01.jpg
7RIl

univer

JWTAT7 ABEEDHADEIRY
— AUREEBICHfehERBNE
PEEDSTERDFDEVNFES T
BICADZEDEEL T,

IN7773

el blanco

JdWF«7AREE. BEMWE, £5
HETAREM. I<ICHDIONEL
. DNILDHERT, AMVR(F
HBITEXP,

INLT4TARE LET
lucifer gordias rubia

TP ABEEEHEND BXE TIVISVIEABABDEY/ AT —,

BE. DESEBEL BXEHEET PIYU—JaDTT7ATLRAREDOE

BTENSDEREEL. FEFEINTUD,






OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		プロローグ



		第一章　恐怖！　テリブレ魔王軍



		第二章　謎解きは潜入のあとで



		第三章　そしてウニベルはいなくなった



		第四章　春の屋上で君を想うということ



		エピローグ



		あとがき



		奥付













OEBPS/Images/CUT_03.jpg





OEBPS/Images/s_dokuro.png
3,





OEBPS/Images/i-0265_01.jpg





OEBPS/Images/i-0025_01.jpg





OEBPS/Images/i-0009_01.jpg
1)
B 42
e
IRV

SNV &N

Y INKL





OEBPS/Images/i-0165_01.jpg
\ .
\ ;270“' | \
/A ‘\& \ /(\ '1\\






OEBPS/Images/i-0147_01.jpg





OEBPS/Images/CUT_01.jpg





OEBPS/Images/i-0081_01.jpg





OEBPS/Images/i-0002-0007_01.jpg
HLQAURIRDNIRL
FI<OH6 4446

VI ANRECHK SRR’
BELBIIAS O SEI0MRD”
FAMVEINND SV INF°
PHLSH | HERODUV RN

BHICIERWDEVDS
LOH!

BLOHE

0oz
P
AR

Bmie>L—6
IR R0 2°
e &6 SMER
R0 I Sfe6°






OEBPS/Images/i-0003-0006_01.jpg
WACEBHRRSES
1205, BIZR O TRLY
BRIZRUEOEE!






OEBPS/Images/i-0043_01.jpg





OEBPS/Images/CUT_08.jpg





OEBPS/Images/i-000a.jpg
\ \
IS0 0F DEEP COVER

.n \ v Q,.\w» /v ,,‘
% < | T8 =Q
RPDE W

N

<






OEBPS/Images/i-0031_01.jpg





OEBPS/Images/i-0008_01.jpg
CONTENTS

: 5=
, FYUILETE
N 03 4 I,
‘A ﬁ_'iﬁJ
Q HETREADBLT
L, & ——
B ¥ A
ZLT RV BT
//,_/

7
BOELTEZESLWVWSIL

eno-
N @
aD





OEBPS/Images/i-0011_01.jpg
azul the great
JWF47 AREEMKED—
A, BEIZREDIHEIR. &
FIBEEDHEICET,

KLT7RE
general verudela
VT4 7 RABREEMKED—
A, FREBZEVDEMIR.

TeRVVEHERA.

BEB=OAMN

L -

73')=%73
amarillo
JWT4 7 ABEEMKED—
A, 7147 LISEDBEFEZIES,
POFOTF2/\Z,

OkiEt:
Dr.rojo
JWTA4 7 ABEEMKED—
A, BAIBHH THOREZR

APRER.

FTUIVEDEY/ AT —

ZIL 77 7' )R na1iki—F
purpura grease ocupado
BEBRERCHEL FUILVEDREY FUIVEDRER
s 2T Sl BEEBE. 70/)0 BERR. EOA
JWF«FREDTE —ROBFTAT A  BHEBEZET D

ZEREL TS, >/ DIRI5E, IR,





OEBPS/Images/CUT_07.jpg





